


武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

高野信治

はじめに

本稿では、人が神格化されることの意味、とりわけ武士が神格化される

意味を、本来は武力行使による人の殺傷を職分とし武力で裏付けられた

「武威」を背景に政治を行っていた武 1：への眼差しという問題を前提に、

若察する一環として、武 1：神格化の一覧を試みたい C・

ここでいう武士とは、前近代H本において武力行使と政治文配の二つの

局面に何らかのかたちで関わる身分にあった人物と衿える。また神格化と

はイ□仰の対象として社（寺や小創・顕彰碑なども含めた宗教的施設と広義
にみたい）に祭神として祀る宗教的行為と捉よう。対象時期は武 1：を神に

まつりあげる行為がみられる全ての時代を想定している。当初の意図は近

|ll: （安土・桃廿J～江戸此代）期の武士の神格化を考えていたが（もちろん

これは当面の私自身の研究諜題であるのだが）、もう少しレンジを広げ、

いわば日本史におげる武上像を捉える視野がなければ所期の目的の逹成は

困難のように思われ、かかる設定にした。具体的には、武 1：が歴史上登場

するとされる平安中期頃より現存までである。なお、とくに半安末期から

乱などの各時期には、武t：的‘性格をもった皇族・公家が多く見られ、一覧

に加えるべきか判断に迷った人物がある。また、江戸時代では士分として

の由緒をもつとされる付落の有力者や逆に士分に取立てられた人物につい

ても覧に加えるべきか微妙な間題がある。しかし、小稿においては明確

な晶準を設けるにいたらず、粘果、恣意的選訳の恐れがあることをあらか
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じめお断りしておく。もっとも、繰り返しになるか私自身の問題関心が、

武士自身の自己認識や武 l：身分以外の階層による武士認識、つまり、前近

代から近現代まで通した、大仰な言い方が計されれば日本史における武士

をめぐる自他翌識という問題を神格化という切り Uで検討する、というと

ころにあることから判断したというのは付記しておきだい。ただ揺れかあ

るのも事実でかかる問題は今後に熟考したい，）

覧に選択すべき人物・祭神はかなりの数にの（まろう。同一人物でも神

体が別であれば別の祭神としてカウントするので（つまり別の人物や社会

集団による神格化）、徳川家康の事例などを出すまでもなく、 1固別祭神数

は膨大である。短期間の調査では言わずもがなの限界がある。しかし、武

士神格化のおよその傾向性を探ることは、いわゆる日本人の人神観念や天

阜制の間題、ひいてはポ教と社会の関係性を検討する上でも好個の素材を

提供しよう。かかる観点から、不十分さは承知の上で「一覧」の［稿」と

して提供する次第である。

一覧作成にあたり、留意した点（凡例）は次の通りである。

(1) 配列

配列は都道府県単位とし、そのなかで祭神名の五十音順とした。した

がって同一祭神の場合は一連で示される。これぱ武士神格化の地域的特

性を探ることを一覧作成の日的の一つとしたいからである。その地域は

様々なレベルか想定できようが（例えば国郡単位、あるいは天領・藩領

などの領単位）、ここでは便宜的に現行の行政区域を基準とした。ただ

し、同一族の祭神が並ぶ場合は必ずしも五卜音順の原則にしたがわない

ことがある。例えば歴代藩主を配列する際には在位順（代数順）とした

ものもある。また本藩主と支藩主が同一姓で並ぶ場合も、五十音順とせ

ず藩単位の在位順に並べた事例がある。このように同一族については一

覧の便宜性を優先させることがある。なお本号での都道府県別収載範囲
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野・岐阜・静岡・愛知・三重）とし、西日本は次号掲載とする。

(2) 祭神名

して実名表示とした。例えば、高譲味道根之命は徳川光閃、蒲冠者は源

範粕、新羅口郎は源義光、八幡太郎は源義家、源家康は徳川家康、堀田

相校守は堀田止睦などの如くである。しかし、祭神名と地域性などを衿

慮した場合もある。例えば源義仲はいわゆる木曾地方（長野・岐阜県域）

で1よ木曾義仲とする如くである。したがって祭神名に、実名以外の名称

の一部または全部を 1. )内に付記することもある。なお祭神名の前の

＊印は、その祭祀杜の主祭神ではなく配祀・合祀されたことを示す。周

知のように明治初期の神仏分離、あるいは明治中後期や太半洋戦争後の

神社合祀政策で、祭神の合祀化が進んだが、歴史的に見れば本来、単一

の神体（あるいは一族神）として侶仰の対象となっていたものである。

その検証は困難な場合が多いが、判明分を備考欄に記す。

(3) 祭祀社

判明する限り、創祠された段階ないしそれに近い祭祀社名（祭祀され

た宗教施設として寺院や顕彰碑なども含む）を記すが、それが困難な場

合1よ現在名となる。収集資料（後述）の関係でむしろこの場合が多いの

をあらかじめ断っておく。なお（ ）内に注記を付す。「A社 (B社境

内社）」とある場合は、祭祀されているA社がB社の末社・摂社などを

含む境内社であることを示す。また「C杜 (D社）」とある場合は、 C

社が後にD社に社名変更したことを示す。これらの点は祭神・社の歴史

的変遷を検討する材料となるが適宜備考に記した。

(4) 創祠時期・創祠者

これも検証することが困難な場合が極めて多いが、小稿では伝承など

のデータを記載した場合もある。また、創祠時期の前の＊印は、その時

期に社の再興・祭神の合祠などがあって存在が確実な場合を示す。した

がって本来の創祠時期はそれ以前となる。これらの事情も備考に記す。
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(5) 所在地

祭神は合祀・末社化などでまつられる社を移遷する場合がある。所在

地は判明する限り、創祠時期のそれを現行地名で記す（ただし、都・府・

県・大字の文字は省略し、小字・番地なども複数の社相互が区別できな

い場合を除き省略）。そして現所在地への移遷の経緯を社名変遷などと

ともに備考欄に記す。しかしこれも他項目同様に特定が難しいことが多

い。その場合は現所在地を記している。なお、現行地名表記を原則とす

るが、現在消滅している社など、地名特定が困難な場合は、その限りで

はない。

(6) 備考

これまで掲げた祭神名、祭祀社、創祠時期、創祠者、所在地などの情

報を記す。武士が神格化される背景は多様に想定され、また、祭神や社

の性格は歴史的に変化していると思われる。現段階では、武士の神格化

の背景や方向性について、

ア）氏神化、先祖神

イ）民俗神化、地域神・鎮守神・利益神・救済神

ウ）国家神・民族神化、「公」に尽くしたとされる人物の祭祀

オ）怨霊の神格化、御霊信仰

などの見通しを持っている。この場合、エ）とオ）は、ア）からウ）に複

合化する場合があり、またア）からオ）が相互に複合化する事例もみられ

る。例えば、江戸期、城中に先祖神として祀られていた藩主が、明治期

になり城外や城跡に新たな社が創建され、地域神としての性格を持つ祭

神に変容するような事例は祭神の性格変化の典型を示そう。このように

神格化された武士が信仰の対象としてもつ性格は歴史的にかわると考え

られるので、備考欄は伝承なども含めいささか詳述した場合がある。了

とされたい。ただし、これも資料的制約で意を尽くせず、また空白欄も

多くある。創祠の背景や地域社会での信仰・祭礼のあり方など個別情報
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の収集が今後の課題である。なお、祭神に関する記述は、その地域での

神格化をめぐる背景の情報化となるように努めたが、これも個別地域の

歴史的実情をさらに踏まえた調査が必要であり、不十分に終わっている。

また本襴で、「当社」という表現は当該データの祭神が直接まつられる

社、 I本社」という表現はその社を摂社・末社など境内社として包摂す

る仕、ないし当該祭神が合祀された社をさす。

(7) 典拠

祭神収集にあたっての典拠資料は各都道府県別に刊行されつつある神

社誌類と、神社本庁による「全国神社祭祀祭礼総合調査」のデータ

（「平成祭データ」）を基本とした。なおこれらは神社本庁包括社を主と

したいわば視状の祭神データを示すにとどまっており、歴史的に存在し

た祭神・社で廃絶したものも少なくないであろう。それは例えば近世の

地誌類に記される祭神と比較すれば容易に想定できる。武士の祭神もそ

の例外ではなかろう。しかし、①先述のように武士の神格化について近

現代の問題も射程に入れ検討する課題意識をもっていること、②寺院の

廃絶と比較して社が廃絶された場合の祭神は他の社に合祀・配祀される

可能性が高かったと思われること、③摂社・末社の境内社や合祀・配祀

の状況から祭神や社の歴史的変遷をある程度復元できる可能性があるこ

と、④一定の基準脊料を典拠に祭神の収集を図ることで作業についてあ

る程度の網羅性と合理性が保証される可能性が考えられること、などの

琲由から、かかる典拠に某づくことにした。しかし、神社本庁データに

は創祀時期・創祀者を含めた歴史的変遷に関する内容は皆無であり、各

神社誌類も埼玉県神社庁神社調査団編『埼玉の神社』（三巻本、埼十閃県

神社庁、 一九八六～九八年）にみるような、歴史文献調査や民俗祭礼調

査などが充実した例は残念ながら少ない。そこで、各自治体史はもとよ

り地元の情報収集機関（歴史資料館・図書館・教育委貝会等）、当該神

杜やその氏子などの方々にも情報提供でお世話になっている。ただし当

方の調壺不足で不備・誤謬が少なからずあると思われる。新たな情報提
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供も含めご教示願えれば幸いである。

祭神収集の典拠資料で略称を用いたものは、次のようである。

本庁データ＝神社本庁「全国神社祭祀祭礼総合調査」のデータ

（「平成祭データ」）

名鑑＝神社本庁調査部編『神社名鑑』（神社本庁、一九六二年）

全国＝全国神社名鑑刊行会史学センター編刊『全国神社名鑑』上・

下(-九七七年）

神社誌料＝明治神社誌料絹纂所編『明治神社誌料』上・中・下（講

談社、一九七五年復刊）

東照宮＝高橋晴俊「家康公と全国の東照宮』（東京美術、一九九二

年）

なお、本項は祭神確認の典拠資料記載を基本としている。したがって、

『国史大辞典』（吉川弘文館）、『藩史大事典』（雄山閣）や各種の人名・地

名辞典など、多くの辞事典類も各項記述にあたり参照したが、自治体史類

などとともに特に記す必要性があると判断される場合を除き割愛した。ま

た、機関名・組織名・人名は、各項の記述内容が直接にこれらの聞取対象

者の情報にもよることを示す。

謝辞

本稿作成に当たっては先述のように多くの方にお世話になった。厚く御

礼申し上げたい。とくに各地域の神社や寺院、その氏子や檀家などの方々

から貴重なお話を多々うかがわせて頂いた。神社本庁教学研究所瀬尾芳也

氏・福岡県神社庁望月司郎氏には私にとっては不慣れな祭神調査について、

当方の研究意図をご理解いただき資料閲覧等で格別のご高配を頂載した。

また國學院大學附属図書館にも大変お世話になった。さらに高橋晴俊氏の

著作からも多くのデータを採録させて頂いた。記して謝辞のしるしとする。
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追記 本稿は科学研究費補助金・基盤研究 (C) (2) （平成13~16年度）課題

番号 13610390（研究代表者・高野信治） ［民俗神や民族神との関係分析を

通した近世武家権力神の基磋的研究」の研究成果の一部である。 武
士
神
格
化
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武士神格化一覧

祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

（北海道）

池田忠継 鳥取神社（東神社） 明治33 旧鳥取藩士 北海道岩見沢市東

池田忠雄 烏取神社（東神社） 明治33 旧鳥取藩士 北海道岩見沢市東

池田光仲 鳥取神社（東神社） 明治33 旧鳥取藩士 北海道岩見沢市東

池田慶徳 鳥取神社（東神社） 明治33 旧鳥取藩士 北海道岩見沢市東

＊石川昭光（源） 幡守神社 明治7 角田領旧臣 北海道室蘭市石川町

＊石川有光（源） 幡守神社 明治7 角田領旧臣 北海道室蘭市石川町

＊加藤清正 江別神社 明治18 北海道江別市萩ヶ岡

小山隆政 岩城神社（泊神社境内社） 北海道桧山郡江差町田沢村

佐藤信景 開拓神社（北海道神宮境内社） 昭和13 北海道札幌市中央区宮ヶ丘

武田信広（蠣崎 松世嗣（松前神社） ＊江戸期 松前氏 北海道松前町松城

若狭守信広）

武田信弘 開拓神社（北海道神宮境内社） 昭和13 北海道札幌市中央区宮ヶ丘

武田信広 夷王山神社（上ノ国八幡宮境内社） 北海道桧山郡上ノ国町上ノ国

伊達邦直 阿蘇神社（当別神社） 明治29 旧臣 北海道石狩郡当別町元町

伊達邦直 開拓神社（北海道神宮境内社） 昭和13 北海道札幌市中央区宮ヶ丘

＊伊達邦成 伊達神社 明治8 伊達邦成 北海道伊達市末永町

徳川家康 鳥取神社（東神社） 明治33 旧烏取藩士 北海道岩見沢市東

徳川家康 東照宮 寛政年間 幕府 北海道函館市陣川

徳川家康 エトロフ東照宮 文化2 山田鯉兵衛 択捉島紗那

徳川家康 フウレベツ東照宮 安政年間頃 択捉島振別

鍋島直正 開拓神社（北海道神宮境内社） 昭和13 北海道札幌市中央区宮ヶ丘

＊鍋島直正 上川神社 明治26 北海道旭川市神楽岡公園

蜂須賀家政 雨竜神社 明治29 雨竜町開拓移 北海道雨竜郡雨竜町満寿

住者・蜂須賀

農場関係者

前田利家 前田神社 明治20 北海道岩内郡共和町前田

＊松平直政 輿国神社 明治27 松平直亮 北海道旭川市上川郡東鷹栖

＊松平康長 雨竜神社 大正4 雨竜町開拓 北海道雨竜郡雨竜町満寿

移住者蜂

須賀農場関

係者

＊松前広峰 徳山大神宮 北海道松前郡松前町

松前慶広 開拓神社（北海道神宮境内社） 昭和13 北海道札幌市中央区宮ヶ丘

＊源為朝 徳山大神宮 北海道松前郡松前町神明
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備 考 典 拠

池田両山藩初代藩主。弟忠雄の［光仲が鳥取藩土として入封。明治33年じ取児より 北海逍神社庁誌p451
移仕した藩士などにより樗硲神札を勧泊、凡取神社と称した。明治39年末神引どf|

号変更
--------

池田岡山藩2代藩T.」 +0)光仲が鳥取藩主として人封 北海道神社庁誌 p451

池田岡山藩 2代藩上忠雄0)子。光仲が鳥取藩主として入封 北海道神ft1ヤ誌p4Sl

幕末維新期の池田鳥取藩主 北海道神朴庁誌 p451

近世初期に怪奥石川より角田移封、角田城主。伊追政宗叔父。明治3年角田領主石 北海道神ネ1庁誌 p611
Ill邦光の家臣が宇闇に移1も明治7年石川氏氏神として祀られていた角田の幡守神

1十の分霊を遷坐

平女中期の初代陸奥三茜城ず 石川氏相 北海道神社庁誌p611

明冶1“年北海道開拓のため、熊本児より入柚した屯田兵の守護神として江別巾飛鳥，本庁テータ
ii[の地に建立。明治28年現介地へ移る ： 

蠣崎氏重臣で泊城主。蠣崎t;広に長禄，3介、謀反のかどで滅ぽされる I本庁テータ

出ル1の人。元禄年間に蝦夷地で稲竹に成功とししう 本斤データ

松祁家にて当初松世祠を設け代々の神霊を奉斎ぐ明治となり松冊祠に祀られていだ 北池道神社庁誌p305

松前藩相の1言IムをIn福山城北の丸址を境内地として社殿建立

開道70年にあたり、北海道開拓功労者36柱を奉斎した一つ 北海道神社庁誌p23]

本社は、文明 5年、武IIli戸弘の創祠で、居城勝山館(/)鎮護神として創立c 占くは館 本庁データ

上八幡恥慶_J,:3年 I.J匡付人の創祀した相殿大蔵明神は漁業神

明治5年伊達邦直（倍木，明治期の仙台藩一門岩出111領キ）はこり別に移り小社を移 北海道神杜庁誌p259
遷し阿峠神村とする。邦也死去後まつる

北海道神社庁誌p231

式甕槌大神他へ配祠。明治2イII日仙台百押頒t伊達邦成が有珠郡支配を命しられ、 全国上p21
間柘0)業のため旧臣とともに移住 亘坪郡庇島村の鹿島天足和気神社を分祭、移遷-,
昭和10年邦成らを合祀

l北海道神社庁誌p451入栢者が創祠

幕l{f、外敵追討の志気鼓舞0)ため東町宮をおく成を奏上。寛政11年東叡山等持浣1曾 1 名鑑 p6

汀に命じ攘夷・北島開拓の祈祷を修す 安政年間社殿造営。平成4年に主来町より

現在地へ移遷

二観世音餘を臣,,_H光大権現社勧扉文化4年ロシアの兵火で焼失し廃絶 東照宮 p136

祀るとされるか東照宮の可能性 東照宮 pl39

幕末期竹買藩す 初代北海道開拓使長官 北海道神社庁誌p231

天照大神を本祀した木村に黒田清隆・永山武四郎等と合祀 北海道神社庁必 p504

蜂須賀農場中興の相家政を祭神とする徳島の国端痣神ネtの分寓をまつる 北海道神社庁誌p486

)）II貨藩祖。移住者の定着心喚起のだめ建古出原化金沢尾1[j神社の分霊をうける 北海道神社庁誌p413

出玄松江藩祖。大国主命と合記松キ農均開設の際、出雲大社と松江神llを勧品 北海道神社庁誌p501
ー一 ―̀ ^ 』

近世初期大名で戸田家中興の祖康kを合祀して、雨竜神社と改称 北海道神社庁誌p486

本社の創訂年代不訂 水1心元年、松前高広が伊勢の内宮 外宮を勧請 本庁データ

初代松前藩＿主 北海道神社庁誌 p231

本社の創立年代小詳 北海道神叶庁誌 p306
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祭神名 祭祀礼 創祀時期 創祀者 所在地

源経基 幅守神社 明治7 角m領旧臣 北海道‘ギ闇市石川町

武L神格化一覧．稿（上・東日本編

源義経 義経神社 寛政10 近藤直蔵等 北海道沙流郡平取町

1却 1神社毛利敬親 明治20 移住村民 北海道余市郡仁木町人江

毛利元徳 大江神社 明沿20 移住村民 北海直余市郡仁木町大l工

般上徳内 間拓神社（北海追神宮境内fl) 昭和13 北海迫札祝市中央区宮ヶ丘

（青森）

＊大浦光信 袖甲神社 曖長2 津軽為信 青森西津軽郡鰺ヶ沢町

＊北畠顕家 谷地頭神社 ＊餡tU27 地域民 青森三沢市：沢

＊北息顕1」K 八甲田神社 昭和30年代 右志 占森青森市幸湘

＊北畠顕信 八甲田神且 昭和30年代 有志 青森青森rli幸畑

北畠顕伝 谷地頭神社 昭和27 地域民

＊北畠親治 八甲田神社 昭和30年代 有志 青森 fヤ森市幸圃

＊北畠親能 八甲田神11 昭和30年代 有必 廿森青森市幸畑

＊北富守親 八甲Il1神社 昭和30年代 h志 青森青森市幸畑

＊進藤庄兵衛 廣Ill神社 青森青森市長島

津軽に及 黒石神ft 明治lど 青森里石市市ノ町

十津軒郎倍左政衛門）
砂岡神社（高照神社） 正徳］ 津軽信寿 占森中津軽郡岩木町百沢

し信政嗣

津軽為信 高照神社 明治］0 青森中ボ軽郡岩木町百沢

徳川家康 東照宮 尤和 3 津軽信枚 青森弘前市笹森町

＊成田泰次 八甲田神tt 昭和30年代 有ぷ
巳青森森青森市幸畑

＊南部直房 祖霊Tl（三Jヽ城神社） 明治4 怜］部家 八戸市内丸

9 ＊南、部光行 祖孟社＼．．J＼城神社） 明治4 南部家 h森八戸市内）L

jt.1綿光行 糠部（ぬかべ）神ti ＇ ，明治12 佐藤連之介 青森ご戸郡三戸町海内

藤原頓秀 戸建沢神社 大冗13 仕民 青森，り森市鶴ヶ坂

＊源義家 八甲田神礼 昭和29 小等原氏 百森青森巾幸畑

＊源義光； 八rpEll神tt 昭和29 小咎原氏 胄森青森市幸畑l

原義兄，新羅- 新羅宮（ミ八城神社） 尤禄2 南部家 青森）＼戸市1人」丸

郎義光）

源義光（新羅ー： 新羅神社 I慶長12 小宮山ド」繕 青森上北郡 IfU田湖町奥瀬
郎） I 
源義光（新羅三 ー：社堂 (J北窄堂、新羅神ネl。現在 延宝6カ 南部直政 青森八戸市長者

郊） は長者山新羅神社）

-IO-



備 考 典 拠

消和源氏の祖とされる。石川氏祖として陸奥角田の幡守神社に再試されていたが、 北海道神社庁誌p611
明治3年角田領主石川邦光の家臣が室蘭に移住し、同7年幡森神社の分霊を遷座

義経伝説を辿り神像を勧請 名鑑pl7

幕未維新期の長州藩主。八幡大神と合祀。明治14年毛利元徳が長州の士民の移民開 北海道神社庁誌p400
拓を企図、毛利家の祖大江広元の姓をとって大江の里とした。村民が山口県の野田

神社の毛利敬親の分霊を勧請、のちに元徳を合祀し産土神とした

毛利藩最後の藩主。明治14年毛利元徳が長州の士民の移民開拓を企図。敬親にのち 北海道神社庁誌p400
元徳を合祀し産土神とした

北海道開拓功労者36柱を奉斎した一つ 北海道神社庁誌p231

本社は大永3年大浦光信の創建。慶長2年為信本殿拝殿を再建し、光信を合祀、 30 名鑑p29
石寄進

南北朝時代の公卿、武将。北畠親房の長男。陸奥守・鎮守府大将軍歴任 本庁データ．青森県の

神社pl98

北畠顕家の子。初代浪岡城主という。津軽氏に敗れたとされる 八甲田神社，青森県の

神社pl4

南北朝時代の公卿、武将。北畠親房の一男。南部氏に頼るが八幡平に敗れるという 八甲田神社，青森県の

神社pl4

親房没600年を期して北畠家歴代をまつる小社建立 本庁データ，青森県の

神社pl98

伊勢国司初代北畠顕能の弟顕雄の子孫。一志郡小原に住み北畠一族として北畠また 八甲田神社

小原氏を祢した。歌人として著名な国永の父。永正10年戦死

北畠顕信の孫 八甲田神社

南朝方武将。北畠顕信の二男 八甲田神社

本庁データ

信英は宗家2代藩主信枚のプ．男で明暦2年分知し黒石津軽氏創設（旗本）。これを 青森県の神社pll6
もとに文化6年津軽親足が宗家弘前藩より黒石藩を立藩

4代津軽藩主。偏政の嗣信寿が信政を岩木山麓高岡にまつり、高岡神社と称す。享 名鑑p29,青森県の神
保15年高照神社と改称し、当地に移す 社p!OO

初代津軽藩主 青森県の神社plOO

信枚は2代津軽藩主。秀忠の許しを得て城内に勧請。寛永元年城の東方淵川に移り、 青森県の神社p89
同5年社殿造営。藩費直祭社

鎮守府将軍北畠縣家の配下で津軽平内城などを北朝方に対し守備した 八甲田神社

直房は初代八戸藩主。新羅宮を経て祖霊社と称したものに、直房・光行を合祀、明 青森県の神社p260
治7年て八城（みやき）社と改称

南部氏の祖。新羅宮を経て祖霊社と称したものに、直房・光行を合祀、明治7年三 青森県の神社p260
八城（みやき）社と改称

糠部城跡に社殿建立。旧南部藩士佐藤の主唱による 青森県の神社p264

父秀直は安東氏と戦い戦死。頼秀は炭焼藤太と称し隠棲。のち北条時頼と関係を結 青森市史社寺編p254
び、津軽六郡の管領職

平安時代後期の武将。源頼義長男で，元服して八幡太郎。本社創設者小笠原氏が甲 八甲田神社

斐源氏出身で先祖神として祀る

平安後期の武将。新羅明神の前で元服したので新羅三郎と呼ばれた。本社創設者小 八甲田神社

笠原氏が甲斐源氏出身で先祖神として祀る

南部家が新羅義光を邸内に勧請、新羅宮と称し、年々祭祀を行う。明治4年八戸町 青森県の神社p260
に移遷し祖霊社と称す。同7年三八城（みやき）社と改称

源義光の子、武田義清の孫、遠光の三男・三郎光行が南部氏の祖とされる 青森県の神社p202

八戸南部2代藩主直政が藩主守護、領内安全のため素佐嗚命とともにまつる。明治 青森県の神社p256
27年新羅神社。昭和51年現称
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備 考 ！ /曲‘‘ 拠

I本庁データ

南部光行が甲斐より当地下行に際し祭祀という 肖森県の神社 p275

祭神は源頓基の家臣。古釆、 Ill内咀神という 岩手県神社名鑑p336

江戸時代中期の仄法武術家津軽藩9代藩主寧親か器府重臣に賄賂を使い、大作が 本庁データ
尊敬した岩手藩主利敬と並ぶ官位を得たことに義憤を抱き、参勤交代の帰路に襲墜

（津軽侯要唸事件）。これがもとで捕縛

三南朝方初に代り・藩主信直をまつった桜山神社に文化15年南祁氏相光行を合祀 名鑑pl2

した、南船実長と実継・長継・師行・政長・信政 侶光・政光の 8代を 名鑑p38、岩手県神社
合祀。明治19{1、社殿建叫昭和29年南部神社に改称 名鑑p285

南朝方に与した、南部実長ら 7名と合祠 名鑑 p38、岩手県神社
名鑑 p285

南朝方に与した、南部実長ら 7名と合IIIul 名鑑 p38、岩手県神社

-., ----
名鑑p285

1打朝J」に与した、南部実長ら 7名と合祠 名鑑 p38、岩手県神社
名鎚p285

南朝力に与した、南部実長ら 7名と合祠 名鑑 p38、岩手県神社

二面五玉五た、南邸実長ら 7名と合祠

名鑑p285

名鑑p38、岩手県神社

名鑑p285

南朝方にかした、南祁実長ら 7名と合祠 名鑑p38、岩手児神社
名鑑p285

南朝方に与した、 1杓部実長ら 7名と合祠 名鑑p38、岩手県神社
名鑑p285

8代1t1部藩主の利視が26代当主信直（南部藩初代藩主）の神霊を勧請して淡路丸大 宕手県神社名鑑pl2
叫神と称した。文化9年、旧地の名にちなみ桜！1|神社と改称

2代南部藩主。信直の長子で盛岡城’元成、盛岡の町作りを成し遂げ盛岡の晶礎を築く 岩手県神社名鑑pl2

11代南部藩主。蝦夷地警備にあたる 岩手県神社名鑑pl2

素恙叩命他と合祀。藤原忠衡が当地に七木半柴を興し完成を祈り承久年中に主神奉 名鑑p:l7

斎 忠病退散の信仰があついで合祀時期は不詳

清相源氏の祖とされる 本Irデータ

安倍頼時柾討に父の鎮守府将軍陸奥守源頼義に従った際、ここで義家が弓を放ち軍 岩手県神ti名鑑p30
兵力づくという伝承あり後に村人神堂造営

岩手県神社名鑑pl76

康平5年安倍貞1_TiiT討に父の鎖守府将軍陸奥守源頓義に従う 岩手県神社名鑑p!65

承久2年、粕払が死に際し、自分を海神に祀れとの逍言あり、故に尼崎明神に合祀。 名鑑p35
元禄12介釜石港に中宮を建立し、奥宮より霊代を奉斎、船祭を1」う
.., ---

承ク、2年、頼基が死に際し、「我、東洵の守護神とならむ」との遺言により、 II本 岩「県神社名鑑p294
武杓と合祀。享保4年大明神号、寛政］1年止・位尾崎大明神となる

不託神社は享保2年勧請 岩手県神社名鑑p328

康半5年安倍貞任征討に鎮守府将軍として赴く 岩手県神社名鑑pl65

鎌倉初期武将。留守氏祖 岩「県神社名鑑pl66

留守氏を祖とする水沢伊達氏初1し党永lび1窄，保栄堂は嘉永6年宮城郡上波神社 岩丁県神社名鑑pl66

I| 境内より＿＿ 移される

宗任（鳥海弥＿：郎iは前九年の役で滅びた安倍貞任の弟で、北」．川を卜り大原湾で兵 岩手県神社名鑑p49
法を取り入れた漁仏を考案、 I魚民に教える。正慶2年の、I,ヽ ↓洵人明神社への寄進状あり

角田領＋石Ill氏相先源栢遠の長子 宮城県神社名鑑pll9
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

＊石川昭光 八幡神杜 宮城角田市角田

＊岡田義寿 八幡神社 宮城角田市角田

武士神格化一覧．稿（上・東日本組）

＊片倉景綱（小 神明社 宮城白石市益岡町

十郎）

＊鎌田清慎 八幡神社 宮城角田市角田

九戸政実 九ノ戸神社（雄鋭神社境内社） 宮城栗原郡栗駒町稲屋敷高松

＊鈴木忠吉（鈴 八幡神社 宮城角田市角田

木善兵衛）

＊伊達綱村 青木神社 邑民 宮城塩竃市南町

伊達成実（武早 亘理神社 明治12 亘理郡民 宮城亘理郡亘理町

智雄命）

伊達政宗 青葉神社 明治 7 宮城仙台市青葉区肖葉町

＊伊達政宗 八幡神社（大崎八幡神社） 宮城玉造郡岩出山町ド野H

＊伊達政宗 愛宕神社 ＊大正 5 宮城刈田郡七ヶ宿町浦山

伊達宗重 涌谷神社 明治 7 旧臣 宮城遠田郡涌谷町涌谷

徳川家康 仙台束照宮 慶安2 伊達忠宗 宮城仙台市青葉似東照宮

徳川家康 仙岳院東照宮 江戸期 宮城仙台市青葉ぃ東照宮

徳川家康 奥山東照宮 江戸期 宮城仙台市カ

＊永窪正福 八幡神社 宮城角田市角田

＊中村朝安 八幡神社 宮城角田市角田

布施定安 布施神社（新弓町八幡神社境内社） 宮城仙台市若林区新弓ノ町

布施備前 布施神社（新弓町八幡神社境内社） 宮城仙台市若林区新弓ノ町

源為朝 為朝神社 文化4 宮城仙台市青葉区川内仲ノ瀬

源為朝 八龍神社 慶長12 宮城伊具郡丸森町館矢間

＊源経基 八幡神杜 宮城角田市角田

＊源融 浮島神社 宮城多賀城市浮島

源義家 鉾附神社 宮城刈田郡蔵王町矢付

源義家 八幡神社（日高見神社境内社） 宮城桃生郡桃生町太田

＊三浦吉可 八幡神社 宮城角田市角田

＊迎徳弘（但馬） 八幡神社 宮城角田市角田

護良親王供奉侍 朝臣宮 宮城石巻市川口町

＊亘理元安 日枝神社 文禄3 亘理家 宮城遠田郡田尻町大貰

（秋田）

生駒親正 矢島神社 明治15 旧家臣・領民 秋田由利郡矢島町城内

生駒親敬 矢島神社 明治30 旧家臣・領民 秋田由利郡矢島町城内

＊梅津憲忠 神明社 明治43 秋田秋田市仁井田

＊梅津忠国 神明社 明治43 秋田秋田市仁井田

＊梅津利忠 神明社 明治43 秋田秋田市仁井田

＊梅津忠宴 神明社 明治43 秋田秋田市仁井田
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価 考 典 拠

角田禎主石川氏祖先で陸奥国石川郡1人Ill城l.没長3年角田に移る 宮城児神社名鑑pll9

近柑初期角田領主石川昭光に追腹した家止の 人 仕111)［一千年史

景綱か。伊達家家臣で慶長7介この地の領t 本庁データ

l 

近南部出初九期戸氏角田領主石川昭光に追腹した家臣の I、 hill氏一千年史

24代 戦臣秀占―軍により滅亡 本庁データ

近世初期角田領↑石川昭光に追腹した家臣の一人 石川氏一千和史

貞享期の施政の恩に対し、祀ったという 宮城県神社名鑑p62

奥州探踵伊逹植，t：三十実元の子で亘理・字田両郡地頭つ成実が築いた臥牛城本丸を 全国上p93
境内とし、地元開拓の霊をしのんで祀る

明冶6年、神社創建が請願、翌年計可 宮城県神社名鑑p!3

大止18年大崎氏を滅亡させ、イ）り立政示か当地に入る。仙台に移っても八幡神社を城 宮城県神社名鑑p232
，こ勧諮。昭和46年大崎八幡神tiに改称 i 

愛宕神社に大正5年、村内各社を合祀 ＇本庁テータ

麻谷仰達氏4代の宗重は伊達騒動の中心人物の一人で忠臣とされる 宮城県神社名鑑p238

社地は家康が天正19年葛西大崎 揆請伐の野の休憩地という。承応3年竣 I'城ト 名鑑 p17,宮城県神社

24町は 9月27日に祭礼を行う（仙台祭）。 名鑑 pll

仙台東照宮別当寺境内か 東照宮 p200
--・"--・- -

東照宮 p200

近世初期角Ill領七わIll昭光に追腹した家臣の一人 石／l|氏千年史

近世初期角田領主石）II昭光に追腹した家臣の一人 石川氏ー T年史

享保2りし清水八幡宮より本社祭神の分霊創祠 宮城県神社名鑑pl6

宮城県神ネ1名鑑p16

大止18年の秀吉の小田原攻めにfがし、 1Jい全政がは為朝の霊力に救われたため、原1¥. 宮城県神社名鑑p7
崇敬したという。また文化年間の北辺警備に際し、藩上のお守りにされたとも 難

ーー航，水難除け、鎮火・耳疾なとの信仰も

明冶5年村社 宮城県神社名鑑pl32

清和湘氏祖という。北海道に勧訊されるという 北海道神社庁誌p611
一

小叶 出羽按使として多賀城に赴任という 宮城県神社名鑑p67

義家が安倍貞任追討に際し、射た矢が当地についたので義家を祀ったという 宮城県神社名鑑p102

不近詳世c初期明冶40年八幡神社はII高見神社に合祀 ！宮城県神社名鑑p356

角Hl禎上いII附光に追腹した家臣の一・人 ，石川氏千年史

近世初期角田領工石川昭光に追腹した家臣の一人 ！石川氏ー「年史

宮城県神社名鑑p31

名は不叶

文禄3年涌谷初代館主亘理元安か死ぬと遺骸を加護峯山に葬ったが、後に口枝神社 宮城県湘社名鑑p252
川干楕現に合祀

生駒家先祖。同氏は讃岐高松より生駒騒動て改易、当地に減封で入部。万心 2年以 秋川県神社名鑑p246

降一家に分かれ旗本、江戸在イ「明治15年、親止を祭祀、後に旧臣等が出駈

生駒視正に最後の勤皇者として合祀 ，秋Ill県神社名鑑p246

祭神は秋田藩家名で元f[[2年仁井田開発成就の礼として；J;J黒止よ湯殿［1［より本社勧 秋田県神社名鑑 pl48

請。明治13年梅津氏歴代合祀
--―----

梅津憲忠を初代として 2代H 秋田県神社名鑑pl48

梅津憲忠を初代として 3代目 秋田県神rl名鑑pl48

梅津憲忠を初代として 4代H 秋田県神社名鑑pl48

武
卜
神
格
化
一
覧
．
稿
（
上
・
東
日
本
紺

15-



大）：さ i:i!：内好 1 大塚，＼lI R「[,：［里予；；ネ十境内ft, 1 Cll化時期 I CII記者

武
士
神
格
化
一
覧
．
稿
（
ト
・
束
H
本
組

* Ill村新古 I iは贔ネI|ltt i安政l以降
｝ 

仕竹ji生
I-----
＊竹竹義ク、

]— 
栄rn定之4蒻II茂 I宋Ill人）い＇史 Ill人Ill]神、叶噂il 1文政］］

□□□□/：: 
秋In横手巾城山町

秋田秋田巾屑111り叶叶

；秋Ill.It秋田郡比晴J笹陀

！秋1111廿利郡り事J亀 III
i /);Ill大館市 1..iI[ 

［ 
I秋田秋田巾久｛固

秋Ill秋11] I I1「‘^新城,1哨・

佐竹義尭

菅原泊 L門

平国香
l --

T策秀胤

秋Ill神社，八幡秋Ill神社 唄心］］）‘-⑰|旧，悔 L

秋田神ti __ ___j明治22
疇神且 l UJJ冶初期 1111家片
芹精神t+,tI清水刊1/t)登内社1

1 

天鷺神杜

＿＿＿哲権現，

他Ill求康 I秋田束恥了

＊中）1|人右衛i＇卜l|蛉チ神村

村祉1/1

｝じ{n9 

＇應文］且

元禄13
I I弘化1

岩城占隆

町民

l --

南部光fr
I 
I桜山口を1}」神礼 Iネ1[1且月社，

南部仏直 1 三曰神札＿＿i神明社

南部利直 I l女II護 1国神11［神明叶，
~----

南部利敬 1桜ILL護国神杜 If叫 lネf',

仁買1は友苧 Iと 1i_＿賀1,t［神it

竹iか氏
地域民

——•• 
t火Illも＼Iii市1ilIノ9卜1合」、「i!公本

IKIIl鹿角市化輪

秋廿l糀角市it帖．． 

杖田兜角巾花粕．．． 

---+-----―・・
秋Ill山利郡i．賀保町半沢

も苔よ）

i＿賀保挙戚 Iき f貨保ネl|If|

よしけI

＊）＼即太郎 大内ネ軒I

藤原 ，Li, }乳' ：．吉「軒I

111城ず 1

藤原茂咄 行者神社，J叫番祉Irt．培11・1吐：

----

拌1以念南 第神社

藤1原奈襖」 l 兜神ti

-- I | |――― 
＇ 秋Ill由利判汁―質1屎町、ド沢

口十甲

L

3

1

,

 

・
ー

I

.

I

1
1
 

’
 

刀

I

I

T

ー

文

r

‘

"

‘

.

t

 

秋田巾秋田郡）這計j両

秋田秋田巾人11咋りし

秋III 

1)、Ill人n-1'［市＿ 1| ！II I出 1[i 

秋田111本郡 ツ井町切石

森1見令衡 裟神叶

藤原令衡0)杖 1 jJ1j木戸由t'叩噂叶境内村1

犀義家，八幡）、 八I|lit1|lft

郎義家 I

iiり義家ゾ¥将!.、 岩清水ネ111杜

郎義京 1
． ．ーー ・上

源人、矛'.'八幡K、l/＼軋裔神II
郎義求 I

諒義永 兜八1/釘l|li1l令沢八輻宮境内社i

秋田山本郡 / It町瑣木

文治: 甲人 秋田北秋川郡JLI月町

寛政閲I寸 ＇」、林杖卜 4 秋Illに秋Ill郡Ill代illJ旱11

唄粁 'i 地坂尺 IKI I I能イtrl」戊内

応1.J..怜頃 石令、J¥i¥1'If}且llu［辺郡1進和町佑111
波阪飴1

杖Ill横「rl1全，尺
＇ 

l 6' 



備 考 典 拠

祭神は河戸川地区開墾に尽力し、天明飢飩に際しては自分の土蔵を開き村民を救っ 秋m県神社名鑑p79
だという。その徳を称える座i象か作られた

末戸松本地区が明和2年開拓された折、 1叶土肩牧も功労者の川村新吉（安政4タヒ1、I 秋fl1児神社名鑑pl53
が合祀される

秋田藩 1：であった栗田が藩命で文化年間、新屋に防砂事業を行う，文政10年の没後 秋田県神社名鑑pl65、

翌年に小祠に祀られる 栗田神社

初代秋田藩主 本社は明治40年、歴代渚主が崇敬した八幡神社と合祀 秋田県神社名鑑pl71

昭和36年に新築造揺，地Jじ漁民の鰍大漁の信仰者が多い 秋田県神社名鑑 pll3

秋田から佐竹義宜を祀る秋Ill神社分社 秋田県神社名鑑p374
、-/

9代秋田藩土 秋田県神社名鑑pl71

12代秋田藩主 秋田県神社名鑑pl71

秋Ill神社・佐竹義宣に合祀 秋田県神社名鑑p374

佐竹打家筆頭の東家4代義久を政神として蓮乗寺が改った少彦名神社と合祀 秋田児神社名鑑pl71

本／］データ

岩城氏が国香を岩城平（磐平，Iで祭祀ぐ J』D9年移封の際、現在地亀田に勧請 秋田県神社名鑑p239
-- ．ロー

祭神別名下戸前常政。武芸・区術・文学抜群で医名を三哲といった。城代1益谷茂絹 十二所歴代城代 plO,

の悪政に対し上納米を往民に施したとして斬首c城卜大火で祟りを恐れ町民などが 大館市史2p699, 

祀ったという 伝承に界説あり 秋田県神社名鑑p33

秋田城内に創r叫別当寿醗院c 明治4年廃絶か 東照宮 p74

中川氏は洛武者としてこの地に定着。肝煎の中川六右衛門（通名）が防砂の植林を 秋田県神社名鑑 pl62,

蛭子神社

源頼朝にしたがった南部氏祖

初代南部藩主 木Itデータ

旦代南部藩主 本庁データ

11代南部藩主 本庁データ

友挙は応仁元年に信州より下向し仁賀保瑯を統冶 祭祀由来不詳 l秋田県神社名鑑p224
！ 

争誡は元亀一元和期に活動、 ー／jわの大名に徳川将軍家より取立て。死去後、旗本 秋田県神社名鑑p22'¥

領どして分知

八郎渇のtとして｛百仰されてきた 本庁データ

芝吉は人平山城主で人井氏を滅ぽす。地域民が三吉神社と崇敬。秋田藩も崇敬社に 神社誌料J:.p31 
列する

武士であるものの行者となっていた茂盛が佐竹氏の狩の際に位に間違われ射られ死 八幡神社

亡。当初は竹藪(/)祠であったという

奥州藤原仄4代a 哀れんて祀ったという伝承 比内町役場

口承ては奥州藤原氏4代泰衡が原穎朝に追われ逃i-rる途中、疲れ当地で兜を脱き拾 秋川県神社名鑑p91
てだとしヽ う

本汀データ

哀れんで祀ったという伝承。江戸期にはmの神とともに祀る 釦 1ぬ登全集3,p410 

由紹不詳だが、寛政期に中仕田地区を開いだ小林一族が鎮守として創立したという 秋田県神社名鑑p60

伝承もある
r-

秋田県神杜名鑑p78明暦：3年、誉田別命とともに祀ったという

~- -
i 

天正・丸怜期に武神として凸塚氏が崇敬。寛保年中に館が火災にあうなどしてすた 秋田県神社名鑑pl94

れたが、郷民により忙上神とされ、安永5年には郷民作右衛門などにより堂宇建立

本社金沢八幡宮は源義家が石清水八幡宮を勧請したのに由来という。その本社を佐 秋田県神社名鑑 p376

竹氏再輿
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祭神名 祭祀杜 創祀時期 創祀者 所在地

＊源義家 八幡神社 秋田仙北郡角館町雲然

＊源義貴 八幡神社 秋田仙北郡角館町雲然

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

＊源義経 内野神社（熊野神社） 鎌倉初期トモ 秋田能代市磐

＊源頼朝 神明社 秋田横手市黒川

六郷政乗（藤原） 霊神社（本荘神社） 享保3 六郷政林 秋田本荘市出戸町

渡辺斧松 渡辺神社 大正15 秋田南秋田郡若美町払戸

（山形）

＊安達盛長 水神社 慶長 7 住民 山形東田川郡藤島町東堀越

＊上杉景勝 松岬（まつがさき）神社 明治35 山形米沢市丸の内

上杉謙信 嗣堂（上杉神社） 慶長 6 上杉景勝 山形米沢市丸の内

上杉斎憲 上杉斎憲の碑 山形米沢市丸の内

上杉治憲 上杉神社（松岬神社） 明治4 山形米沢市丸の内

＊上杉治憲 羽黒神社 昭和10カ 山形米沢市関根

織田倍長 建勲神社 明治2 織田信敏 山形天童市天童

鎌倉景政（権五 景政神社（熊野神社境内社） 山形南陽市宮内

郎景政）

菊池藤五郎 裔松神社 大正13 山形寒河江市松川

北舘利長（大学） 北館神社 安永7 水利系住民 山形東田川郡立川村狩/II

北畠顕信 北畠神社 大正 7 住民 山形天童市荒谷

北畠親房 北畠神社 大正 7 住民 山形天童市荒谷

清河八郎正明 清河神社 大正15 山形東田川郡立川町清川

酒井忠次 荘内神社 明治初年 山形鶴岡市馬場町

＊酒井忠次 中山神社 山形飽海郡松山町字内町

酒井家次 荘内神社 明治初年 山形鶴岡市馬場町

酒井忠勝 三上神社 山形飽海郡八幡町前川

酒井忠勝 荘内神社 明治初年 山形鶴岡市馬場町

酒井忠徳 荘内神社 大正12 山形鶴岡市馬場町

酒井忠器（ただ 粥座神社（石船神社境内社） 山形酒田市浜中

たか）

酒井忠器 若宮大明神（酒井神社） 茄-水、7 領民 山形鶴岡市馬町

酒井忠登（ただ 若宮大明神（酒井神社） 明治10カ 地域民 山形鶴岡市馬町

あき）
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崩 考

義家が当地の清原清斉と和睦しだ地か現八幡神叶という。合祀の由来小註

屈義啄くとの関係で合祀か

複紅期初めには祀られていたどししうか、詳細は小詳

六郷政乗、元手u9介本，i1人部c 死去後 5代の六郷政林が字神社建立'Iりl治3年諏訪
社を合祀後、 l99]12介現名に改称

祭神は足軽。文政年間に南秋田郡払1-i村広野を開墾 祭神を渡辺神社（明治29年に
今木神村より改称，'に合祀

|..• 
源頼朝の東北遠征の際、安逹が腹痛、神夢の清水で治拉ふ連久211・、水の霊を削詞。
付中民は服用水を感謝、慶長 7年盛長の需を合祀

松岬神社へ配嗣

越後在日山城に没した謙信の直侶を小，，砒庵iこ仏人で鎮祭、会津移封を経て慶艮 611• 
求，/-;:城中に祠堂を移遷。明治 4年1杉点屯が神繋に改め、同時に上杉治芯を合叱
且年、上杉神社と改称。同3望い合憲を分加l

1:,札米沢藩主。明治4年斎憲ぱ謙恰を神祭に改め、同時に治憲を合祀

叫国4年上杉神社創建の時、 I杉謙1こと 1．杉冶宮を合祭。明治35年上杉神社の別搭
官幣社H格にあたり、 9缶板は摂社として祀るよう迷あり、松岬神tiと称す

倉稲魂命他と合化 出羽羽黒山の神木で仏1象を彫り、大窪沢山の頂卜に社殿をたて
羽黒大杵現と称して慇liじ（大同］）。明治 5年大惣忌神社、［四117年に現名に改称。
昭和10年治憲：のかりの地として文部省史蹟指定

l •---

文政11年天菫に熾田1言たか移封されて以来、明治に全る、 IYJ沿2年大箪藩知事織田
信敏の誓馳により「建脊哉田村」の宣下c 同3年、建動札と改称、舞鶴［1［に神社創立。
同］7年に現イt・地に移遠

本且能野神社は古社で、 t．杉氏の祈祷所

典 拠

秋Ill県神社名鑑p278

4J『データ

秋田県神社名鑑p80, 瓜

神叶氏子総代 士

本庁データ ［ 秋田県神社名鑑p217

秋田県神礼名裟 pl36 覧

稿

山形県神tt誌p525 上

東
[1日「;I,見ネ車ftiもp307 n 
名鑑 p84

虚

名鑑 p84

名迅 pぶ8

名鑑p89

名錯p97、全国 Ipl:l6 

4ヽ庁テータ

山形県神刊誌、p667

洒廿家2代で庄内藩酒井家祖-― ― [l1形県陣社誌p571

初fU「内藩主。事代t命他もまつる 創迂年代ふ詳 Ill形射神社誌p685
-----, 

内i＿患次などに合祠 山形県ネ串社誌p571

：［］］：］：：。酒井忠次なとに大止］ど年合祀 ＿ 1 ：[］］：誌p571

天保11年、 8代庄内藩土忠器が越後長岡へ転封の幕命が卜りた際、領民が阻止．運動 ll1形県神社品 pli24
を展開し成功。これも神明の加護と一社を建立2 はじめ怜宮）‘UJJ神として祀り、明
治10年酒井神村と改称
1.  

9代庄lf.れ蕃+. llJ]治］0年若宮大明神が酒井神社と改称される際に合祀か | Ilj形県神tl.i[、p6ど4

！ 
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祭神名 祭祀朴 創祀時期 創祀者 所在地

酒井忠恒 酒井神社（八幡神社境内社） ll)形西村ll)郡大汀町左沢

＊酒井忠恒 中山神社 111形飽海郡松111町字内町

武士神格化一覧．稿（ト・東日本絹

酒井忠休 洒井神村（八幡神社境内fl) 111形西村111郡大礼町左沢

＊酒井忠休 中山神社 IIJ}杉爵包汁仕翡抹公lll1Ilj.,t:1人JlilT

洒片忠f 酒井神社（八幡神社境内社） 山形西村llJ郡大汀町］i）｛

＊酒井忠予 中山神杜 ll1形飽海郡松山町字内町

＊白井矢太人 白山神fI 明治39 山形飽海郡遊竹町白井祈田

付我祐成 ネ車i童 ネ川fI. 犬正16 直汀兼続 山形米沢市城北

付我時致 ネ車iを （カヽ／しtご/っ)t車fj, 犬正16 直汀兼続 山形米沢市城北

＊竹俣‘li綱 松岬神社 明治35 山形米沢市丸の内

徳川家康 東照宮（熊野神社境内社） 山形寒河江市平塩

徳川家康 東照杜（築山神社出羽神杜湯 正保2 酒井氏力 山形東田川郡；l:J、川町手向
殿山神ネ1の境内11)

徳川家康 東照宮 尼禄10 松平信通 山形 r_llllli元城内

徳川信康 おてぐるま（のち復鎖神ti0 H枝 慶長16 最 1-］義光 111『；布U|泣lIli l I I I→-11fĴ 
神村境内社）

＊徳ILL化康 源鉛富社（中111神社） 延宝 4 本藩1i内藩 山形飽海郡松山町内ill
洒井家

戸沢衡盛 J f沢神fl 明治27 旧藩t：民 I I I Jf;,辛斤11:rtiリ祉外品Ill」̂

戸沢政盛 i i沢神ti 明治27 lil藩七民 111升ク辛斤Ii-li坑］ド喘冊ĵ

*IIIt江兼続 松岬神ft 明治35 山形米沢市丸の内

長倉沿竹 長倉神社（八幡神社培内社） 山形祈1-±:|lil一一金沢町

沼沢伊勢守 lkネ車ネlー し』｛，，｝Jネ車tiぢ危I'-、lti) 山形西骰賜郡白鷹町浅立

林闊甚助碩1,l 屈合明神（熊野い合向神社） 江戸期 111)f; t寸II I l l J―材、軋奇

藤原蘊安（うん 蘊安神社 住民 Lil Jf;［乏J「Il i fi 1) | | 
なん）

藤原翡房 高房大明神 水和 7 り1.)＼ 山形東附賜郡高畑町

＊細）l-徳民（平 松岬神rl IりJi、合35 山形米沢巾丸の内

‘}|、/¥

＊細井徳民（平 羽黒神廿 山形米沢巾杖l根
小卜ll

松‘門IJ長（徳川） 東照宮 ()j|iI'，1神fI) I ． j直 jlJ 松平｛，；・通 I II I rrf)しh戊休］

杉‘I’イ，； （徳II |） 叶t月仔';i*(} l |il'，lネ車fI ) □五］り 松‘|＇f,；通 [ l [）f; 1 [ l l l |i Jじ｝hし[J、J
他

水野忠Jじ 應烈神社 文政4 水野息邦 1!1Jf;1IJJ「;1tit妥n1r
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備

庄内藩から分知した初代酒井松lll藩主

| 

3代松山藩t

考 典拠

山形県神社誌 p667

山形県神社乱、p]28

［山形犀神社誌p667

瓢 [1井を白井新田開発者として1足1神としてまつる

いわゆる曾我兄弟の兄。直w兼統か 1洛の帰江 富士裾野を通り曾我神社□/／□□□ロ
神像を別当福寿院に奉じらせ邸内にまつる のち米沢にうつっても尊崇ご IL和5年
兼統没後に樋口氏これをうけ町内の鎮守とする 弟の時致とともにまつる

いわゆる曾我兄弟の弟。兄ぬ祐成ととも：こまつる 山形悶神社誌p319

9代米沢か l杉治憲峙代の改革派の江戸家老 山形県刊1/t品p307

二巴叫は度安2年免訴役の朱印あり ―- l本庁データ

2代松山藩―r

山形県神社晶、p667| 

山形県神社誌 pl281 武
贔

仇
覧

古
同f
 

庄内藩はいわゆる徳/ll!JL［大王の一人忠次の系統で、｛系店勝か元和 8介入封 東照宮 p55

ェ
上
・
東
日
本
絹
）

信通は松T し藤井） 1111藩初代藩t.。元禄10年、r.111移封以来、本丸に東照宮の廂lを 名鑑 p9,「）
造営し、あわせて祖先徳川長親の五男利長、二代信一父rの神霊を合祀3 明治4年
東照宮廃1|▲

他／1|家康長男。本社H枝神ti：ま占↑Iて最 IAん社殿造営。当社神宿（｛谷に"jI卒，：よ 山形県神社誌p570
慶長16年、義光よりはじめられ、丑17年よ IJIヽ上寺五郎右衛門、内記の向家へ仰せ

つげられ、町在当屋御鉾立式は現(iまて丑<
I 

本藩は分封した松山藩に命し、中lllの大且／］神に徳川信康を配廊］させる。元文］イ1本 山形t門神社誌p667
11は中山大明神と称す

祈／「藩主戸沢家の始祖

常陸松岡より新庄淮移封の藩£
l . -. 

松岬神tiへ配IIlil

八幡神ttは慶長q間頃建古とも

神社と併せる
1 -

天文年間、林崎が参詑して居合抜刀術を会得、後世これを厄合UJJ神とまつった。文 山形県神村誌 p180
久2年墓建，入明治l(14現社名

遠 2年鎮守将軍小野春風か出羽に下In」そ(fl,11藤原は陣中で没す。住民が一祠,,:-~ill形伍神社誌p408
造宮、まつったという。文政］1）年仕殿内他

水和 7年藤原高房、出羽守に1TI，られ、赴11の追中、沢の石室で死去。同 9年甲）、 名鑑 pり9
かじ室の上に石祠を建立して、向房大叫神と称する

学者 上杉治憲に影響を与える l山形県神社誌 p307
明治5年人惣忌神村、昭和 7年に現名1こ改称。 Il召和10り 1杉治憲ゆかりの地として 名錯p89

山形児神社誌p232

山形県神ネ1誌p232

山形県神社誌p:l07

本庁データ

ill形県神社砧p393

合祀

遠江国浜松城主水野家の祖＇ど冗をり邦か祀，」だのにはじまり、弘化 5年，廿1孔山Ii形 I山彩県神社誌p23
に移封の際、その子忠精がこれを城I人いこ遷［平 明治3年水野忠弘が近汀朝11111:、：移

封のf祭下総山川に遷座。明祐13年Ill水野恙十か勧請し分社を現在地に建古 大廿＿2
り111川の本社を遷座併合
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

水野忠邦 豊烈神社 大正10 山形山形市桜町

＊源義家 熊野神社 山形村山市湯野沢

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

源義家 義家神社（熊野神社境内社） 山形南陽市宮内

源義家 八幡神社 山形東田川郡羽黒町戸野

最上義光 大蔵神社（飛鳥神社境内札） 山形飽海郡平田町飛鳥

吉田守隆（大八） 護国神社 明治3 天童藩知事 山形天童市天童

織田信敏

与次郎 輿次郎稲荷神社 慶長16 住民 ill形東根市蟹沢

（福島）

阿部忠秋（阿部 鎮護神社（宇迦神社境内社） 福島東白川郡棚倉町棚倉

豊後守）

板倉重昌 板倉神社 寛政4 板倉勝長 福島福島市杉妻町

伊藤重信（肥前） 伊藤肥前重信供菱碑（日吉神社） 万治 3ー元 伊達綱村 福島郡山市富久山町

禄16

井深茂右衛門 久彦神社（土津神社境内社） 福島耶麻郡猪苗代町見祢lll

宕崎隆綱（平朝 岩崎神社 応永18 福島いわき市常磐料ヶ岡町台

臣岩崎____:_郎隆綱）

岩松義政室はつ 八坂神社 福島相馬郡鹿島町南柚木

大塩平左衛門 貴船神社 福島侶多方市雄国七本木

懸田定隆 茶臼館神社 天文期以降 福島伊達郡霊山町大石

懸田俊宗 茶臼館神社 天文期以降 福島伊達郡霊lll町大石

懸田俊宗室 茶臼館神社 天文期以降 福島伊達郡霊山町大石

片岡弘経（八郎） 片岡神社 福島いわき市‘「上高久

＊鎌倉景政（権 1ー：田神社 福島福島市仁井田

五郎景政）

鎌倉県政（権五 多田野本神社 福島郡山市逢瀬町

郎景政）

鎌倉景政（権万 豊景神社 福島郡山市富久山町

郎景政）

鎌倉景政（権五 御霊神社 福島岩瀬郡天栄町羽、騎

郎景政）

鎌倉景政（権五 御霊神社 福島西白河郡中島村―]．子塚

郎景政）

鎌倉景政（権五 御霊神社 福島西白河郡矢吹町三城目

郎景政）

鎌倉景政（権五 御霊神社 福島田村郡船引町船引字舘

郎景政） 屋敷

鎌倉景政（権五 御霊神社 福島田村郡船引町船引字寺

郎景政） ヶ入

鎌倉景政（権五 御霊神社 福島南会津郡南郷村和泉m
郎景政）
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備 芸 典 拠

思邦、祭神に加列 I山形県神社誌p23

江戸時代は新庄藩主の祈願所 本庁データ

本fl熊野神社は古社で上杉氏の祈梼I叶 本亡データ

大照大神他を合祀 山形県神社誌 p522
一ー

本社飛鳥神社は最 1・酒井氏祈願所 山形県神社誌p658

守隆は藩家老打左衛門の子"奥羽列藩同盟との戦いで敗れ自刃 山形県神社誌p86

佐竹家飛脚じ同求の命て江戸での情報収集にあたっていた与次郎は稲府目付より殺 山形神ネ1誌 pl9I
害。村人が祟りをおそれ、位府に具申、霊を祀り、稲荷大明神として崇敬

凌l、し、こ年から白河より人封し明{fiilq且可へ再人士寸した阿部氏の祖 棚倉町誌別巻3p228 
！ 

Jし仔15年、本多・堀田に次く一番目の大名令ことして板倉璽寛入封、同家が閑木まて 本庁データ、福島市教

定着c 重畠はその祖。寛政4年江戸藩邸に祭祀、文化2年福島城内稲荷神社に勧泊ヘ 育委員会

明冶2年三河童原へ国替にともなって移されるが、明治15年分霊

当地は天正15年伊達政宗と佐竹勢との郡111合戟の本陣となった所で、伊藤はこの戦 本庁テータ

いて戦死 4代仙台藩主綱村が祀り、歴代藩ナは参勤交代の際参拝という

会津藩家老c 宝暦期の義介溜銭施行に関与 本庁データ

葛原親上の後胤で岩ガ崎領±.3応水7年岩城親隆軍と島倉に戦い、岩崎館で討死。 いわき市神社総代会第
当地に廟所がつくられる 二方部会編神社晶 p36

岩松義政は新田氏 族 酌北町内乱期に上野国より当地千倉荘に移ったという 本庁データ

祭神の先相の本姓ばhi届し寛文・延宅期に治水工事の功組あるも会津藩財政流用 喜多方市史・通史編近
したとして処分 世

高松定隆が建武2年、信夫杉野H高松城から茶臼山（懸田城）の城主となり、懸1!1'本Iiーテータ、懸田由緒・
を名乗る。本社成立について奥相茶話品ては大文の乱以降、懸田俊宗室の関係てtti寄山町史2
創建という

伊逹氏の天文の乱により懸田氏滅亡 ごll1町神社調査票

大文の乱の当事者の一人伊達稲点の娘 霊山町神社調査累

源義舒家臣で、義経正室 (II［越頼重娘：を設衛し、当地で正室は死去 いわぎ市神社総代会第

三方部会編神ネI慈

本庁デ-ータ

: 

本庁データ

本庁データ

本庁データ

本庁データ

本1丁データ

本庁データ

本庁データ

本庁データ

武
士
神
格
化
一
覧
．
稿
（
上
・
束
H
本
組
）
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祭神名 繁祀刊 創祀時期 創記者 所在地

鎌倉鼠政（権五 御霊神社 伽烏し＼かさ廿後出町堀ノ内

郎景政）

武卜神格化一覧．稿（上・東日本糊

鎌倉景政（権五 御霊神社 | fiJ島し［わぎ fiiL井田町築山

郎景政）

鎌棺景政（権五 綿津見神社 饂(HII疇虞舘村草野

郎累政）

北吊顕家 索山神札 ll/]治11 米沢藩信中 福島伊達郡寮山町）、石

Ill片党、 医

l nIIII14/t元孔J

＇ ロ北畠顕伝家
雲水峯神社 福島郡Iii市m村町

ふ':111神ft 4 米沢藩儒中 幅島伊達郡;;;::1順l}＜ィ―1

帥両尾元詢

北畠説房 霊山神社 明治］4 オ<i尺湘仇巾 仙『いII'心郡‘揺111町
/II雪心、［尺

師西！心Iし,;,-I

北畠J親 霊山神社 明治14 米沢藩駕中 輻Iい［伊心郡裳lll町
川雪』「'¥、 [1、
帥内尾元1:,J

楠木止茂 紬野神II 福島郡ill市西Ill圃J

＇ 西郷近房 護忠盆月 JL保16 松半家 福島会津i『松市亜長町

佐藤家、＇ど、 祈衛 西根祉lネ1 Iり］治l8 柴[II景絹 福島福島市飯坂町

門） （伊達郡長）

沢村勝／） 勘兵 沢村神社 明布 9 1i j心 福島し寸わき巾‘「l、神谷

(’i ]~' 

釣ィ、古之丞 長松院霊利I，丘松祉I!1, 天保15 内藤ぶ 福1"」いわぎ巾常磐上1は長谷町

柑，Iり師常 相馬神社 明治16 侃乃柑巳巾中村

相馬k門守（相 剣村（相円神f|J見rt、IfI 湘玲Ill、見巾,1,村

馬忠胤力i

＊柑馬昌胤 i h」」.tlilfl 福島相烏,ti}、「出

相馬恕胤 危齢Ir［八幡神社） 福島相馬市I‘I「jJ

相馬都胤 日玉神ti（諏訪神杜境1J、]ネJ: 福島相馬Ili黒木

相馬都胤 f，l土神f| 福局相馬r1;j『Ill

＊相馬因胤 可七神f| 福局相馬「！吐I'IJI

、「-一）'」・ 9し臼日 滑川神社 伽靡須賀Ill巾滑川

＊半恵通 阿邪討根，もごかい 祉I杜 寛治6 伽，「方郡山巾K町

‘I＇巴、）直（村岡） 御霊神社 ＇i 伽応1'月11,n［郡矢吹町＿リ城H

平盛時 万郎神社 鳥刊Ill塙li、1f| 侶，ヒ＇,立名） irli 1-.-了宮町

| 

＇ 平将門 i脱杵神社 福島及葉郡人能町野1

口 l国干神叶 福島及槃郡浪吐町Iiiふ

平将門 |』lft i柑馬中村神fi境内ti) I福島相馬市中ll

―-24-



備 名 典 拠

本lbミータ

木1十アータ

'{,守テータ

罰家力囁良視［字令 rーよill：汀麟を袷ぎ末北地方乳'『『¢)ため屈城しだ工月に、 1!］心 1名鑑 pl08
初り、中）11・両I{か.,;;:111神fIU)訓仕を唱骨、阿12q神 fI狂1建を髯恥1、同］4年社殿
落成

本庁テし夕

北畠顕家4; |;1'奥介槙守l/1.911軍なと）：tff ヤ＇名鑑 p1118 ー

| 

北畠説冗の長男か顕家て、これを，ピずし t奥JJ抒営i：つくず 名鑑 plllo

化昌罪家の j’ 名鉗 plOil 

肢、芹利Ill因氏を助ける い『テ・.ータ

松平 i足利 公ホ，蕃家とa II容凸年間より仕えるし古 1111¥よ，）神号澁咳をう，fる 唖名の独見，紅丘，¥閤

貨什叢占I

近1り初めの 1杉秀＜ぷ戸 内根神且略晶

夫地方発展に）ミ:<「 互水11り柄生というか料説あり」｀片地の旅節稲1尉墨て祀られ，

てし、たか迫路改修で祠を徽去ずることにな，）、新た｛・負IJ111,JかIITひか：tられた

慶安 3年の I、Iぱつに1集し、‘|'藩郡木行沢村は9且丁び）h午可を得て1#1月LJ、水利事文実 名鑑 plll 

他 II/JI苔Jし年4月峻 l.‘'，隠こ， 1こt,)同年目メ） II/Ji丘9年1い」、仕民か草野村こ，尺村 i
神札をたてる,Iしゃんから＇↓、仏踊り 1；よ膀内の町二のだめの踊りともし〉 9・，
内藤家家臣て当地湯に谷のt ,1し文 1年，，従己 1こよりは叱 のち杯jり泉家：こ蜘I［かない
なとの以I)かあるとして祭祀 芸藩後、当卜1尺が当地に移百 力闇会喘il|I

相円藩相 f菜常胤り）久了 且して用□帥円り）翫となる 1し久乙年々 し）、 鎌倉今小 I名itpl14 
届各に詞をたて11)イI6 11 :l日祭礼 明，合］Ii什ネ十殿造‘呂←

3代柑比中村藩丁也／肴しか 本庁データ

6代相円中村藩 i 1本Iiテータ

(lfり相也中村藩 i 本IJデータ

3代相也中村藩 i責胤 j＇ 早世 本ljテータ

：ィし相屈lい付藩「貞胤F 早世 本ljデータ

9 旱世 本庁テータ

平景政 鎌貪権五郎景政，か 木「『テータ

三，市氏祖 窟m2年、内逍、副1］として清原武衡 国衡を討伐り）とめ下向、 l"l:l介． 名i誓pl10 
氾叫亨」、、＇應心 b年合祀

キ良人(T）・男 諒粕丸の配 r、ピな;) 頼光 JI匹］大l..|と晶われ、京：：｛Iり こ(')貼、 本Iiーデー々

粕尤の開の冴転仏 I，厨品朝祖Iこ＋従閏任を結ふ 本II模1,J"こ丘行を打ち、一，甫氏の伍
--------

l'盛桐J〈了 諒粕朝右'1t 翡地IJII訥庄びJ!JII納佐l泉氏の先祖神どみられる 本lナテータ、喜多方巾

教育委日公
--- -- --- ----- -

1ヽ汀データ
------ - ----

本）『データ

4ヽ庁テータ
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

田中正玄 信彦霊社（土津神社境内社） 福島耶麻郡猪苗代町見祢山

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

田中善司義光 田中神杜 福島喜多方市豊川町

＊徳川家康（東 天神社 享保14 松平通春 福島伊達郡梁川町上町

照神）

＊徳川家康 二荒神社 福島いわき市平下山口

＊徳川家康 東照宮（熊野神社境内社） 福島いわき市田人町

徳川家康 東照神社 福島双葉郡浪江町立野

徳川家康 会津東照宮 元和8 蒲生氏 福島会津若松市

徳川家康 延寿院東照宮 福島東白川郡棚倉町馬場

徳川家康 棚倉東照宮（都々古別神社境内社） 福島会津若松市

友松氏興（勘十郎） 忠彦神社 福島耶麻郡猪苗代町磐根

友松氏興（勘十郎） 忠彦霊社（土津神社境内社） 福島耶麻郡猪苗代町見祢山

中目兵康 聖神社 福島耶麻郡猪苗代町中小松

丹羽織之丞 素退霊社（稲荷神社境内社） 福島耶麻郡猪苗代町千代田

二階堂為氏 二階堂神社 福島須賀川市宮先町

古河重吉（善兵 西根神社 明治18 柴山景絹 福島福島市飯坂町

衛） （伊達郡長）

＊保科正之 大皇神社 福島南会津郡舘岩村八総

保科正之 土津神社 延宝 1 友松氏興 福島耶麻郡猪苗代町見祢山

保科正之（土津 t．津神社（御帳神社境内社） 福島耶麻郡山都町三津合．t
霊神） ノ台

保科正頼 磐彦霊社（土津神社境内社） 福島耶麻郡猪苗代町見祢山

保科正純 石彦霊社（士津神社境内社） 福島耶麻郡猪苗代町見祢IlJ

本多忠饗 泉神社 文化 l 福島いわき市泉町

＊松平正容 土津神社 福島耶麻郡猪苗代町見祢山

＊松平容貞 土津神社 福島耶麻郡猪苗代町見祢山

＊松平容頌 上津神社 福島耶麻郡猪苗代町見祢山

＊松平容住 土津神社 福島耶麻郡猪苗代町見祢山

＊松平容衆 土津神社 福島耶麻郡猪苗代町見祢山

＊松平容敬 上津神杜 福島耶麻郡猪苗代町見祢山

＊松平容保 土津神社 福島耶麻郡猪苗代町見祢山

松平定信 南湖神社 大正4 福島白河市菅生舘

源義家（八幡太 八幡神社 福島相馬市新沼
郎義家）

三森光豊（治右 水守神社 昭和26 福島いわき市平山崎

衛門）

簗瀬三左衛門 幸彦霊社 (t津神社境内社） 福島耶麻郡猪苗代町見祢山

山家公頼（山田 和霊神社（蚕養神社境内社） 福島会津若松市大戸町

清兵衛）

（茨城）

安倍宗任 宗任神社 夭仁2 安倍氏家臣 茨城結城郡千代川村本宗道

松本氏
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価 考・ 典 拠

保廿廿之のもとにあった保科会消藩求ど 本庁データ

本！〕データ

逍春は尾張徳川家分家の梁JII藩上 東照宮 pl06

＇本庁テータ

本庁データ

本庁データ

寛永20りより会津松‘i'氏卒斎。戊辰戦争で焼失、廃絶 東照宮 p51

東照宮 p201

会津東照臼別当守境内か 東照宮 p201

保科（松叩会津藩系老CI口］藩初代藩主正之の祭祀に）ぶ力 本庁データ

保廿 松平）会津藩家老 本「『データ

兵庫節主。天正15年、大崎合戦ては桑折城，こ籠もったという ！本庁データ

、.文.化4年、会津藩に蝦夷地警I崩が印しられだ店の軍監 ＇本庁データ

文安）L年、鎌倉より須賀川に 1、向＾須賀Ill城槃城。神社は本丸跡にたっ 本1ナテータ

1．杉家家臣。佐藤家忠とともに｛口人・伊達両郡午行兼代官の善兵衛は寛水元年から 11り根神社略誌
9年間の歳月をかけ内根上堰を元成するなと、岡武隈川の堤防建設等伊逹 信夫地
h発展に）よくす 寛永14年、藩財政を流用した頁1了から自刃というが胄品あり。当
地の旅館稲前届で祀られていたが道路改修で国を撤去することになり、新たに創刷

が呼びかけられた

初代保f・t 本庁データ

保科正之は吉／1|惟足を師とし、 卜部家神道を学び寛文11年惟応からご号「土津」を 本庁データ
授与され、没後に郭柏神社の末社として祀るよう逍五、没後の廷＇ぷ 1年仮殿成立

祭神の土津需神は保科［l．之か

保朴止之長子 本庁データ

保什止之五子 ：本庁データ

」/代本多泉藩主。松平定信と視父かあった 1項胎間引禁止、小児妾育を艇励なとて いわき市神社総代会第
人口増加をはかり、天明飢餅後、備荒甘戸界の菜をたて心学遵場善教舎を設、領民0） 一方邪会編神杜誌

教化，こ資した。定信の寛政改革を袖佐 ‘り初1廿人町荷路夫山上に生祠として祀 i)、
鳳合］パ年現在地へ移す

3代松平（保料）会津藩i （代数は保科正之を初代として） 本庁テータ

4代松平（保科）会津藩上（代数は保科正之を初代として） 本庁データ

5代松半（保科）会津藩主（代数は保科正之を初代として： 本庁データ

6代松平,:(品科）会沖藩＋ （代数は保科正之を初代として： 本庁データ

7代松T （保科）会津藩T （代数は保科正之を初代として： i本庁データ

8代松‘|＇（｛呆 fド会津藩主（代数は保科正之を初代としC) 本庁データ

9代松平（保科）会津藩主（代数は保科IE之を初代として） 本庁デ-―夕

佗をしのび造営。大正］2年杜殿竣＿l 名鑑 pll4

本庁データ

平，靡門藤家家臣。延宝2年から 6｛卜間て没谷江筋造るなど、治水事業をhぅ 本庁データ

会車藩家老。宝暦期の義倉泣銭施行，こ閃り 木庁テータ
一一

山田は1ll家かO iiぽ泊兵衛公頓は初期伊達宇和島藩家老藩内対立で）し相 6年暗殺。 本庁データ、宇和島巾
仙台伊達家と0)閃係か。山家清兵衛血縁者に「山田」姓がいだ模様（南f象史p354-5) 史編纂室・山11隆史

「宗任神礼緑起出1によれぱ奥小11から来住して祭祀という 茨城の神社＇詑甚 IIp207 

武
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編
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武1神格化．覧．稿[|・東日本．編

祭神名 祭化社 創祀時期 削 Iiじ者 1,1l 介地

: i : 1Tれ[1/j i人i: 安岱氏hilし 茨城払城郡 Tiし川村木ふ心
t'; 4,上[・ I I•I 
『2l名

人牛定I’ 人牛胤文神叶，）、’It財十飛地J麻I9、Ifi| ,「戸叫カ 久、・成，;,11 1, rl1 人‘l 

小幡宥円 ，肖lネ111ftI }、立t祖幾HIl}l|l itt克1付t1, i 茨城東及城郡）＇、先町俵¢し廿］

-----------

1J n i令ih• 11 ̂ 9 11j iF 9たネ旧t1 7)く「1れ「車t1 hiド］ネ1, 炭城水I「11］竹！！ji圃］

肋出祈1,―1紆門 肋田ttI普明神叶J就胄計I ，炭j成貞団km;,＇tf,：t旧IIミ1,9.l
- --—+ -------

鎌倉景政権五 詞翌ネ111/!I香取ネI|, 炭城位1闊巾伽Ill
郎累政＇,

鎌臼悶政竹 Il 本戸f町1 矢城笠ド附1」卜！，香収11i」

郎贔政：

謙貪景政権Ti 面l寮刊li1：文満宮ネ,1,11境内ii' I茨城仙敷郡1’’'］見町｝＇，朱
郎凰政

- - --

木因義仲 ，屈義 相前神rl:iill中神利境1}、ill I ＊明冶：I | ＇，仄収＇む） 1山幸Ill
イII I, 

楠本主或 哺公rl
＇ | 明冶り

μ，団i，i,1.，之介 炭）成中、欠J成1]|；炭：！丸IIIJJこl心
，．9,i附j阜り）!Jlj

党、 II人

柏木止1人 仙木刊1/t | 1）J {fi l : 和1打勘由 久城孔烏郡旭村 l.J.JII 

楠ìF成 if,lllt車f|＇i<／ T 1車ll1 笑）Jk，;J: j 9, 1 J, ； ／ 9J. |l : I 

楠1ヽl「行 泊本神ti ＇町 ifil e f l i 1 11,＇LIJ息 茨城仇島1比旭村 l}、ld

＊村叶豆L91券 り、均成＇／＼己 Ii|；)、 I＇柑Iし姐1J

＊仕竹jい興 八坂神TI * i:Jjく」 ： 次城t!i心郡I¥狙|：皿jhh 1,i,； 
-—•--—----- -—- -—-•-•------- l— 

Iが野宮ILI,,1,9左 大‘i't|',兒叶'9上神f|I ＊町，台4l 炭城'{』:J 1,h人品」

衛門i ： 

---------

*宇|I¥l香 1dl/1l1rl八 li臼1HI, * IIJ]沿41 茨城・に加lilllrl1

---- ------ -------------------- ------- --

＊「＇］了 l"I 国・F了車II に採 3 「:iii"I久如 炭城｝・； J I 1 1 j,i i) 1 

| 蔵尼

9 目処ネ111+土 り！；）hし名h,fitり： T I、4,11,t, 

谷且雄 谷叩神 よ政11 'I Iヽ切祈illt1吐 茨城鈷城いl」|1

'p買雷春 ;ff『「車f| iii i灼太1J9セ1i、Jrl 明占立 茨城{―1i崎巾化Iしl

他Ill宗fl、! 東間官」州 I東l：予；， 元tll, 忙，1|国 f刀 及城水II 1 1」':,'’町

----- --- ------

徳）II家巾 ‘吊紺ネ1|Ii1 1リ」沿6 J r 1 j,;i・村町
t--1 

---- - -------

i 

I 
欠J成ID在，1-1成llli月」，―「旧l

他'II家I，1↓. 庇見神It
l 

又城 1噌宜i| j人「t}

＊徳川家屯 I束 Ii 口光神社 *Iりl，合り 茨城礼城巾ヒ1111:1

I！せ大神） ！ - ----------
他1||9不喰 1末賠 III凡神ti 又政 5 矢城，J、i毎直r1」,J:JHl」
人神， ！ 
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備 考 典 拠

宗任の兄 茨城県神社誌pl703

定‘'『は当地鳳凰台（大生）城城上。慶長19年大坂の陣出陣中に駿河藤枝宿で流行病 茨城県神社誌pl260

で病死といい、その際病者救済を遣言したという。後世祭祀

「水府志料Jによれば犬文元年に江戸氏は小幡出雲守消良を大洗明神下で殺害、小 本庁データ
幡城を支配卜．に置いたという。宥円は清良のことか

本庁データ

赤穂事件に関わるlH浅野家家臣。勝田氏は本来、中世の当地領主真壁氏家臣。新左 茨城県神社誌pl651

衛門祖父新兵衛が浅野家に仕官、真壁より赤穂に移る

茨城県神社誌p610

本庁データ

茨城県神社誌pl334

明治44年、相前神社は数社の合併、大1E4年現社名 茨城県神社誌p673

万延のはじめ勤臭の朋党IO余名が正成の招魂の標建立。のち村人が当社創建 茨城県神社誌p715

和田氏はもと佐竹氏一族稲木義消より始まるという。 23世孫の義直が本村にある時、 楠木神社記、茨城県神

慶安年中に楠木1EI成の後裔とn称する楠正継を養子とする。勘恵は正継17世孫 社誌plll4

本庁データ

正1iは楠木iE成の子。四條畷の戦いで託師直と戦って討ち死 楠木神社記、茨城県神

杜誌pl114

正勝は楠木正成の孫という 楠木神社記、茨城県神

社誌plll4

本社は享禄年中に遷祀。のち義典合祠。宝永2年領t．稲葉氏再建 茨城県神社誌pl448

窮迫の生活をしていた武人とされる。 1行を頼んだ修行者（北条時頼）のために、秘 茨城県神社誌p678

蔵の盆栽を焚いてもてなしたいう、謡曲「鉢木」の架空の人物。明治41年、佐野を

祭神とする大‘ド社が他社とともに本社へ合祠

平安中期の武将。高望tのr・。常陸大橡に任ぜられ後に鎮守府将軍。甥の平将門に 茨城県神社誌pl26
殺害c 明治41年、国香を祭神とする在社神社が本社八幡神社に合祠

父将l"］の33回忘に如蔵］ビが影像を彫りー・社を創建したのが祭祀の始まりという 茨城県神社誌p658

本庁データ

了：生藩七、江川村代官。治績に対し生祠建立 谷明神御記緑

常春は府中城＿t大橡慶幹の次男c 居城―ぞ村城を天J［年間の初期に築城という。天正 茨城県神社誌p284
14年 (12年とも）小田氏に攻められて落城し戦死という

允和 7年、徳川頼房が父家康の茎を祀って創建。当地は前禎主に関わる寺があった 茨城県神社誌p89

跡地という。家臣や城下町領民が参加する水戸御祭礼があった

誤りとも 東照宮 p202

武甕槌命他に配剌。本社は後鳥羽天皇の時の創建。成田五郎助忠がこれを領地に勧 名鑑pl28

請して成ITI鹿嶋神社と称する

成田五郎助忠がこれを領地に勧請して成出鹿嶋神社と称する 本）ヤデータ

創立不詳。明治6年村社 茨城県神社誌p351

茨城県神社誌p447
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祭神名 祭祀杜 創祀時期 創祀者 所在地

＊徳川家康 東照宮（御坂神社） ＊明治42 炊城水海道市て坂

伯／1|家康（東照 日光神社 ＊明治42 茨城水洵逍市中妻

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

人神）

徳川家康 日光大権現（豊I;（i]東照宮。諏油神 茨城水洵．）世巾豊岡町

社境内社）

徳川家康 東照宮（花閑神社境内ftl 茨城北茨木市華川町

＊徳川家康 東照宮（皇産霊神社） ↑ l ＊明治41 茨城岩井市大崎

徳）II家康 滝本家東照宮 ！村民 茨城岩井市長谷

徳）［家康 権現社（那珂西神社境内社）
， 

茨城東茨城郡常北町那珂

i 徳川家康 日光神社 茨城東茨城郡美野里町竹原下榔

＊徳Ill家康 阿波山東照宮（阿波山神社境内末社｝ 茨城東茨城郡村村阿波111

徳）l|家殷 山木社（高田神社境内社） 寛永年中 茨城稲敷郡江戸崎町閥田

徳川家康 東照宮（八幡神廿境内社！ 茨城新治郡）＼郷町浦須

□I川家康 小川家東照宮 茨城新治郡八郷町上曽

徳川家康 八社合殿（鹿島神社境内社） 茨城貞壁郡頁壁町上谷貝

徳川家康 東照宮（羽田神社境内中t,｝ 茨城真苺郡人和村羽田

＇ 徳川家康 雨引山東照‘呂° !>釈法、'f境内tt¥ 茨城頁遵郡大和村本木

徳川家康 東・uせ宮（天満社境内社）
土

i茨城結城郡八f代町束蕗田

徳川家康（東照 東照宮（八幡社境内社）
l 

茨城結城郡八千代町IIIJ1,

大神）

＊徳／l|家康 東照宮（香取社） ＊明治13 茨城結城郡結城郡T代1|［村鎌庭

徳川家康 東照宮（天満社境内社） 茨城結城郡石下町原宿

＊徳／l|家康 日光権現（香取神社） ＊明治41 茨城猿島郡境町ふ！3

徳川家康 茨城守谷市大木東

徳川家康 野木崎東照宮 茨城守谷市野木崎

徳川家康（東照 H光神社 茨城筑波郡谷和原村押砂

大神）

徳川求康 西楢戸東照宮 江戸期 茨城筑波郡谷和原村西楢戸

徳川琢康 日光神社 寛永3 茨城筑波郡谷相原村筒戸馬場

口徳）l|家康 ，筑波山東照宮 茨城つくぱ市筑波山

太［東照宮（熊野神社境内社） 茨城久慈郡太千町高田

:＊徳川家光光

匡上神社 茨城岩井市府井

日光神社 茨城筑波郡谷和原村押砂

戸徳／l|光凶ー砂一 ：東Il鱈宮 昭禾LI11 茨城水戸市宮町

1i 常磐神社 明治初 9 1日I族 茨城水戸市常磐町

徳Ill光囲 常盤神社 明治35 地域民 ＇茨城鹿島郡旭村常磐

徳川光閲 常慇神社（水戸till/士境内社） 茨城水戸市笠原町

徳川斉昭 常磐神社 明治初 旧士族 茨城水戸市常磐町

徳Ill斉昭 列公社（常料神社） 元治 l 郡司保 及城水戸市元石il1町

徳川斉餡 常祁神杜 明治35 地域民 茨城鹿島郡旭村常磐

徳川（水戸家） 御岩神叶
， 

茨城日立市人［）し1間町

歴代霊位 ： 

＊豊臣秀古 東照宮 茨城水戸市
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備 考 典 拠

明治42年、村内無格社の東照宮を他社とともに本社へ合祠 茨城県神社誌p461

東照宮 p202

東照宮 p202

徳川家康は慶長7年本社花園権現に50石の社領朱印状を与える 茨城県神社誌p576

明治41年、徳川家康を祭神とする東照宮が他杜とともに本社に合禍 茨城県神社誌p578

当地域では「うちがみさま」として祀る家が多数という 東照宮 pl90

茨城県神社誌p808

神仏分離で祭神名変更か 東照宮p203

天満宮と合祠 東照宮 p203

慶長 5年、家康が小山に在陣中、本社神職青野氏が使者を伺候させたのに対し社領 茨城県神社誌pl313

を寄進という

茨城県神社誌pl457

邸内社 東照宮190

茨城県神社誌pl641

茨城県神社誌pl656

東照宮 p203

茨城県神社誌pl683

茨城県神社誌pl691

明治42年、他社とともに東照宮が本社香取社に合祠 茨城県神社誌pl710

茨城県神社誌pl724

明治41年、本社香取神社に合嗣 茨城県神社誌pl786

茨城県神社誌pl805

旧正安寺東照宮 東照宮 p202

本庁データ

廃絶 東照宮 p202

神仏分離で祭神名変更か 東照宮p202

東照宮p202

東照宮 p202

茨城県神社誌p658

茨城県神社誌pl570

水戸藩祖 茨城県神社誌p89

明治初年、偕楽圏に徳川光捌と斉昭を祀る祠堂が創建され、廃藩置県後、二人を神 茨城県神社誌p63

社に祀ることが請われる。明治6年常磐神社の号をうける。翌年偕楽園東に遷座

開拓守護神として祭祀という 茨城県神社誌pll33

本庁データ

明治初年、偕楽圏に徳川光囲とともに祀る祠堂が創建 茨城県神社誌p63

天保11年、追烏狩という軍事訓練を行った斉昭が全軍を指揮した場所に、郡司保の 茨城県神社誌pl30
議で石川村民がそこに石宮をたて列公社と称した。明治5年、水戸に祠堂が常磐神
杜と号されたため当社も社号をそれに改称

開拓守護神として祭祀という 茨城県神社誌pll33

本庁データ

東照宮への配祠時期不詳 名鑑pl25
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

新田義貞 新田神社 茨城つくば市新牧田、梶田、

下原入会地

武士神格化一覧．稿（上・東日本編

藤田東湖 東湖神社（常磐神社境内社） 昭和18 有志 茨城水戸市常葉町

水野勝成（日向 徳勝霊社（聡敏神社） 慶安4 水野勝俊 茨城結城市結城

守）

三木之次 三木神社（常磐神社境内社） 昭和40 三木啓次郎 茨城水戸市常葉町

三木武佐 三木神社（常磐神社境内社） 昭和40 三木啓次郎 茨城水戸市常葉町

源頼朝 白旗神社（鶴峰八幡神社） 茨城占河市中田

源頼政 頼政大明神（頼政神社） 鎌倉期力 頓政従者 茨城占河市錦町

和田正勝（和田 速刀神社 茨城水！i市開江町

平助）

（栃木）

＊大木義右衛門 桜木神社 正保 1 里人 栃木栃木市柳原町

（源義尚）

＊大木義右衛門 桜木神社（星宮神社境内社） 明治6 栃木塩谷郡塩谷村金枝

（源義尚）

大久保常春 神像（常春神社，寿亀山神社） 享保14 栃木那須郡烏山町中央

大久保烏山藩主 寿亀山神杜 明治中頃 栃木那須郡烏山町中央

歴代

大関家代々 鎮国神社 文化13 大関増業 栃木那須郡黒羽町前田

＊小槻今雄 雄琴神社 寛正3 小槻胤業 栃木ド都賀郡壬生町丁：牛

小野寺道綱 三騎神社 栃木安蘇郡納生町仙波

鎌倉景政（平影 御霊神社 栃木芳賀郡益子町大沢

政）

鎌倉景政（権五 胸形神社 栃木鹿沼市村井町

郎景政）

源平戦の霊 御霊神社 栃木那須郡小川町浄法か

小出照方（大助） 小出神社（奈佐原神社境内社） 寛政頃力 地域民 栃木鹿沼市奈佐原町

小出照方（大助） 吉田神社 文政2 栃木小山市羽川

＊小堀次晴 諏訪神社 永禄 l 小堀次充 栃木芳賀郡芳賀町八ツ木

＊諏訪要十郎 諏訪神社 子孫 栃木下都賀郡国分寺町柴

＊諏訪清十郎 諏訪神社 子孫 栃木下都賀郡国分寺町柴

平重盛 小松神社 栃木塩谷郡栗山村日蔭沢尻

平将門 御門神社 栃木F都賀郡岩舟町静

田原忠綱 忠綱大明神（田原神社） 宝治 1 佐野基綱 栃木上都賀郡粟野町菅沼

田原忠綱 田原神社 元亀3 佐野氏 栃木卜都賀郡粟野町桑沢

田原忠綱 田原神社 天正10 佐野宋綱 栃木上都賀郡粟野町森田

-32-



備 考 典 拠

本庁データ

幕末の水戸藩士、学者。護国神社としての性格をもった鎖霊社移転跡地の創建 常磐神社史

備後福山城主水野勝成は慶安4年死去、嫡子勝俊が城外八幡の社地に祀り徳勝霊社 茨城県神社誌 p331

と号したのがはじまり。元禄14年水野勝長結城人封

江戸初期の水戸藩家老。徳川光捌と養父とされる。三木氏子孫が祭祀 常磐神社史

之次凄 常磐神社史

本社には頼朝が奥）+I進軍の際冥利守護を起請という 茨城県神社誌 p268

平安後期の武将。清和源氏だが公家 平家に近かったものの以仁王の挙兵に応じ、 茨城の神社覚書IIpl99 

平氏軍の追撃で宇治平等院で自害。従者により当地常陸古河に遺骨が埋められ塚が

作られたという。のち足利氏が古河城を葉いた際、その塚も城内に入った。延宝5

年、古河藩t居家家臣寺田氏により大明神号取得
水戸藩の居合術新田宮流の流祖。徳川頼房・光囲に仕える 茨城県神社誌pl55

元壬生藩七。天正18年当地に婦農し当地開発。稲荷神社創建。里人が合祀 栃木県神社誌pl61

明治6年、末社としてまつる 栃木県神社誌p364

常春は烏山藩初代城主。はじめ神像が制作され学問所にて参拝。のちに常春神社、 栃木県神社誌p376

明治12年に旧藩士・領民により寿亀山神社。明治中頃、歴代藩主合祀

寿亀山神社に明治中頃、歴代藩主合祀 栃木県神社誌p376

本社の由緒は占いが荒廃した本社に天正年中大関氏架城の際、字佐 男山から八幡 栃木県神社誌p420

神勧請。増業が丹治の姓に因んだ丹治比古などとともに大関家神霊を合祀

近江国雄琴に鎮座の壬生氏の祖、小槻今雄の分霊合祀。．1:生領史略（嘉永3)掲載 壬生町の文化財 p32

小野寺氏は秀郷流藤原氏の後裔で、下野国都賀郡小野寺村より典ったという。文治 栃木県神社誌pl35

5年の源頼朝の奥什I征伐に小野寺道綱が従軍

平影政は鎌倉景政のことか。景政が奥羽ド向の際、当地に在陣、社殿建立という。 栃木県神社誌p328

合祀の事情不詳

栃木県神社誌p218

那須宗隆が多くの平家方を殺し病を得たことより、平家方霊もあわせ祀る 栃木県神社誌p394

江戸幕府代官。当地域の助郷役の軽減をはかり、生祠としてまつられる 鹿沼市史、本邦生祠の

研究p293

勘定組頭。幕府代官吉田久左衛門と合祀 栃木県神社誌pl94

次晴が信朴1諏訪より将軍足利義植に追われ当地で農民となる。子の次充が諏訪神に 栃木県神社誌 p310
配祠

天文年間の信')+I諏訪城主家臣。帰農後、当地移住。博徒ともいう 栃木県神社誌 p206,

国分寺町役場

要十郎との関係不詳 栃木県神社誌p206

重盛は平清盛長男 栃木県神社誌p369

栃木県神社誌pl97

源平合戦の平家方武将。甘地胡麻咄の畦で戦死という。氏子は護摩を採取を忌む。 栃木県神社誌 p240,

飛駒より勧請という 田原神社の由来

源平合戦の平家方武将。尾張 四国 九什1にも落人伝承有り 栃木県神社誌 p241,

田原神社の由来

源平合戦の平家方武将。天正10年佐野氏建立のものをうつしたという 栃木県神社誌 p241,

田原神社の由来
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

田原忠綱（足利 田原神社 佐野国綱 栃木上都賀郡粟野町笠丸

又太郎藤原忠綱）

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

田原忠綱 田原神社 佐野国綱 栃木上都賀郡粟野町加戸

田原忠綱（又太 忠綱明神（八幡宮） 建久5 上総介義兼 栃木安蘇郡田沼町飛駒

郎忠綱）

田原忠綱（又太 三騎神社 栃木安蘇郡葛生町仙波

郎忠綱）

徳川家康 東照宮 元和3 徳川秀忠 栃木日光市山内

徳川家康 奥社（日枝神社境内社） 天保5 村民 栃木日光市野口

徳川家康 律院東照宮（律院境内三天堂内） 栃木H光市萩垣面

徳川家康 細尾東照宮（磐裂神社境内社） 村民 栃木日光市細尾

＊徳川家康 稲荷神社末社 栃木日光市稲荷町

＊徳川家康 清滝神社末社 栃木日光市清滝

徳川家康（源） 東照宮（二荒山神社境内社） 栃木宇都宮市馬場通り

徳川家康 粉河寺東照宮 慶安4 奥平氏 栃木宇都宮市尾上町

徳川家康 東照宮（浅間神社境内社） 栃木鹿沼市上南摩町

徳川家康 鹿沼東照宮（薬王寺境内） 江戸期 栃木鹿沼市石橋町

徳川家康 今宮東照宮（今宮神社境内社） 栃木鹿沼市今宮町

徳川家康 花岡東照宮（浅間神社境内神社力） 栃木鹿沼市花岡

徳川家康 多功東照宮 ＊明治45 栃木河内郡上三川町多功

徳川家康 木田東照宮 ＊明治45 栃木河内郡上三川町木田

徳川家康 上三川東照宮 明治45 栃木河内郡上三川町多功

徳川家康（源） 栗山東照宮 昭和42 村民 栃木塩谷郡栗山村野門

徳川家康（源） 弟之神社 元和年中 村民 栃木佐野市植野町

徳川家康 佐野東照宮（惣宗寺境内） 元和3カ 本多正純 栃木佐野市金井上町

徳川家康 東照宮（高椅神社境内社） 栃木小山市高椅

徳川家康 太平山東照宮 栃木栃木市平井町太平山

徳川家康 粟野東照宮 栃木上都賀郡粟野町粕尾

徳川家康 東照宮（村檜神社境内社） 栃木下都賀郡岩舟町小野寺

徳川家康 東照宮（藤岡神社境内社） 栃木ド都賀郡藤岡町藤岡

徳川家康（源） 日光神社 天保12 大金佐重・ 栃木那須郡黒羽町亀久
同八衛門・
同源治

徳川家康 東照公（浅間神社） 寛文5 徳川綱吉 栃木安蘇郡紹生町窮生

徳川家康 田沼東照宮 ＊明治42 栃木安蘇郡田沼町多田

戸矢子有綱（足 鎮守鞍掛大明神（鞍掛神社） 文治2 郷人 栃木安蘇郡田沼町戸室

利）

戸矢子有綱（戸 三騎神社 栃木安蘇郡葛生町仙波

屋子）

豊臣秀吉 東照宮 栃木日光市山内

鳥居元忠 精忠神社 正徳2 鳥居忠英 栃木下都賀郡壬生町壬生

那須宗隆（余ー） 御霊神社 建久2 福原五郎之隆 栃木那須郡小川町恩田

那須宗隆（余ー） 御霊神社 栃木那須郡小川町浄法寺
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備 考 典 拠

源‘卜合戦の平家方武将 栃木県神社誌 p241,

田原神社の由来

源平合戦の平家方武将 田原神社の由来

源‘卜合戦の平家方武将。当地で自刃という。なおIi張 四国 九朴Iにも落人伝承有 栃木県神社誌pl30
り

源平合戦の平家方武将 栃木県神社誌pl35

元和 2年駿府久能山より H光へ改装されることになり、同 3年2月東照大権現の神 名鑑pl36

号。同年4月神霊を移す。正保3年以降、例年奉幣使派遣

東照宮と―こ荒llI神社の木像神体をまつる 東照宮 pl88

二荒山神社の三神とともにまつる 東照宮 pl88

東照宮 pl88

昭和初年まで確認。現在未確認 東照宮pl88

昭和初年まで確認。現在未確認 東照宮 pl88

本庁データ

明治19年、二荒山神社境内へ移遷 東照宮 p57

栃木県神社誌 p222

明治初年廃絶か 東照宮 p203

東照宮 p203

東照宮 p204

明治45年、犬満宮境内石祠に移遷合祠 東照宮 p204

明治45年、天満宮境内石祠に移遷合祠 東照宮p204

明治45年、犬満宮境内石祠に多功 木田東照宮を合祀 東照宮 p204

栃木県神社誌p369

元和 3年久能山より日光へ家康遺骸改非中に当地に宿した。よって村民が跡の神社 栃木県神社誌pll5

創設、後に音が近いため現社名に変える

東照宮 pl68

本社高椅（たかはし）神社は延喜式神名根にあり、室町時代の結城氏や江戸幕府よ 神杜誌料上 pl268

り社領、朱印地を与えた

旧小林氏邸内 東照宮 p203

日光神社境内社か 東照宮 p204

本社村檜（むらひ）神社は延料式内社。唐沢城t佐野氏、小野寺領主などにより社 神社誌料上 pl306
殿再建

栃木県神社誌 pl81

日光東照宮の分霊勧請 栃木県神社誌 p422

家康50回忌に際し、館林藩主綱吉が顧上 栃木県神社誌pl34

明治42年、賀茂別雷神社に合祀 東照宮 p204

藤原秀郷の15代。文治2年赤見山の戦い負傷、鞍掛山で自殺。同年郷人堂舎建立 栃木県神社誌pl28

栃木県神社誌pl35

栃木県神杜誌p56

関ヶ原合戦で伏見城の守将として戦死。子孫が壬生入封に際し城内に創祠 壬生領史略，栃木県神

社誌pl67

遺命により帰郷し当地に葬られたという 栃木県神社誌 p393

宗隆が多くの平家方を殺し病を得たことより、平家方霊もあわせ祀る 栃木県神社誌 p394
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

＊那須宗隆（余ー） 十二神社 栃木那須郡湯津l：村蛉田

＊新田義貞 両社神社 栃木足利市か岡町

武士神格化一覧．稿（上・東日本網）

藤原利「 関白山神社 明治11 栃木河内郡河内村関白

藤原成行 藤宮神社 、り地家臣トモ 栃木佐野市石塚町

藤原秀郷 唐沢山神社 明治12 佐野家（秀郷 栃木佐野市富i：町
後裔） lfl位

藤原藤房 喜久沢神社 明和 2 藩t松‘I’・氏 栃木鹿沼市見野

細川興元 大光霊神（八実神社） 文化14 家臣 栃木芳賀郡茂木町茂木

源有綱 源て大明神（八幡宮） 1538 小山氏 栃木塩谷郡塩原町

源為朝 為朝神社（八剣神社境内村） 栃木安蘇郡田沼町梅園

源為朝（鎮西八郎） 為朝神社（人丸神札境内社） 栃木佐野市小中町

源為朝（藤原） 為朝神札（篠生神杜境内社） 栃木足利市葉鹿町

＊源義兼 八幡宮 正治 l 源義氏 栃木足利市樺崎町

源頼朝 [＋神社 建仁3 人橋太郎 栃木今rtirff大沢町

源頼朝 東照宮 栃木日光市lll内

吉田久左衛門 古田神社 文政2 栃木小lli市羽川

（群馬）

吾妻行盛（太郎 川戸神社 群馬仔妻郡仔麦町川戸

行盛）

安倍宗任（鳥海 鳥海神社 群馬勢多郡東村小中

弥ご^ 郎）

安倍家1千 島海神ネl 群馬勢多郡東村小中

安倍宗任 H枝神ネ1 群馬勢多郡東村座間

岡仔禁能 顕佑霊神（のち景能神社、岡登霊 宝肝 2 地Jじ農民 群馬祈田郡薮塚本町大原

社c 神明宮境内ft)

岡上菜能（岡登 岡登神村（八坂神社境内社） 群馬桐叫1i相牛町
旱平ム加ヒ） 

＊鎌倉景政（権 赤城神付 群馬勢多郡直 l：兄村赤城山

五郎景政）

＊鎌倉景政（権 赤城神社

五郎景政）

＊鎌倉景政（権 八幡宮 群馬渋川巾北原

五郎景政）

鎌倉景1E（権打 御富神社 群馬碓氷郡松井田町西野牧

郎景正）

鎌倉景政（権h. 伊勢宮 群馬｛f友郡中之条町中之条
郎景政）

＊鎌倉景政（権 こ原神社 群馬(',仮郡眈恋村：．原

五郎景政）

＊鎌倉景政（権 矢抜神杜 群馬新田郡新田町叩l．田

五郎景政）

鎌倉景政（権五 御霊神社 群馬前橋市元総社町

郎景政）
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備 考 典 拠

宗隆の兄弟なども祀る 栃木県神社誌 p429

栃木県神社誌 p98

鎮‘,『府将軍＂賊を吋伐、この地に死す a 利1ムが間白職にあったので閃白村 全同卜-pl98

天喜2年、 上野国淵名庄から足利に進出し、足利両崖山に城を築いたという 栃木県神社誌pl24

明治維新後、佐野家は旧臣と相談のJこ、沢英付を結成し、明治12年束明会を創 Iケし 名鑑pl36
lこに建設

南朝家臣。長光仔より藤原の遺物（一：重塔＾払他）と称するものが発見され、晶宅 名鑑pl41

松平氏はこれを同寺に保管

興元は細川忠穂の弟で慶長15年茂木人部。茂木藩は熊本藩よ藩。藩祖。法号大光院 由緒略記，栃木県神杜

に因む。 ‘Ii初内郭内に祀るの昭和19年、八雲神社に合祀 誌 p330

源頼政の孫で頼朝の挙兵に従ったがのち義経に屈し大和で自書という c ただし塩原 那須文化研究 7号，p89

での伝承があり、壇ノ浦の戦い後に義経を追う途中に当地で病死（文治 5) という

栃木県神杜誌 pl33

栃木県神社誌 pl13 

栃木県神社誌 pl03

栃木県神社誌p94

遺命により祀る

大橋は頼朝家臣で村民を集め勧閲という 栃木県神社誌 p236

栃木県神社誌p56

江戸稲府代官。小出大助照｝jと合祀 栃木県神社誌 pl94

鎌倉時代末期の府櫃城j:。勢力をふるったか里見氏の戦いに敗れて互麦氏は没落と 本庁データ

いっ

宮城県亘理郡鳥海の浦か宋仔の，涎生地で、島海弥二郎と称したと衿えられる 本庁データ

本庁データ

rから大't:府管内に再配流
本庁データ

幕府代窮。帥llll街道の整備、大原宿をはじめとする新田村の設置、岡登用水の完成 上小l・Iのお宮とお年神社

など当地域の開発に尽）Jo地域のため本杜明神宮なとも建立へしかし貞享4年幕命 篇p40
で切腹3 地）じ農民の運動により祭祀

岡登娯能のこと。祖父景純の代から上野国の幕府直轄地の代官をつとめる関東18代 本庁データ

本庁データ

本庁データ

本庁データ

本庁データ

本庁データ

本庁データ

本庁データ

景政は村岡忠道の1工男といい合祀 本庁データ
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

鎌倉景政（権万 五霊神社 群馬高崎市貝沢町

郎景政）

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

鎌倉景政（権五 五郎神社 群馬伊勢崎市太田町

郎景政）

＊鎌倉漿政（権 米沢神社 群馬太田市米沢

五郎景政）

楠木正成 楠木神社 群馬館林市楠町

栗生頼方（左衛 栗生神社 群馬勢多郡黒保根村上田沢

門）

群馬満胤（八郎 八郎神社 ＊明治42 群馬伊勢崎市福島町

満胤、那波八郎）

佐野常世（源左 佐野常世神社 群馬高崎市上佐野町

衛門）

篠塚璽弘（伊賀 篠塚神社 群馬藤岡市篠塚

守重弘）

平将頻 生品明神（生品神社） 平安後期力 群馬新田郷新田町市野井

高山正之（彦九 高山神社 明治 6 地元有志 群馬太田市本町

郎）

田原忠網（田原 太郎神社 群馬勢多郡東村神戸

太郎）

田原忠網（又太 八幡宮 群馬桐生市梅田町

郎忠網）

千葉常将（平常 承暦 3 常将妻 群馬北群馬郡榛東村lll子田
将）

勅使河原直厭 藤塚稲荷神社 群馬富岡市上黒岩

＊徳川家康（源 赤城神社 群馬繁多郡富士見村赤城111
家康）

徳川家康 岩城東照宮（龍田神社境内社。現 ＊明治40 群馬群馬郡榛名町中室田岩城

下室田大森神社）

徳川家康 中室田東照宮（大山祇神社境内社） 群馬群馬郡榛名町中室田

徳川家康 上室田東照宮（諏訪神社境内末社力） 群馬群馬郡榛名町上室田

徳川家康 東照宮（榛名神社境内社） 群馬群馬郡榛名町榛名LlJ

徳川家康 神戸東照宮（戸榛名神社境内社） 群馬群馬郡榛名町神戸

徳川家康 石t東照宮（石上神社境内社力） 群馬群馬郡倉淵村石上

徳川家康 伊勢森原東照宮（神明宮境内社力） 群馬群馬郡倉淵村三ノ倉

徳川家康 権田東照宮（榛名神社境内社） 群馬群馬郡倉淵村権田

徳川家康 水沼東照宮（水沼神社境内社力） 群馬群馬郡倉淵村水沼

徳川家康 JI|浦東照宮（浅間神社境内社） 群馬群馬郡倉淵村川浦

徳川家康 長岡東照宮（大宮神社境内社） ＊文化10 群馬北群馬郡榛東村長岡

徳川家康 砂川東照宮（武尊神社境内社。現 ＊明治年間 群馬利根郡利根村砂ILL

青木神明宮）

徳川家康 土出東照宮（武尊神社境内社。現 ＊寛政12 群馬利根郡片品村土出

鎌田笠科神社）

徳川家康 菅沼東照宮（二荒神社境内社） 群馬利根郡片品村菅沼

徳川家康 森下東照宮（大森神社境内社力） 天明 5 群馬利根郡昭和村森下

徳川家康 橡久保東照宮 (f賀戸神社境内社力） 群馬利根郡昭和村橡久保
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備 考 典 拠

本庁データ

本庁データ

本庁データ

本庁データ

南朝方新田義貞の家臣 本庁データ

平安初めの群馬郡の地頭群馬大夫満行の子という。兄たちに岩屋に押し込められ大 本庁データ

蛇になって祟ったという伝承が残る。那波八郎ともいわれ、玉村町火雷神社の那波

八郎伝承のようにも伝える

宿を頼んだ修行者（北条時頼）のために、秘蔵の盆栽を焚いてもてなしたという、 本庁データ

謡曲「鉢木」の架空の人物

邑楽に城を築く。新田義貞の挙兵に応じ、戦功により伊賀守に任ぜられた 本庁データ

将門の弟。「上野国志」には祟りをなすため武蔵に将門（神田明神）、上野に将頼 上州のお宮とお寺神社

（生品明神）を祀ったとある。本社は新田義貞が挙兵した社とされる 篇p38

明治6年県の許可を得て生誕地細谷村に石祠を設け、同11年現在地に造営 名鑑pl58

田原太郎（俵藤太）秀郷（藤原秀郷）の子孫、忠網を祀ると伝われている。平将門 本庁データ

の乱を平定した秀郷の子孫がこの地を支配したとの伝説も残される

以仁王の挙兵に応じた源頼政を討った平家方武将という 本庁データ

千莱姓を名乗った初代・平常将。山子田神田に社殿完成という 本庁データ

新田義璽の臣。後醍醐天皇比叙山脱出の際、三条河原で奮戦。羅城門前にて割腹死 本庁データ

を遂げたという（「太平記』）

本庁データ

明治40年、下室田の大森神社へ合祀 東照宮p206

東照宮p206

東照宮p206

本社榛名神社は延喜式内の古社。江戸末期まで上野寛永寺の管轄下 神社誌料上pl003

東照宮p206

東照宮p206

東照宮p206

東照宮p206

東照宮p206

東照宮p206

文化10年再興 東照宮p207

明治年間、青木の神明宮に移遷 東照宮p206

明治40年、鎌田の笠科神社に移遷 東照宮 p207

鎌田の笠科神社に移遷か 東照宮p207

東照宮p207

東照宮p207
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

徳川家康 貝野瀬東照宮（武尊神杜境内札力） 文政5 村民力 群馬利根郡昭和村貝野瀬

徳川家康 川額東照宮（川額八幡宮境内社力） 犬保9 村民 群馬利根郡昭和村川額

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

徳川家康 入原東照宮（入原神社境内社） 群馬利根郡昭和村入原

徳川家康 東照宮 寛永 l 松平直基 群馬前橋市大f町

徳川家康 勝沢東照宮（勝沢神社境内社） 群馬前橋市勝沢町

徳川家康 東照宮（八幡宮境内社） 群馬高崎市八幡町

徳川家康 東照宮（赤城神社境内社） 群馬太田市新野町

徳川家康 東照宮 寛永21 天海 群馬新田郡尾島町但良田

徳川家康 赤城神社 群馬新田郡尾島町世良田

徳川家康 東照宮 寛永年中 正田氏 群馬新田郡尼島町徳川

徳川家康 堀口東照宮（賀茂神社境内社） 群馬新田郡尼島町堀口

＊徳川家康 赤城神社 寛永19 幕命 群馬勢多郡富士見村赤城

徳川家康 深山東照宮（金山八幡宮境内社力） 寛永19 幕命 群馬勢多郡富士見村赤城

＊徳川家康 浅間神社 群馬吾妻郡吾姜町荻生

徳川家康 郷原東照宮（榛名神社） ＊明治40頃 群馬店妻郡吾姜町郷原

徳川家康 原町東照宮（大宮厳鼓神社境内杜力） 群馬打妻郡合妻町原町

徳川家康 須賀尾東照宮（大宮厳鼓神社境内社力） 群馬吾杖郡吾麦町須賀Ii

徳川家康 萩牛東照宮（浅間神社） ＊明治42 群馬吾萎郡吾女町萩化

徳川家康 矢倉東照宮（鳥頭神杜境内社） 群馬吾妻郡吾妻町矢倉

徳川家康 川戸東照宮（浅間神社境内社力） 群馬れ妻郡｛け詞川戸

徳川家康 大柏木東照宮（諏訪神社境内社力） 群馬吾妻郡村妻町大柏木

徳川家康 中之条東照宮（柴宮神社境内社） 群馬吾姜郡中之条町西中之条

徳川家康 長野東照宮（諏訪神社） ＊大正 3 群馬吾妻郡長野原町横壁

徳川家康 東照宮 (H光神社。現諏訪神社） ＊大正11 群馬吾妻郡嬬恋村芦生田

徳川家康 ご原東照宮（＝＾原神社） ＊明治40 群馬仔妻郡嬬恋村ミ原

徳川家康 神梅東照宮（六合神社） 群馬lll田郡大間々町上神梅

徳川家康 東照宮（八幡宮境内社） ＊宝永 7 群馬高崎市八幡町

徳川家康 八幡原東照宮 群馬高崎市八幡原

徳川家康 仲町東照宮（稲荷神社境内社） 群馬桐牛rti仲町

徳川家康 安中東照宮（飽馬神社境内社力） 群馬安中市内上秋間

徳川家康 下川田東照宮（川田神社境内社） 群馬沼田市ド川田

徳川家康 恩田東照宮（熊野神社境内社） 群馬沼田市恩田

＊徳川家康 愛宕神社 ＊文政5 群馬沼田市息田

徳川家康 石原東照宮 ＊明治41 群馬渋川市石原

徳川家康 下仁田東照宮（馬山神社〔東神明 群馬甘楽郡ド「田町馬lll

宮〕境内社）

徳川家康 石打東照宮（菅原神社境内社） 村民 群馬邑楽郡邑楽町石打

徳川家康 松井田東照宮（八幡宮境内社力） 群馬碓氷郡松井田村

徳川家光 東照宮（八幡宮境内社） 群彫高崎市八幡町

那波八郎 火雷神社 群馬佐波郡玉村町下之宮甲

新田義国 義国神社 寛永20 群馬新田郡尾島町岩松

＊新田義重 増殿神社 群馬太田市沖野

新田義貞 新田神社（八幡宮境内社） 群馬新田郡尾島町岩松
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備 考 典 拠

東照宮 p207

東照宮 p207

東照宮 p207

前橋藩祖松平直基が越前勝山城主になった際、同地に祭祀。以後移封の都度奉遷し、 上1+1のお宮とお寺神社
慶応元年再度当地へ移封され明治4年遷宮 篇pl27

東照宮 p204

神社誌料上 pl024

本社の赤城神社は新田義貞の崇敬があつかったという 神社誌料上 pl029

天海は長楽寺住職。同寺には徳川氏の祖義季以来の墳墓があり、天海が住職となり KJ、11のお宮とお寺神社
東照宮も勧請されたと推測される。明治8年長楽寺より独立 篇p35

境内社を世良田東照宮に合祀か 東照宮 p205

旧正田家邸内社。明治初年に村の鎮守杜 東照宮 p205

東照宮 p205

赤城大明神他に合祀。本社は崇神代の創建という。酒井忠清社殿造営 全国上p218

赤城大明神他に合祀。本社は崇神代の創建という。酒井忠清社殿造営 全国上p218

全国上p218

明治40年頃、同所榛名神社に合祀 東照宮 p205

東照宮 p205

東照宮 p205

明治42年浅間神社境内神社であったものを本社に合祀 東照宮 p205

東照宮 p205

東照宮 p205

東照宮p205

東照宮 p205

大正3年、諏訪神社境内社であったものを本社に合祀 東照宮 p206

大正11年、奥間の日光神社であったものを諏訪神社に合祀 東照宮 p206

明治40年、三原神社境内社であったものを本社に合祀 東照宮 p206

元は六合神社境内未社であったものを本社に合祀 東照宮 p207

東照宮 p204

八幡原村古川の東照宮を移遷 東照宮 p204

東照宮 p204

東照宮p205

東照宮 p205

東照宮 p205

愛宕神社に合祀 東照宮 p205

明治41年、大山祇神社に移遷 東照宮 p205

東照宮 p207

東照宮p207

東照宮 p207

本庁データ

貞観年間、当地域民を苦しめた妖怪を退治し、朝廷から賞され那波郡をおさめたと 本庁データ

の伝承あり。伊勢崎市八郎神社の群馬八郎満胤の伝承と相違

源義家の子。当地新田郷を子の新田義重に継承 本庁データ

源義家孫。当地新田郷を父義国より継承 本庁データ

本社は石清水八幡宮の勧請で新田郡の総鎮守 神社誌料上 pl036
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

新田義貞 新田神社 明治 6 地元有志 群馬太田市金山町

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

新田義貞 新田社（高崎神社境内社） 群馬扁崎市赤坂町

新田義貞 新田神社（赤城神社境内社） 群馬太田市新野町

新田義貞 新田神社 群馬太田市金山町

沼田景泰 武尊神社 群馬沼田市下沼田町

藤原長良 長良神社 群馬太田市古戸

藤原長良 長良神社 貞観12年 赤井良綱 群馬館林市城西

（赤岩城主）

藤原長良 長良神社 貞観11年 群馬邑楽郡千代田町瀬戸井

藤原長良他 長柄神社 群馬邑楽郡邑楽町篠塚

＊藤原長良 長良神社 群馬邑楽郡邑楽町中野

＊源為朝 栗生神社 群馬勢多郡黒保根村上田沢

＊源為朝 赤城神社 群馬勢多郡黒保根村下田沢

＊源為朝 火雷神社 群馬佐波郡赤堀町香林甲

＊源為朝 大雷神社 群馬佐波郡赤堀町西久保

＊源為朝 瑳珂比神社 群馬佐波郡境町境

源義仲（木曾義 津雲神社 群馬碓氷郡松井田町下増田

仲）

源頼政 頼政大明神（頼政神社） 元禄11 松平輝貞 群馬高崎市宮元町

村岡忠道（小五 御霊神社 群馬前橋市元惣社町

郎忠道）

（埼玉）

秋山光政（新蔵 新蔵人神社 天和 3 埼玉児玉郡児玉町秋山

人光政）

＊足利輝氏 御所宮神社 天正12 埼玉北葛飾郡杉戸町下高野

岡部忠澄（六弥 御霊神社（権五郎神社） ＊江戸期 埼玉飯能市南

太）

加藤清正 消正公大神儀・為朝大明神石刷 埼玉吉川市上内川

（内川神社内）

加藤清正 清正公大明神（香取御嶽神社） 文政2 埼玉吉川市中曽根

金井新左衛門他 十士明神(+社神社） 貞治2 僧秀賀 埼玉入間郡毛呂山町大類

九士

鎌倉景政（権五 御霊神社（権五郎神社） 村人 埼玉飯能市南

郎景政）

鎌倉景政（権五 御霊神社 中世期 大庭景親一党 埼玉秩父郡両神村薄

郎景政）

鎌倉景政（権五 御霊社（豊布都神社） 中世期 埼玉熊谷市上奈良

郎景政）

鎌倉景政（権五 御霊社（大寄八幡大神社） 中世期 榛沢六郎 埼玉大里郡岡部町榛沢

郎景政）
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備 考 典 拠

金lll頂上の義貞の城址本丸に鎮座 上111のお宮とお寺神社

篇 p48

本社高崎神社は和田正信が城内榎森に勧請していた熊野神などを慶長3年、井伊直 神社誌料上pl014

政が諏訪社境内に移遷

本社赤城神社は由緒等不詳。新田義貞の崇敬があつかったという 神社誌料上pl029

本庁データ

宝治合戦により、三浦泰村の残党は沼田庄に落ちのび、泰村の子の家村は三浦姓を 本庁データ

かえ沼田景泰と称し、沼田城を築いたという

古来当所の産土神。明治37年に利根河岸鳥尾先より奉祀 名鑑pl58

赤岩城t赤井良綱が瀬戸井に創立し、郡中の鎮守となし、後、赤井照光が館林城主 名鑑 pl59, 神社誌料
となり、天福寺境内 現在地に奉遷。元禄9年同寺の側に社殿再建 上 pl044

藤原長良、東国平定の折に善政を行ったので、その余徳を慕い、これを勧請して、 名鑑 pl61, 神社誌料

上野国佐貫荘長柄郷瀬戸井村上の森に造営という。佐貫荘の総鎮守。これより文明 上 pl047

年間以降各村に分社されるという

元慶 5年大和国より藤原長良の霊を遷し相殿に奉祀 名鑑pl62

古来、本村の総鎮守。明治5年郷社 名鑑pl62

平安末期の武将源為義の子。鎖西八郎と称す。保元元年保元の乱には崇徳上皇方 本庁データ

につき、敗れて伊豆大島に流罪

本庁データ

本庁データ

本庁データ

本庁データ

本庁データ

輝貞は松平（大河内）高崎藩初代藩主として下野壬生より入部。始祖の頻政を石t 上小Iiのお宮とお寺神社
寺境内に祭祀。輝貞が越後村上より再人封直後の享保3年に大染寺境内（現在地） 篇pl28

に移築。正月の祭礼行列には城下町内からも参加という

桓武天畠第五の皇＋魃原親王より八世の後胤という。相模に住し鎮守府将軍鎌倉権 本庁データ

守とした。前九年 後三年の役に副将格で参陣という。五男が鎌倉権五郎景政とさ

れる

南朝方の桃井直常の部下として転戦。北朝方の阿保忠実との一騎打ちの逸話あり 埼玉の神社北足立他

（太平記）、猛者として知られた p784 

領主足利輝氏を□本武尊を祀る本社に合祀したという（裔野村志稿） 埼玉の神社大里他p844

鎌倉期‘り地の領主 埼玉の神社入間他p314

水害による疫病を防ぐために、疫病を防ぐに足る豪の者として源為朝とともに祭祀 埼玉の神社大里他p946

普門品供養のために造立 埼玉の神社大里他p960

貞治2年足利甚氏と芳賀某が：11地苦林野で合戦、僧秀賀が芳賀の家臣金井ほか9名 埼玉の神社人間他 p702

の霊を祀り、十士明神と称した。産土神（明細帳）

当地に疫病が発生した時に村人が勧請という。氏子落合氏の先祖が鎌倉より勧請と 埼玉の神社入間他p314

もいう

杜伝では文治年間、景政の曾孫の大庭景親の一党が源頼朝の追手を逃れ当地に落ち 埼[の神杜人間他

延び、八幡太郎とともに祀ったという pl432 

地内の荒川の川筋の氾濫による疫病などの厄災除。怨霊・御霊の祟りが権五郎の五 埼予の神社大里他p84

郎と音が似ているとも

当地を領した榛沢氏勧請という（新編武蔵国風上記稿）。景政は後三年の役で源義 埼玉の神社大里他

家家臣として武名をあげる p238 
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

鎌倉景政（権五 御霊神社 中世期 埼玉東松山市[E代

郎景政）

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

河原高直（太郎） 河原神社 文明18 埼玉児玉郡児予町風洞分

河原盛直（次郎） 河原神社 文明18 埼玉児玉郡児玉町秋山

黒田大和守 黒田権現社（稲荷神社境内社） 寛政期 村人 埼玉北埼玉郡大利根町中渡

黒田氏 黒田社（鷲神社境内社） 天明期 埼玉北埼玉郡大利根町外記新田

平維盛 六代権現（力神社） ＊江戸期 埼玉川口市伊刈

平童盛 小松大明神 小松寺（小松神社） 治承3 筑後守貞能 埼玉羽生市小松

平璽盛 小松神社 永禄2 小松大膳 埼玉児玉郡神川町小浜

平将門 将軍将門宮（熊野神社） 応永5 埼玉人間郡越生町黒廿l

平将門 平将門八幡 ＊天保9 埼玉秩父郡大滝村三峰

平将門 赤木神社（香取神社） ＊明治44 埼玉寺手市平須賀

徳川家康 仙波束照宮 元和 3 天海僧1E 埼玉川越市小仙波町

徳川家康 笠幡東照宮 埼玉川越市笠幡

徳川家康 古谷本郷東照宮（古尾谷八幡神社 埼玉川越市占谷本郷

境内社力）

徳川家康 大興寺東照宮 江戸期 越前松平氏 埼[川越市

徳川家康 連馨寺東照宮 埼玉川越市連雀町

徳川家康 八幡社 埼玉川越市野田新田

徳川家康 東照宮（諏訪神社） 文政期 松平忠尭 埼玉行田市本丸

徳川家康 長野東照宮（伊豆神社） 埼Fイ行田市桜町

徳川家康 東照大神社（秩父神社境内社） 元和 5 埼玉秩父市番場町

＊徳川家康 中町東照宮（今宮八大権現社） 元和 5 埼E秩父市中町

徳川家康 東照宮（旧西光院境内、八幡神社 近世 真言宗西光院 埼玉さいたま市大宮区飯田

境内社） 新田

徳川家康 八幡神社 埼r．さいたま市大宮区大成町
徳川家康 水利土東照宮 埼玉さいたま市大宮区水利土

徳川家康 大輿寺東照宮 宝暦年中 埼玉さいたま市浦和区大門

徳川家康 浄安寺東照宮（愛宕神社） ＊明治初年 埼屯岩槻市本町

徳川家康 大沢東照宮（香取神社境内社力） 埼屯越谷市大沢

徳川家康 大聖寺東照宮 ＊明治28 埼E越谷市相模町

＊徳川家康 鴻神社 埼Fー鴻巣市本宮町
徳川家康 鴻巣御殿跡東照宮 元和年間 小池氏 埼玉鴻巣市御成町

徳川家康 深井家東照宮 深井氏 埼玉鴻巣市

徳川家康 加村家東照宮 加村氏 埼玉鴻巣市寺谷

徳川家康 上彦川戸東照宮（香取神社境内社） ＊慶安4 埼玉三郷rli上彦川戸

徳川家康 加藤家東照宮 埼玉三郷市戸ヶ崎

＊徳川家康 伊奈利神社 埼玉熊谷市仲町
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埼玉の神社大里他

pl046 

河原氏は武蔵七党私（きさい）市党に属する一族で南川原村や行田市河原に住したと 埼玉の神社北足立他

される。高直は弟盛直とともに生田の森の合戦（現神戸市）で討死して源範頼に勝利 p774 
をもたらした（平家物語）。兄弟は当地に居住したという（新編武蔵国風土記稿）

河原裔直の弟 埼玉の神社北足立他p774

生祠、石祠。寛政年中領主黒田大和守の善政を徳として建立 埼玉の神社入間他

pl048 

生祠、石祠。天明の飢饉に際し、救済米放出 埼玉の神社入間他pl090

平清盛の長子重盛の子で嫡流。後に出家して妙詑を名乗ったという 埼玉の神社北足立他p20

小松内府平重盛は本社に熊野白山両権現勧請。治承3年の重盛没後、重臣貞能が出家、 埼玉の神社入間他p958

小松寺造営。埋葬地脇に小松大明神建立。明治元年別当小松寺僧は小松神社祠官

上J11平井城主上杉憲政の臣の小松が当地に寓居した際に創建という（郡村誌・ロ碑。 埼玉の神社北足立他

異説有） p868 

棟札では応永5年造営。氏子間では将門を討った藤原秀郷の守り本尊の成田不動尊 埼玉の神社入間他p602
参詣は禁忌とされた

天保9年「村差出明細帳 占大滝村」にあり 埼玉の神社入間他pl407

当地赤木は将門終焉の地といわれ、将門の血が木を赤く染めたことに地名由来があ 埼玉の神社大里他

るという p626 

家康の遺言により久能山から H光へ遷宮の際、喜多院に勧請という 埼玉の神社入間他p98

三島日光神社の相殿か 東照宮p208

東照宮p208

のちに前橋へ移遷し、前橋東照宮 東照宮 p50

熊野神社に合祀か 東照宮p208

家康の休憩地に塚を築きまつる（新編武蔵風土記稿） 東照宮pl80

家康の娘亀姫が父の肖像を持ち、子の忠明に伝え、忠明が大和郡山に社を造営した 埼玉の神社入間他

のにはじまる。その後、移封の都度遷座。忠梵が伊勢桑名から当地忍藩へ移封に際 p772, 798 
し、城内に勧請。祭礼日 4月17日には諏訪社とともに城下町人の参詣が許可、地子
免許地への感謝の念から、奉納金を行った

伊豆神社に合祀 東照宮p208

本社の秩父神社は延喜の小社 神社誌料上p948

本社の相殿。廃絶 東照宮p208

徳川家康が岩槻に向かう途中、当地の老松を賛美。この家康ゆかりの御指差松にち 埼玉の神社北足立他

なみ西光院が境内に祀る。この時相殿としたのが本社（八幡神社）という p264 

埼玉の神社北足立他p266

旧熊野山王社。慈眼寺境内社に合祀か 東照宮p208

廃絶 東照宮p209

明治初年、愛宕神社境内社に合祀 東照宮pl72

東照宮p208

明治28年、焼失廃絶 東照宮 pl73

小池家東照宮合祀 埼玉の神社北足立他p334

小池家東照宮鴻巣御殿跡 東照宮pl83

太平洋戦争後、廃絶 東照宮pl45

邸内社 東照宮pl44

東照宮p208

lll玉社カ 東照宮pl45

埼玉の神社大里他p20
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

徳川家康 東照宮 埼玉熊谷市銀座町

徳川家康 龍淵寺東照宮 埼玉熊谷市上之

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

徳川家康 熊谷寺東照宮 元和 2 埼玉熊谷市仲町

徳川家康 小島東照宮（唐鈴神社境内杜力） 埼玉本庄市小島

＊徳川家康 塚越束照宮（大宮住吉神社） 埼玉坂戸市塚越

徳川家康 小沼東照宮 埼屯坂戸市小沼

＊徳川家康 横曽根神社 埼玉川口市南町

徳川家康 長徳寺東照宮 埼玉川口市芝

徳川家康 大徳寺東照宮 埼玉川口市道合

徳川家康 船津家東照宮 埼玉鳩ヶ谷市里

徳川家康 観音寺東照宮 ＊万治3頃 埼玉東松山市松山

徳川家康 機神社（稲荷神社境内社） 寛政年間 埼玉蕨市塚越

徳川家康 東照宮社（愛宕神社境内社） ＊大正12 埼玉羽生市上新郷

徳川家康 東照大権現（鷲神社境内社） 埼恨；］；j生市発戸

徳川家康 法台寺東照宮 埼玉新座市道場

徳川家康 高山不動堂東照宮 埼玉飯能市高山

徳川家康 東照宮（神明il」王神社） 元和 2 埼玉H高市高萩

徳川家康 野々宮神社 埼玉日高市野々宮

徳川家康 高麗神社 埼玉H高市新堀

徳川家康 東照宮（三峯神社境内社） 寛永 l 埼玉秩父郡大滝村三峰

徳川家康 万福寺東照宮（万福寺境内社） 埼玉秩父郡皆野町皆野

徳川家康 東照宮（八宮神社境内社） 近世 高木甚左衛門 埼玉比企郡小川町中爪

徳川家康 川島東照宮（氷川神社） 安永 7 村民 埼玉比企郡川島町中山

徳川家康 東照宮（天神社） 江戸期 埼玉児玉郡児玉町秋山

徳川家康 浅見東照宮（八幡神社境内社） 埼玉児玉郡児F．町ド浅見
徳川家康 小平東照宮（石上神社境内社） 埼玉児玉郡児玉町小平

徳川家康 吉田林東照宮 埼玉児玉郡児玉町吉田林

徳川家康 関口東照宮（丹生明神社境内社力） 埼玉児E郡神川村関口
＊徳川家康 元阿保東照宮（阿保神社） 埼玉児玉郡神川村元阿保

徳川家康 奈花東照宮（稲荷神社境内社。現 文政13 村民 埼玉大里郡沼妻町卜根

上根神社境内社）

＊徳川家康 東照大神（身代神社） 埼玉南埼玉郡宮代町須賀

徳川家康 西光院東照宮 埼屯南埼玉郡宮代町東

徳川家康 東大寺東照宮 埼玉北紹飾郡杉戸町F高野

徳川家康 杉浦家東照宮 埼玉北窮飾郡松伏町大川戸

徳川家康 山崎家東照宮 埼玉北葛飾郡松伏町大川戸

徳川家康 吹上東照宮（大天八公社境内社） 埼玉北足立郡吹上町

徳川光岡（源義 桜木神社 昴ギ水、3 森田七郎左 埼玉所沢市西新井町

公） 衛門

戸田出雲守 戸田宮（八幡神社境内社） 埼玉羽生市名

豊臣秀吉 野々宮神社 埼玉日高市野々宮

豊臣秀吉力 豊聰耳（とよとみ）神社（金讃神 埼玉本庄市宮本町

社境内社）

新田義興 新田大明神（愛宕神社） 正平16 足利基氏 埼玉人間市豊岡
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伊奈利神社へ移遷か 東照宮p209

昭和25年、焼失廃絶 東照宮pl80

徳川家康はたびたび当熊谷寺へ立ち寄り、寺領30石を与えた。のちに廃絶。伊奈利 東照宮 plSO
神社へ移遷か

東照宮p209

東照宮p209

少林寺境内観音堂か 東照宮p209

埼玉の神社北足立他p68

廃絶。位牌現存 東照宮p209

廃絶 東照宮 p209

邸内社 東照宮pl46

万治3年頃再輿。明治初め廃寺のため廃絶 東照宮pl68

東照宮pl53

埼玉の神社人間他p932

鷲神社境内社へ合祀 埼玉の神社入間他pl038

境内東照宮廃絶 東照宮p209

廃絶か 東照宮p209

「山王宮 東照宮」と刻まれた石碑があり、元和2年の建立という 埼玉の神社入間他p656

埼玉の神社入間他p668

境内末社を、後に本社に合祀 東照宮 p210

本社の＝．峯神社は聖護院天台修験の本山。またお犬さま信仰があり、三峯講が形成 神社誌料上p954
された

東照宮p210

中爪の善光寺を創建（元和2)高木が同寺に絹本着色の徳川家康像を奉納した際に 埼玉の神社大里他
創建したともいう pll80 

明治40年氷川神社合祀 東照宮p209

新編武蔵国風士記稿で本社（天神社）境内社、現況では確認不可 埼玉の神社北足立他p794

東照宮p209

東照宮p209

日枝神社相殿か 東照宮 p209

東照宮p209

東照宮p209

旧田島村稲荷神社境内より上根社境内末社に移遷 東照宮 p210

埼玉の神杜北足立他pl464

昭和27年、焼失廃絶 東照宮p210

明治5年、廃寺廃絶 東照宮p210

邸内社 東照宮pl73

邸内社 東照宮pl46

廃絶 東照宮p210

農民で国学者の森田が本居宣長を主神に合祀 埼玉の神社入間他p226

生祠 埼玉の神社入間他pl022

埼玉の神社入間他p668

本社の金讃（かなさん）神社は児玉党本庄氏の本貰地のある 神社誌料上p941

新田義典は足利基氏を討とうとして矢口の渡しに戦死。祟りを鎖めるために祭祀 埼玉の神社入間他p430
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

新田義典 新田大明神（東愛宕神社） 享保年間 粕谷善三 埼予入間市東町

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

新田義輿臣一三士 一三騎稲荷神社（愛宕神社境内社） 足利基氏 埼玉入間市豊岡

新田氏代々（岩 釜山神社 天文2 岩松家 埼玉大里郡寄居町風布

松家先祖）

畠山重忠 畠山重忠公之墓（井椋神社内） 埼玉大里郡川本町畠山

畠山重忠 秩父神社（菅谷神社境内社） 貞永 lカ 地域民 埼玉比企郡嵐山町菅谷

榛沢成消 成清大神社（榛沢六郎成清社。八 元久2 榛沢成清家臣 埼玉大里郡岡部町後榛沢

幡大神社境内社）

＊比企能員 八王子権現社（熊野神社） 埼E東松山市岩殿

日出間元春 氷川神社 日出間家 埼玉上福岡市川崎

藤田璽利（康邦） 藤田社（藤田神社） ＊江戸期 埼玉大里郡岡部町本郷

藤田重利室 藤田社（藤田神社） ＊江戸期 埼玉大里郡岡部町本郷

藤田政行 藤田社（藤田神社） ＊江戸期 埼玉大里郡岡部町本郷

藤原千方（修理 千方社（千方神社） 中世期 埼玉加須市中央

大夫）

藤原千方（修理 千方神社 埼玉加須市土手

大夫）

藤原千方（修理 千方神社 中世期 里人 埼玉羽生市堤

大夫）

藤原恒儀 恒儀大明神（羽尾神社） 天長6 藤原恒政 埼玉比企郡滑川町羽尾

藤原利仁 利仁将軍社（利仁神杜） 延長 1 埼玉東松山市 F野本

堀田相模守 堀田宮（香取神社内境内社） 文政2 埼玉羽生市鶴指

堀田相模守 堀田大明神（氷川神社内） 明和 7 埼玉比企郡吉見町今泉

堀田備前守 宮（氷川神社内） 天保9 地域民 埼玉蓮田市高虫

本多弾正大弼 本多宮（千方神社） 文政6 村人 埼玉羽生市堤

松平忠明 東照宮（諏訪神社） 埼玉行田市本丸

松平升親（九郎 赤城社（八幡神社） 享保8 埼玉比企郡吉見町荒子

左衛門）

源為朝 清正公大神儀 為朝大明神石祠 埼玉吉川市上内川

（内川神社内）

源為朝 八郎神社（角折神社） ＊享保期 埼玉本庄市都島

源義家 塚越神社（大宮住吉神社） 文治3 源頼朝 埼玉坂戸市塚越

源義家 八幡社（八幡神社） 中世期 埼玉鵡ヶ谷市八幡木

源義賢（帯刀義 浅間神社 天福期 源義賢家臣 埼玉比企郡滑川町福田

賢） の子孫

源義平 御霊神社 中世期 埼F→東松山市正代

源頼朝 野々宮神社 埼玉日高市野々宮
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備 考 典 拠

扇町屋村の名主粕谷善三が村の開拓に関わり愛宕権現新田大明神（現愛宕神社）を 埼玉の神社入間他p428

勧請という

新田義典家臣を祀る。一三士の塚もあり祟るという（武蔵国風土記稿） 埼玉の神社人間他p430

岩松家は新田氏を先祖にもつ旧家で、当地関所の関番。新田義貞 義典 義宗など 埼玉の神社大里他p408

が祭祀

板東八平氏の一族秩父璽綱の嫡流。当地荘園領主として童忠先代重能が畠山を名乗る 埼玉の神社大里他 p278

当地に菅谷館を構え居住。北条氏により二俣川（現横浜市旭区）で討死。当地での 埼玉の神社大里他

善政、死を悼み祀ったという（社記） pl416 

平安後期、当地の領主。畠山重忠の重臣で、北条時政の策略により二俣川で討死。 埼玉の神社大里他

従者が遺骸を持ち帰り塚を築く p268 

比企氏は鎌倉御家人だったが北条時政により滅亡。能員の妻が本社に逃れたという 埼玉の神社大里他

伝承あり pl036 

甲斐武田氏家臣日出間元春ほか2名が当地に土着して開村との口碑があり、元春が 埼玉の神社人間他p484

祭神ともいう

当地域の領主。藤田璽利は天文年間北条氏服属。「新編武蔵国風土記稿」にあり 埼玉の神社大里他p274

当地域の領主藤田璽利夫人 埼限の神社大里他p274

当地域の領主藤田璽利の先祖 埼玉の神社大里他p274

佐野唐沢山城主鎮守府将軍藤原秀郷六男。千方も鎮守府将軍、当地を治める 埼玉の神社入間他p878

千方（ちかた）様と呼ばれる座像有り 埼玉の神社入間他p880

この地に善政をしいたという千方を祀る。境内の御手洗池は婦人病・瘤病などに効 埼玉の神社入間他p980

しヽ たという

比企ー郡の領主で相撲が強かったという。没後翌年（天長 6)、嫡子恒政により社 埼玉の神社大里他p980

殿造営という（恒儀上洛）。武人として崇敬

鎮守府将軍。比企氏は利仁将軍の子孫という。麻疹で苦しんでいた帝が当社への奉 埼玉の神社大里他

幣で平癒したなどにより諸病平癒の利益があるという pl074 

当地を治め善政を行ったとして生嗣に祀られる 埼玉の神社入間他p952

当地は宝暦13年より幕末まで堀田氏領。堀田相模守の善政を称え生祠に祀られたという 埼玉の神社大里他pl370

定助郷伝馬役の休役を認められたため備前守等3名を祀る（近世社寺報告書） 埼玉の神社北足立他pl364

当地を領し善政を施したとして、文政6年村内飯塚家邸内に生祠として祀る 埼玉の神社入間他p980

家康の娘亀姫が父の肖像を持ち、子の忠明に伝え、忠明が大和郡山に束照宮を造営、 埼玉の神社入間他

東照宮は移封のたびに遷座 p772, 798 

当地域の溢水防止のため川堀普請を行った代官。享保20年4月4日没なので当初は 埼至の神社大里他
生嗣か。没日を祭日にしたという。当地商人の岩崎家が多くの奉納を行う。明治41 pl364 

年本社（八幡神社）へ合祀

水害による疫病を防ぐために、疫病を防ぐに足る豪の者として加藤清正とともに祭 埼玉の神社大里他p946

祀

当地の属した那波郡は源為朝家臣の那波太郎の在所とされる。疱癒除の神。とうも 埼玉の神社北足立他

ろこしを禁忌する為朝伝承あり p704 

源氏の遠祖である義家は本社（住吉神社）に祈願していることから、義家霊が勧請 埼玉の神社入間他

されたという p518 

宝暦11年の武者絵馬など武者を描く絵馬が多く奉納され、源氏の武将にちなむ図柄 埼玉の神社北足立他

が本殿壁面に彫られる p504 

源義仲の父。甥の義平に討たれる。義賢家臣の子孫が当地に士着し天福期に祀った 埼玉の神社大里他

という（新絹武蔵国風土記稿など） pl272 

源義朝長男。 15歳の時、叔父源義賢と戦ってこれを斬り、悪源太の異名を得るが、 埼玉の神社大里他

このため御霊にまつられたともいう（正代行平置文） pl046 

埼玉の神社入間他p668

武
士
神
格
化
一
覧
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（
上
・
東
日
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編
）
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

（千葉）

青木昆陽（文蔵） 昆陽神社（秋葉神社境内社） 千葉千棄市花見川区幕張町

武士神格化一覧．稿（上・東H本編）

＊植村泰忠 鳴海神社 宝暦 1 植村家 千業勝浦市浜勝浦

牛尾胤仲 親社 江戸期 千葉香取郡多古町多古

太田道灌 末広神社 寛政 l 太田資愛 千葉山武郡松尾町松尾

＊奥野甚五郎 奥野神社 享保15 千莱鴨川市南小町

加藤清正 四社大神（四所神社） 千葉県佐倉市小竹

鎌倉景政（権五 御霊神社 ＊文政5 千葉千葉市若葉区小倉町

郎景政）

鎌倉景政（権五 五良神社 千葉印脂郡酒々井町上本佐倉

郎景政）

＊鎌倉景政（権 三社神社 千葉千葉市若葉区小食土町

五郎景政）

鎌倉景政（平景 御霊神社 慶長14 村内駒場有志 千莱安房郡和田町小川

政）

里見安房守 安房神社 千葉市川市中山

平将門 半t「1ネ土 天慶3 遺臣 千葉我孫子市日秀

平将門 将門神社 千葉東紹飾郡沼南町岩井

平将門 将門神社（八幡神社境内社） 千莱佐倉市大佐倉

徳川家康 御滝神社 千葉千葉市稲毛区長沼町

徳川家康 東照宮（意富比神社境内社、現常 元和8 千葉船橋市宮本

磐神社）

徳川家康 船橋御殿跡東照宮 貞享年中力 千葉船橋市本町

徳川家康 光明寺東照宮（光明寺境内） 嘉永7 千葉船橋市飯山満町

徳川家康 医王寺東照宮（東照宮社） 江戸期 千莱八日市場市イ2435

徳川家康 飯倉東照宮（三社神社境内末社） 千葉八日市場市飯倉西ノ内

徳川家康 東照社（葛飾八幡神社境内社） 嘉永 7 千葉市川市八幡

＊徳川家康 国分東照宮 文化6 千葉市川市北国分町

徳川家康 東照神社（八剣八幡神社境内社） 千葉木更津市高柳

徳川家康 木更津東照宮（八剣八幡神社境内社） 元和頃 千葉木更津市富士見

徳川家康 長須賀東照宮（日枝神社境内社） 千葉木更津市長須賀

＊徳川家康 佐原東照宮（水神社） 寛永14 千莱佐原市長島

徳川家康 八筋川東照宮（明気社境内社） 文化 l 千葉佐原市八筋川

徳川家康 野田東照宮 千栗野田市山崎

徳川家康 五木新田東照宮 享保15 代官 千葉野田市五木新田

徳川家康 佐野東照宮 千葉勝浦市佐野

徳川家康 東照宮（姉崎神社境内社） 千葉市原市姉崎

徳川家康 富津東照宮（八雲神社境内社） 千葉富津市岩坂

徳川家康 東漸寺東照宮 千葉富津市小金

徳川家康 八千代東照宮（八幡神社境内社力） 千薬八千代市吉橋

徳川家康 習志野東照宮（蔵王権現神社） 千葉習志野市実籾本郷

徳川家康 八街東照宮（権現神社） 明治8 千葉八街市は16
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備 考 典 拠

幕府書物方 千葉県神社名鑑p44

泰忠、家康関東人国に際し当地付近にて「石拝領。本杜創建。犬和2年3代後の忠 千葉県神社名鑑 p748

朝大名取立（勝浦藩）。宝暦 1年領地没収に際し配祠

胤仲は天正 1年多古城を居城としたが、同13年、飯櫃城t山室氏などに攻略、落城 多古由来記、千葉県神
という 社名鑑p561

明治2年太田資義が転封に伴い当地に移し、藩鎮守とする 千葉県神社名鑑p452

享保15年、京都卜部家より奥野大明神の神号授与。天海が陸奥より徳川家と縁ある 鴨川市歴史資料館、

甚五郎の霊を勧請との伝承。実在者か不詳 千葉県神社名鑑p832

本庁データ

境内碑石「文政五年九月吉日」とあり 千葉県神社名鑑 p31

千葉県神社名鑑p288

千策県神社名鑑p34

平景政は鎌倉景政か。慶長14年9月9日創建 千葉県神社名鑑p849

安房守は里見家10代目忠義か。慶長19年大久保忠隣（夫人の祖父）の事件にかかわ 千葉県神社名鑑pl41

りがあったとして、常陸国鹿島郡3万石の替地として、伯者国倉吉に左遷転封

明治42年、現社名 千葉県神社名鑑p220

千築県神社名鑑p225

千葉県神社名鑑p251

東照宮 p210

家康以来、本社に寄進 千葉県神社名鑑pl60

家康は当地の御成御殿を鷹狩に際し利用したという 東照宮 pl81

東照宮 p210

八日市場町内の医王寺に東照宮安置、明治2年東照宮と改称 千葉県神社名鑑p614

東照宮 p210

本社の約飾八幡（やはた）神社は寛平年間の創立という。徳川家康が武家の崇敬あ 神社誌料上 pll49

つい旧記により、朱印地を与える

東照宮 p210

本社の八剣八幡神社（八幡神社とも）は源頼朝社殿造営。江戸幕府朱印地を与える 神社誌料上 plll7 

東照宮 p210

東照宮 p210

水神社相殿 東照宮 p210

東照宮 p211

東照宮 p211

東照宮p211

八幡神社に合祀か 東照宮 p211

本社の姉崎神社は延喜式内社。治承4年源頼朝が社前で兵を閲しこれより流鏑馬神 神社誌料上 pl076
事が行われたという

東照宮 p211

旧東漸寺境内。社殿廃絶、神体は本堂に移遷 東照宮 p211

東照宮 p211

東照宮 p211

東照宮 p211
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編
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

徳川家康 粟生野束照宮 享保20 村民 T葉茂原市粟生野

徳川家康 那古寺東照宮 千葉館山市那古

武士神格化一覧．稿（上・東日本編

徳川家康 府馬東照宮（愛宕神社境内社） 文政13 千葉香取郡山田町府馬

徳川家康 東照宮（飽富神社境内社） 元和 8 幕臣 千葉袖ヶ浦市飯富

徳川家康 岩井東照宮（国勝神社境内社） ＊嘉永 6 千葉袖ヶ浦市岩井

徳川家康 東照神社(-松神社境内社）

徳川家康 東照神社（日吉神社境内社） 元和年中 村民 千葉山武郡大網白里町池田

徳川家康 南横川東照宮 元和 3 T策lll武郡大網白用町南横川

徳川家康 鳴浜東照宮（八幡神社境内社力） 千葉ll」武郡成東町

徳川秀忠 常磐神社（意富比神社境内社） Tー葉船橋市宮本
藤原師賢 小御門神社 明治10 千策香取郡下総町名占屋

堀田正睦（相模 石尊神社（穴川神社） 文政9 T葉T葉市稲毛に穴川
守）

間宮士信（庄五 高津比昨神社 f葉八千代市高津
郎）

源高秀 高津比昨神社 千葉八千代市高津

＊源義家 浅間神社 千兜松戸市小山

源義家 白幡神杜 千葉成田市長田

源義家 神明杜 元亀 lカ f葉八街市大谷流

源義家（八幡太 八幡神社 千葉印廂郡印西町白幡

郎義家）

＊源義家 白幡神社（須賀神社） ＊明治41 千策覗川市広場

＊源義家 丸郷神社 千葉安房郡丸lll町丸本郷

＊源義家 白幡神村（賀茂神社） 千葉安房郡丸山町加茂

源義家 八幡神社 千菜印靡郡白井町復

源義家 八幡神社 千葉印脂郡白井町平塚

源頻家 白旗神社 T・葉千葉市緑区刈田子町
源頼家 白幡八幡神社（大嶽神社） ＊昭和52 千策安房郡天津小湊町内浦

源頼朝 白旗神社 T^葉f-葉市緑区刈田子町
源頼朝 白幡神社 千策市原rli村上

源頼朝 白幡神社 千葉成田市北須賀

源頻朝 白幡神社 ｝じ禄10 千薬茂原巾斤1野

源頼朝 白幡神社（八幡神社） ＊昭和 7 千策茂原市八幡原

源頓朝 白幡神社 千葉ill武郡大網白里町トヶ傍ポ

源頼義 八幡神社（賀茂神社） 千葉安房郡丸山町加茂

（東京）

＊井伊直弼 菅原神ネt 明治3 村民 東京狛江市猪方

伊奈半左衛門 伊奈半左衛門杜（八剣神社境内社） 束京都調布市菊野台

太田道灌 道灌霊社（妙義神社境内社） 東尿豊島区駒込

太田道灌 東灌森稲荷神杜（田端八幡神社境 東京北区田端

内社）

小笠原貞頼 小笠原神社（大神山神社境内社） 東京小笠原村父島

加藤景忠 八幡杜（加藤神社） 村民 束京両多摩郡瑞穂町箱根ヶ崎

加藤清正 清正公、加藤神社トモ（八幡神社境 東京大田似束雪谷

内社）
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T葉県神杜名鑑 p33丘

昭和 7り、八幅神叶なとと合叫 i 
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I T策県神社名鑑 p116
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涼頼信(1)十 義家の父 1031年父に従い半應；；；切五しを銀I土 lり1l[i45年：こ4叶tに合祀，了栗県神社名裟 p871)
l —-----••- ---- ---------＿____＿＿＿_＿. - | -- -

昭和52年に本社：：合祀

4-----―-―----
村民は本末、和泉の1・1祖神社氏」マたったか、従来の木ネt竹原直）＇［を主神とし［を Ill兄 束京都神社名鑑 I‘j)-Iふ勺

岡・直弼を合祀・する神刊を新たこ移転削建

伊奈氏は仇々関束郡代

本ftは追灌が‘‘『神とあがめとこ＇， 9う 祭神？t由緒不詳

本庁テータ

東り（都神Jt名鑑 r.po73 

本庁データ

禁神は文様2年，徳川家康の命をうけ小筈！泉晶鳥を梵見しだという伝州汎↓城＿し 東点都fl|It1名饂］、 p4位
l ---..  

祭神は正しIll勝東負の客将で大止10年4月、この地て北条氏と戦い咬夕し間冶35年1JI［藤 束京都神社名鑑 l、p6o

神社に改杵

束京都神f1名鑑,I p:llll 
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

鎌倉景政（三浦 御霊権現（御嶽神社） 応永27 東京西多摩郡五日市町小和田

権五郎景政）

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

鎌倉景政（権五 御霊神社 ＊慶安2 東点八王f市館町
郎景政）

＊楠木正成 建武神社（氷川神社境内社） 東京港区白金

桂昌院 福寿神祠（柳森神社） 東京千代田区神田須田町

少将局 女塚霊神（女塚神社の境内社） 村民 東京大田区西蒲田

曾我祐成（十郎） 曾我霊社（冨士神社境内社） 東京文京区本駒込

曾我時致（五郎） 曾我霊社（冨士神社境内杜） 東京文京区本駒込

平将門 神田大明神（神田神社） 延慶2 時宗二世真 東京千代田区外神田

教上人

平将門 築土明神（築土神杜） 東京千代田区九段北

平将門 鎧大明神（鎧神社） 天暦初め 里民 東京新宿区北新宿

平将門 将門神社（熊野神社） ＊明治末 東京西多摩郡奥多摩町棚沢

多田満仲 多田神社 寛治6 源頼義同 東京中野［え南台

頼家

田宮於岩 於岩稲荷田宮神社 江戸期 田宮伊右衛門 東京中央区新川

伊達政宗 祖霊社（塩寵神社境内社） 東京港区新橋

＊徳川家康 平河天満宮 東京千代田区平河

＊徳川家康 太田姫稲荷神社 東京千代田区神田駿河台

徳川家康 紅葉山東照宮 元和4 将軍家 東京千代田区（江戸城内）

徳川家康 天守台下東照宮（二の丸東照宮） 元和 8 将軍家 東京千代田区（江戸城内）

徳川家康 護持院東照宮 元禄10 東京千代田区

徳川家康 根性院東照宮 寛文年中 延寿寺 東京中央区下谷湯島切通

＊徳川家康 住吉神社 漁民 東京中央区佃

＊徳川家康 福徳神社 元和年中 東京中央区日本橋室町

＊徳川家康 芝明神（飯倉明神とも。芝大神宮） 寛永11 東点港区芝大門

徳川家康 東照宮 元和3 遺言力 東京港区芝公園

徳川家康 天徳寺東照宮 元和年中 東京港区芝西久保巴町

徳川家康 大養寺東照宮 東京港区芝西久保八幡町

徳川家康 東福寺東照宮 天和3 東京港区麻布本町

徳川家康 如来寺東照宮 寛永年中 東京港区下高輪

徳川家康 桜田久保東照宮 江戸期 東京港区西新橋

徳川家康 稲荷神社 東京港区青山北町

徳川家康 東照宮（穴八幡宮） 慶安 l 東京新宿区西早稲田

徳川家康 東照宮（赤城神社境内社） 東点新宿区赤城元町

徳川家康 筑土八幡宮 東京新宿区牛込

徳川家康 月桂寺東照宮 寛永年中 東点新宿区市ヶ谷河田町

徳川家康 自証院東照宮 承応 l 東点新宿区市ヶ谷富久町

徳川家康 若宮八幡神社 東京新宿区若宮町

徳川家康 稲荷神社 東京文京区本郷

徳川家康 妻恋坂東照宮（妻恋神社） 寛永 5 束京文京区麦恋町
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備 考 典拠

大『8年、 h霊神f1,h ［神ネI合叱九霊神fl神鋭に「i卸宝大神杜、一訃油権廿郎景政 束京都神社名鑑下 pll7

是也 1略， I心永＿:I七年 1・_/JI八日」、午1nll仕神道裁許状に「御寄権現」とあり

神f象旦は慶安2年彩色とされる 東京都神社名裟下 p213

源義家の家来として従う

財比1去人建武義会がli!:z田（現晶Ill区〕建武ヶ丘にまつる I昭和30年港区氷II［神社 東京都神社名饂上 pl25、

IKII［神社

武

t
神
格
化

新Ill義奥I貰化の際、少将局が息成を尺くしともに宮される＂村民が哀れみ祀る

恵京都神社名鑑 1p211 

束京都神且ー名鑑 1p283 

:扁

覧

上人か当地遊i」で）折、 4刊門の包エが人々を悩ませCいると知り中II敗に祀・った。明冶 I東京都神刊名鑑Lpl5 
7年、摂fLの神とされた

ボ久戸明神とよはれていた本利への合祀時期なと不詳

将門の鉗を当地に埋めだという

束京都神社名鑑 1p19 

束京都神社名鑑卜 p549

|星：昏戸笠／：：p；6/

上
・
東
日
本
編

人田打存の娘の病をfIi戦で冶癒しだとし，う山城国の稲荷社か本社たが、合祀時期小詳 I東京都神社名裟上 p2l

叫心Jし年廃絶
• • --．． 

寛永l2年、一の丸へ移遷承応 3年紅葉山に合祀

ト札は家康が大坂よりilrTiこ勧請 相毀：こ合祀

東限宮］）23

東照宮］）訳6

束照ぢ］）21公

束照宮 p:!12

東京都神刊名鑑上 p37

東照宮 p212

徳川家康は寛水］1年8月大照大神他に合祀ご本村は寛弘 2年訓祠か，はじめ本村は 神刊誌料．Lpl 69, 

云享箆；ご奎云亡;:;::『：：：,:::：玉[:::に：；；：青ごt/]II;l:;),r ［[ :>

坊止惣も衛門邸内社

心は穴八幡宮境内社であったものをトtLに合祀．．．．．．．．．． 
本社は止安2年成立

本社1よ将車家（7)祈顆eJi

東照宮 p212

東限宮 p212

東照宮 p212

東照宮 p212
▲ ▲し一

東照宮 p212

束照吾 p21公

束京都神社名鑑 I.p5:J5 

束京都神社名鑑 I・ p54ll 

東照宮 p:!12

束照8p:!l:! 
•---••• --t-

東照宮 p:!12

け治年中、妻恋神社に合祀

束照営 p叫

本庁データ

束照宮 p213
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

徳川家康 根津東照宮 宝永3 東京文原区根津

徳川家康 円満寺東照宮 宝永 7 東京文京悩湯島

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

徳川家康 大保福寺東照宮 寛文貞享頃 東京文京区千駄木

徳川家康 伝通院東照宮 元和年中 東京文点区小石川伝通院

徳川家康 大聖護国寺東照宮 延宝頃 東京文京区大塚音羽

徳川家康 養国寺東照宮 寛永年中 東京文京区関口台町

徳川家康 東照宮（上野東照宮） 元和 9 藤堂氏 東京台東区 l．．野公園

徳川家康 東照宮（浅草神社） 元和 4 幕府 東京台東区浅草

徳川家康 智楽院東照宮 寛永12 東点台東区浅草

徳川家康 西福寺東照宮 東京台東区浅草新堀端

徳川家康 東漸寺東照宮 寛永20 東京台東区浅草新堀端

徳川家康 誓願寺東照宮 元禄 l 東京台東区浅草田島

徳川家康 源空寺東照宮 明暦年中 東京台東区浅草新寺町

徳川家康 幡随院東照宮 万治2 東京台東区浅草下谷

徳川家康 龍宝寺東照宮 元利年中 東京台東区寿

徳川家康 松平神社（鳥越神社） 寛永11 徳川家光 東京台東区鳥越

徳川家康 長命寺東照宮 東京墨田区向島

徳川家康 霊山寺東照宮 東京墨田区横Ill

徳川家康 大徳院東照宮 東京墨田区南本所元町

徳川家康 深川東照宮 寛永19 東京江東区深川

徳川家康 覚樹王院東照宮 宝暦頃 東点江東区深川

徳川家康 三所大権現（富賀岡八幡宮境内社） 貞享2 東京江東枢深川永代島

徳川家康 霊光院東照宮 寛永 l頃 東京江東屁深川三好町

徳川家康 霊岩寺東照宮 寛永年中 東京江東区深川白河町

徳川家康 三十三間堂東照宮 寛永19 東京江東区深川

＊徳川家康 八幡宮（荏原神社境内社） 東京品川区北品川

徳川家康 品川東照宮 元和年中 東京品川区南品川

＊徳川家康 稲荷神社（八幡神社境内社） 東京大田区久が原

徳川家康 八万塚東照宮（六郷神社境内社） 東京大田区束六郷

徳川家康 東照宮（大宮八幡宮境内社） 東点杉並区大宮

徳川家康 東照宮（王子神社） 寛永11頃 東京北区王子

＊徳川家康 香取明神（窮西神社） 元禄10 東京紹飾区東金町

＊徳川家康 東照宮（八王子神社。氷川神社境内社） 東京島飾区堀切

徳川家康 轡神社 江戸期 東京板橋区仲町

＊徳川家康 高木神社（稲荷神社境内社） 東京足立区柳原

徳川家康 稲荷神社 東京足立区青井

＊徳川家康 西玉（さいたま）神社 元和 8 平氏 東京八王十市平町

徳川家康 平家東照宮 平氏 東京八モ子市平町

徳川家康 日光権現社（日光神社） ＊明暦期 鈴木九太）こ 東点八干．子市長房町

徳川家康 東照宮（六社宮） ＊明治11 東京八王子市長沼町
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備 考 典 拠

誤りか 東照宮 p213

東照宮 p213

東照宮 p213

東照宮 p213

東照宮 p213

静岡浅間神社境内社八千文神社境内社に移遷 東照宮 pll5

寛永寺境内。社記に元和 9年創立。一説に寛永年中に天海が典し、同 8年に社殿等 名鑑 p214, 神社誌料
なるとも c 日光が参拝不便なため、上野山内に造営。また藤堂家の屋敷地に寛永4 上 pl75, 東京都神社
年造営とも。昭和 4年吉宗合祀 名鑑上 p96

浅草寺境内。寛永19年、三社権現（現浅草神社）に合祀。社伝では、元和 4年浅草 名鑑 p214, 神社誌料

寺の西傍に幕府より祀る 上 p207

東照宮 p213

東照宮 p213

東照宮 p213

誓頻寺は大正14年府中市に移される 東照宮 p213

東照宮 p213

寺は昭和 7年、小金井市に移る 東照宮 p213

東照宮 p213

江戸城の鬼門除として家光発顧により烏丸光広の勅使下向を得てまつる。関東大襄 東京都神社名鑑上 p82

災後大正12年合祀

東照宮 p213

東照宮 p213

東照宮 p213

東照宮 p213

東照宮 p213

東照宮 p213

東照宮p214

東照宮 p214

東照宮 p214

本庁データ

1日海晏寺東照宮、現荏原神社境内神社か 東照宮 p214

本庁データ

東照宮 p214

東京都神社名鑑上 pl79

本社の王子神社は元亨2年、領主豊島氏が紀J廿熊野権現を勧請。廃絶 神社誌料上 p231

本社は元暦年間創祀といい粘西33郷の総鎖守として鎮祭され香取明神と称した。当 東京都神社名鑑上p458,
地域は家康の鷹狩りの地で、家康が当社に立ち寄った際に人形浄瑠璃をみて奨励し 名鑑 p226、窮飾区郷土
たという。天正19年家康より朱印 (10石）を附された と天文の博物館

源頼朝は八王子権現を深く崇敬し、関西地方から移したという 東京都神社名鑑上p481

明治以降、祭神名変更か 東照宮 p214

家康は江戸築城に際し、当地に寄ったというが、不詳。 東京都神社名鑑上p400

近冊初期に次郎左衛門などが当地開地。安政3年再建棟札に次郎左衛門左衛門稲荷 東京都神社名鑑上 p440

とあり

元和 8年4月17日の徳川家康7回忌に龍光寺僧遷宮 東京都神社名鑑下 pl54

邸内社 東照宮 pl51

鈴木が葵紋の太刀を神体として杜殿を造営し、日光権現社としたという 東京都神社名鑑下 pl88

明治11年、八剣社・熊野社などと合祀し六社宮 東京都神社名鑑下 p210

武
士
神
格
化
一
覧
．
稿
（
上
・
東
日
本
編
）
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

徳川家康 東照宮山王社 東京八王子市扁月

徳川家康 日光権現社（正覚寺境内社） 東京八王子市下恩方町

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

徳川家康 東照社（御嶽神社境内社） 東京青梅市御様山

徳川家康 東照宮（大国魂神社境内社） 元和 4 幕命 東京府中市宮町

＊徳川家康 深大寺東照宮（深沙堂） 東京調布市深大寺町

徳川家康 小平東照宮（石神社境内末社） 東京小平市

徳川家康 平山東照宮（八幡神社境内末社力） 東京H野市平山

徳川家康 日光大権現社 東京秋山市牛沼

徳川家康 熊ヶ谷東照宮（熊ヶ谷神社境内社力） 正保年中 東京町田市熊ヶ谷町

＊徳川家康 大嶽金峯山蔵王権現（大嶽神社） 慶安2 東京西多摩郡桧原村大嶽

＊徳川家康 十三社神社 東京伊豆大島新島村

徳川家康（源家 大嶽神社 東京西多摩郡檜原村大嶽

康）

＊徳川光捌 菅原神社 明治3 村民 東京狛江市猪方

徳川吉宗 東照宮（上野東照宮） 昭和4 東京台東区上野公園

豊島近義 平塚神社 東京北区上中里

新田義輿 新田大明神（新田神社） 村民 東京大田区矢口

新田義典 十騎明神(+寄神社） 村民 東京大田区矢口

新田義輿 新田大明神（新田神社，八幡神社 東京東久留米市八幡町

境内社）

＊畠山璽忠 稲荷神社（碑文谷八幡宮境内社） 束京H黒lえ碑文谷

＊榛沢六郎 稲荷神社（碑文谷八幡宮境内社） 東京目黒区碑文谷

＊日奉宗忠 日野宮神社 日奉氏子孫 東京日野市栄町

＊日奉宗頼 H野宮神社 H奉氏子孫 東京日野市栄町

平山伊賀守氏重 御霊権現（御霊檜原神社） 東京都西多摩郡檜原村千足

別府太郎 別府神社 村民 東京日野市宮

真木和泉 紫灘神社（水天宮境内社） 東京中央区日本橋蠣殻町

源為朝 為朝神社 ＊慶長 7 東京八丈島八丈町

源為朝 為朝神社(+三杜神社境内社） 東京伊豆大島新島村

源為朝 為朝霊社（トニ．社神社境内社） 東京伊豆大島新島村

源為朝 城ノ山為朝神社 東京三宅村伊ヶ谷

源義家 八幡神社（白山神社境内社） 元禄年中 東京文京区印II

源義家 平塚三所明神（平塚神社） 豊島近義 東京北区上中里

（太郎）

源義家 松原神社（諏訪神杜） 東京新宿区高田馬場

源義家 吉富八幡社（八幡神社） 東京日野市百草

源義綱 平塚戸所明神（平塚神社） 豊島近義 東京北区上中里

（太郎）
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備 考 典 拠

東照宮 p214

東照宮 p214

本社の御獄神社は寛文9年大宰府御嶽山より勧請力 全国下 p328, 神社誌
料上pl85

武蔵総社の本社の境内社。徳川家康は本社に500石寄進 東京都神社名鑑下 p283

神仏分離後、青渭神社へ移遷か 東照宮 p214

東照宮 p214

東照宮 p214

東照宮 p214

東照宮 p214

大国主命他へ合祀。本社は占社だが中世に衰退。北条氏復興後、徳川氏は朱印地を 神社誌料上 p240, 東

与え、これにより家康が相殿に祭られる 照宮 p214

事代主命他と合祀 神社誌料上 p267

大嶽大神はこの地域の古社。徳川氏社領寄進 東京都神社名鑑下 pl30

村民は本来、和泉の白旅神社氏子だったが、従来の末社菅原道真を主神とし光囲 東京都神社名鑑下 p435

井伊直弼を合祀する神社を新たに移転創建

東照宮に合祀 名鑑 p214, 神社誌料
上 pl75

不詳。祭神は源義家の具足を埋め平塚を作った人物 東京都神社名鑑上p582

新田義貞の次男義興は父の死後、東国にて朝敵討滅を企てたが、正平13年鎌倉執権 名鑑p218
畠山道誓により矢口渡で謀殺。のち義典の怨霊をおそれ、村民が一社をたて新田大
明神と号す。神社別当真言宗典福寺（江戸砂子）。

祭神は新田義貞の次男。従者とされる伊弾正左衛門など12名を合祀 東京都神社名鑑上260

本社は元弘年中に義典の勧請という。また義興の像が安置する新田大明神の社殿も 東京都神社名鑑下388

併置という。元禄11年に両社火災、後に再典

祭神は源頼朝家臣。同じ家臣榛沢が宮野左近をして畠山の守護神（誉田別尊）を祀 東京都神社名鑑上 p234

らし碑文谷八幡宮成立という。

榛沢（はんざわ）は源頼朝家臣。 東京都神社名鑑上p234

武蔵七党の西党の祖宗頻の孫で西党の始祖 東京都神社名鑑下 p250

武蔵七党の西党の祖 東京都神社名鑑下 p250

祭神は後北条氏家臣で檜原城主。天正16年討死。元来、土地の氏神。昭和58年社殿 東京都神社名鑑下 pl30,

新築 檜原村史

宮村地頭別府太郎が上田村との土地争いで身をもって勝訴したため霊を祀ったとい 東京都神社名鑑下 p253
う。一説には鎌倉時代この地で戦死した同名の武上が里長の夢枕にたち当地の鎮守
を告げたともいう

本社は文政 1年有馬頼徳が領地久留米の水天宮を藩邸に勧請 東京都神社名鑑上 p29

保元の乱にやぶれ流された為朝を祀る 全国上p313

東京都神社名鑑下 p446

束京都神社名鑑下 p446

東京都神社名鑑下 p459

元禄年中までに本社の境内社か 東京都神社名鑑上 p59

豊島城主豊島近義は義家より具足等を授けられた。のちその具足をうめ平塚と称し 名鑑p223, 東京都神

た。また豊島氏は義家・義綱 義光三兄弟を合祀した 社名鑑上p582

神社創建は弘仁年中。源頼朝社殿造営。江戸初期徳川義直が信濃より諏訪神を勧請、 束京都神社名鑑上 p537

諏訪神社と改称。祭神合祀事情は不詳

康平 5年、源頼義が当社再建の際、義家は津田明神に武内宿ネ爾像を寄進したという 東京都神社名鑑下 p259

豊島城主豊島近義は義家より具足等を授けられた。のちその具足をうめ平塚と称し 名鑑 p223, 東京都神

た。また豊島氏は義家義綱 義光三兄弟を合祀した 社名鑑上p582
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祭神名 祭祀杜 創祀時期 創祀者 所在地

＊源義朝 為朝神社(+三社神社境内社） 東京伊豆大島新島村

源義光 平塚三所明神（平塚神社） 豊島近義 東京北区lこ中里

武士神格化一覧．稿（上・東日本網）

（太郎）

源頼朝 芝明神（芝大神宮） 東原港区芝大門

＊源頼朝 菅原神社 昭和10 住民 東京狛江市猪方

源頼義 松原神社（諏訪神社） 東京新宿区高田馬場

吉田松陰 正松神社（乃木神社境内社） ＊昭和37 東京港区赤坂

横山義孝 横山神社（八幡八雲神社境内社） 東京八王子市元横山町

（神奈川）

＊池上幸豊（太 汐留稲荷神社 神奈川川崎市川崎区池上新町

郎左衛門幸豊）

大久保忠世 大久保神社 明治26 旧臣等の有志 神奈川小田原市城山

大久保忠真 大久保神社 昭和10 神奈川小田原市城lll

太田道灌（持資） 五霊神社 明応 3 北条早雲 神奈川伊勢原市上粕屋1引

＊大庭景親 大庭神社 安永6 神祇伯資顕王 神奈川藤沢市稲荷

梶原景時 御霊神社 ＊近世 神奈川鎌倉市梶原

勝海舟 祖霊社（大山阿夫利神社境内社） 神奈川伊勢原市大山阿夫利山

鎌倉景成（梶原 五霊神社 元亀2 森義秀 神奈川横浜市戸塚区汲沢町

景成）

＊鎌倉景政（権 杉山神社 神奈川横浜市港北区新古田町

五郎景政）

鎌倉景政（権五 御霊社（神明社） ＊大正3 神奈川横浜市栄伍公田町

郎景政）

鎌倉景政（権五 御霊社 鎌倉期 神奈川横浜市栄［メ田谷町

郎景政）

鎌倉景政（権五 御霊神社 中世 長尾為景 神奈川横浜市栄区長尼台

郎景政）

鎌倉景政（権五 五霊神社 神奈川横浜市戸塚区汲沢町

郎禁政）

鎌倉景政（権五 御霊社（三島神社） 文治期 梶原景時 神奈川横浜市戸塚区深谷町

郎景政）

鎌倉景政（権五 御霊神社 中世 神奈川横浜市泉区中田町

郎景政）

鎌倉景政（権五 御霊神社 中世 神奈川鎌倉市坂ノ下

郎景正）

鎌倉景政（権五 御霊神社 建久 l 梶原景時 神奈川鎌倉市梶原

郎景政）

鎌倉景政（権五 御霊神社 仁平 l 鎌倉氏 神奈）1|横須賀市佐原

郎景政）

鎌倉景政（権五 八幡神社 神奈川横須賀市鴨居

郎禁政）
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備 考 ！ 典 拠

東京都神社名鑑下 p446

應島城主豊島近義は義家より尺足等を授けられた．t のちその具足をうめ乎塚と称た。 名経 p223, 東京都神
また翌島氏は義家・義綱・義光三兄弟を合祀した 社名鑑上 p582

本社は寛弘2年創嗣か＾合祀時期不詳たが頼朝が木社を崇敬したとの伝から後LU:に 神社誌料上 p!69, 名
合祀したものか 鑑p210

• - -

東京都神社名鑑卜 p-135

神rl創建は弘仁｛いれ源頼朝社殿造営。江戸初期徳川義直が信濃より諏訪神を勧請、 東京都神社名鑑 Ip:i37 
諏訪神村と改称。祭神合祀事情は不詳

昭和37年以降、乃木神村に勧請 東京都神社名鑑上pl34

横山義孝は武蔵じ党で天慶3年、八幡神社を再建したという 横山氏は 7代続くが 東京都神社名鑑下 pl47
和田合戦で滅びる

池上氏は藤原患平の後mlという。幸豊は名主として地域間発に尽）J」本社は宝1行11 神奈川県神社誌p105
年創立。池．ヒ新Ill 中村の守護神として勧珀

小田原に人り初代大久保小田原藩十・。 lH小田原城天守閣跡に社殿新築。明冶33年現 名鑑p242
在地へ

大久保家中奥の祖とされる第二次大久保小田原藩 7代藩丁＾の忠真合祀 神奈川原神社誌p252

9月13日1こ祀・ったのでこの日を祭Hとした 神奈川県神杜誌 p351

半安後期の武士＾―-相模出身。鎌訂娯政の曾係 沿承4年諒頓朝の挙兵に隙し石橋山 神余川県神社誌p217
て頼朝軍を破るものちに斬首

頻朝に仕えた鎌倉幕府初期の御家人，建久2年、景時が鎌倉景政を祀ったという e 神奈川瓜神社誌p205
r相模風十土」では景時の木｛象が景政火婦の木像の傍にあり｀等＇此寺持という

本庁テータ

も肱視王の末裔0)梶原景成のことて、景政の父という。御霊ti勧請に際し合9|9じ 神奈川県神社誌 p90

神奈川県神ネ1誌p60

人」L3年、村内4fIとともに木叶合祀 神奈川県神社誌 p7S

鎌倉幕府の鬼門の方角として建立というし天保5什f東札有 神奈川県神社誌p87

累政の玄孫景弘か廿地長尾に1lして長尾氏を名采り、その艮十為景が祖先を祀る村 神奈川県神社誌p99
岡付宮前御竺神ttの分霊勧請

御霊社勧油後に合祀 神奈川県神社誌p90

景時の中且景政の神雹を祀る，伊汀＝．島明神を勧晴。村人も鎮守とする 神奈川県神社誌 p88

藤沢市村岡御霊神社のi＿安2年の文畠に当地に分ネ1したと記される 神奈川県神社誌p91

景止：よ景政。御霊神社の本社Q 関東には大庖・梶原・長厄，村岡，鎌倉0)1'氏五家 神奈川県神社誌p201
があ：）、五霊神社があったか、後に御霊となり祭神も景政のみになったか 四地坂

J下の付近も屎政の領地の一部

i神奈川県神杜乱、 p205「相模風土記」では景政大婦の1象と伝わる木像二体という

後ー＾りの役に従った景政の忠誠を了孫に伝えるために祀？たという。「相模凶風土 神奈川県神社誌 pill
記」に村の鎮守、神休は村持という

I 神奈川県神ti誌pl52
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

鎌倉景政（権五 御霊神社 平安末 神奈川藤沢市宮前

郎景政）

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

鎌倉景政（平景 御霊社（御霊神社） 建久年間 住人 神奈川藤沢市名

政）

鎌倉景政（権五 御霊神社 建久年間 ギ景能 神奈川茅ヶ崎市南湖

郎景政）

鎌倉景政（権五 鎌倉権五郎社（八幡神社境内社） 神奈川平塚市広川

郎景政）

鎌倉景政（権五 御霊大神（上秦野神社） ＊明治42 神奈川秦野市菖蒲

郎景政）

坂田金時 金時神社（諏訪神社） ＊江戸期 神奈川足柄下郡箱根町仙石原

佐々木高綱 佐々木神杜（稲毛神社境内社） 神奈川川崎市川崎区宮本町

＊佐竹氏霊神 佐竹天王（八雲神社） ＊応永年間 神奈川鎌倉市大町

諏訪頼重 諏訪部神社 昭和初め 住民 神奈川平塚市諏訪町

曾我祐成（十郎 曾我神社（箱根神社境内社） 神奈川足柄―F郡箱根町元箱根

祐成）

曾我時致（五郎 曾我神社（箱根神社境内社） 神奈川足柄下郡箱根町元箱根

時致）

滝[]盛定 御滝権現（御滝神社） 文治年中 神奈川横須賀市久村

徳川家康 東照宮（瀬戸神社） 万治年中 代官八木― 神奈川横浜市金沢［え瀬戸

郎右衛門

徳川家康 東照宮（八幡神社） 安永 5 地頭小浜氏 神奈川横浜市磯子区原町

徳川家康 久遠寺東照宮 神奈川川崎市川崎に堀ノ内町

徳川家康 東照宮（叶神社境内社） 神奈川横須賀市束浦賀町

徳川家康 鴨居東照宮 村民 神奈川横須賀市鴨居

徳川家康 久里浜東照宮（八幡宮境内社） 神奈川横須賀巾久里浜

徳川家康 神明社（平塚八幡宮境内社） 神奈川平塚市浅間町

徳川家康 東照宮社（八王子神社） ＊安永 7 住民 神奈川平塚市平塚

徳川家康 中原御殿跡東照宮 明暦頃 村民 神奈川平塚市中原

徳川家康 東照権現社（日枝神社） 江戸期 神奈川平塚市中1見、上宿

徳川家康 蓮光寺東照宮 神奈川平塚市馬入

徳川家康 平井家東照宮 平井氏 神奈川平塚市横内

徳川家康 東照宮（片岡神社境内社） ＊文化7 神余川平塚市片1沿j

徳川家康 円覚寺東照宮 神奈川鎌倉市山ノ内

＊徳川家康 鶴岡八幡宮 ＊江戸期 神奈川鎌倉市雪ノド

徳川家康 光明寺東照宮 神奈川鎌倉市材木座

徳川家康 大長寺東照宮 神奈川鎌倉市内瀬

徳川家康 寿福寺東照宮 神奈川鎌貧市扇ヶ谷

徳川家康 江ノ島東照宮 神奈川藤沢市江ノ島

徳川家康 福原家東照宮 元和 8 福原久治 神奈川藤沢市渡内

徳川家康 伊東家東照宮 伊東氏 神奈川藤沢市用田
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備 考 典 拠

本社は天慶3年、村岡城主 村岡良文が山城国京極御霊神社を勧請。後に景政など 神奈川県神社誌p230
合祀

本社は平景政が村岡郷にあった早良親王の神霊を当地に分祠したもの。建久年間、 神奈川県神社誌p227

景政合祀

大庭庄懐島居住の景能の創嗣という 神奈川県神社誌 p261

景政の居城が本八幡宮北方五領ヶ台にあり本宮を崇敬したという 神奈川県神社誌 pl68

明治42年、村内各社とともに八幡神社へ合祀、のち現名称 神奈川県神社誌p314

明治4年合祀 神奈川県神社誌p422

佐々木高綱が源頼朝の命で本社の社殿造営 神奈川県神社誌 pl04

佐竹屋敷の一族の祠を応永年間に諏訪本社へ合祀といい、佐竹天王といった 神奈川県神社誌pl88

諏訪頼忠が徳川家康に仕え、＋孫は当地諏訪郭に居住。昭和の初め、諏訪家の祖頼 神奈川県神社誌pl73

重をまつる

本庁データ

本庁データ

民部大輔盛重の＋。水乏しき久村を盛定の郎党捨平が泉を見出し救済。捨平は当地 久村町内会

の名主となり滝本盛兼と名乗り、泉が枯れた際、 1B主・盛定の像を彫り、祠を建て、
水神として祀り御滝権現と称へたとの口碑

六浦にあった。明治10年、同村の瀬戸神社（伊豆三島明神を治承4年源頼朝が鎌倉 神社誌料上 p532

にはいった際、勧請したという）と合祠

本社は占社という。安永 5年小浜志歴守が当地の地頭となり、東照宮を勧請して相 全国上 p354

殿。明治29年八幡大神を現在名に改称

東照宮 p215

神奈川県神社誌pl53

岩窟内小廊］ 東照宮p215

旧相殿か 東照宮 p215

徳川家康は八幡宮の社殿再建、社領寄進など行った 神奈川県神社誌 pl71

安永7年の棟札有。のち名称をはばかり天保6年地誌御調言上帳には「小杜八王子 神奈川県神社誌pl76

権現」とある

慶長年間に家康が鷹狩のための宿所として設けた御殿跡。明治42年頃、日枝神社境 東照宮 pl67

内に移遷

家康は修営を行い、遊猟の際、幣吊も祀ったという。本社に合祀。のち中原御殿跡 神奈川県神社誌pl66, 

東照宮も移遷 東照宮 pl67

廃絶 東照宮 p215

邸内社。渋田川築堤許可への報恩という 東照宮 pl53

文化7年再興 東照宮 p215

画像のみ現存 東照宮 p215

明治以降、廃絶か 東照宮 p215

二尊堂に祀る 東照宮 p216

旧境内三社権現社。画像は本堂に移遷 東照宮 p216

廃絶 東照宮 p216

江戸時代には御旅所に祭祀、現在不明 東照宮 p216

邸内社。福原氏は後北条氏、のちに徳川氏につかえたという 東照宮 pl71

家康が休憩したという。邸内社、廃絶 東照宮pl48

武
士
神
格
化
一
覧
．
稿
（
上
・
東
日
本
編
）

-63-



祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

徳川家康 加藤家東照宮 神奈川藤沢市亀井野

徳川家康 青木家東照宮 青木氏 神奈川小田原市板橋

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

徳川家康 御陣場跡東照宮 元和3 柳川氏 神奈川小田原市寿町

徳川家康 無量寺東照宮 神奈川小田原市小田原

徳川家康 無量光寺東照宮 神奈川相模原市当麻

徳川家康 阿弥陀堂東照宮 神奈川秦野市曽屋

徳川家康 金蔵院東照宮 神奈川秦野市元町

徳川家康 溝呂木東照宮 溝呂木氏 神奈川厚木市厚木

徳川家康 三之宮東照宮（比々多神社境内社） 元和4 神奈川伊勢原市三の宮

徳川家康 薬師堂東照宮 ＊慶安期 神奈川伊繁原市日向

徳川家康 浄発願寺東照宮 神奈川伊勢原市日向

徳川家康 貴日土神社 神奈川海老名市中河内

徳川家康 東照宮（神明社境内社） 神奈川海老名市大谷

徳川家康 龍峰寺東照宮 寛政 l 神奈川海老名市国分

徳川家康 宗仲寺東照宮 神奈川座間市座間

徳川家康 八菅山東照宮 元和3 神奈川愛甲郡愛川町八菅Lil

徳川家康 御炭山東照宮 神奈川愛甲郡愛川町荻野

徳川家康 三増峠東照宮 神奈川愛甲郡愛川町三増

＊徳川家康 中津神社 神奈／1|愛甲郡愛川町田代

新田義貞 新田大明神（新田神社） 中世 里人 神奈川川崎市川崎区渡田町

藤原資盈 海南神社 天元 5 住民 神奈川三浦市三崎

藤原資盈 海南神社 神奈川三浦市三崎町城ヶ島

藤原盈渡姫 海南神社 神奈川ぞ浦市三崎

＊間宮豊前守祖 天照大神 神奈川横浜市港南区港南

先

三浦義意 居神神社 永正期 神奈川小田原市城山

三浦義春（多々 八幡神社 神奈川横須賀市鴨居

良四郎義春）

三浦義村 近殿神社 大矢部氏子 神奈川横須賀市大矢部

三浦義村 諏訪神社 神奈川横須賀市大津町

源実朝 白旗神社（鶴岡八幡宮） 神奈川鎌倉市町ノ下

源満仲（左馬頭） 左馬神社 中世 神奈川横浜市泉区和泉町

源満仲（左馬頭） 鯖神社 慶長期 清水鈴木 神奈川横浜市泉区和泉町

源満仲（左馬頭） 左婆神社 寛文期 石川治右衛門 神奈川横浜市泉区和泉町

源義家（八幡太 八幡菩薩（上秦野神社） ＊文禄3 神奈川秦野市菖蒲

郎）

＊源義家 天照大神 神奈川横浜市港南区港南

＊源義家 壺井宮（壺井三社権現） ＊元和 8 福原氏 神奈川藤沢市渡内

源義経 白旗神社 康元 l 神奈川横浜市戸塚区品濃町

源義経 白旗神社 宝治3 神奈川藤沢市藤沢
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備 考 典 抱

旧家臣。邸内社 東照宮p]49

旧杖持人。邸内社 束.照宮 pl46

小田原役陣場跡 柳Ill邸内社 束照宮 pl70

本堂に神像。東照宮の建物は廃絶か 東照宮 p216

廃絶 東照宮 p216

廃絶 東照臼 p2]6

二境内、不!Jj 東照宮 p216

家康が立ち寄ったという r 邸内社 東照宮pl48
,. -9 

← 
東照宮 p216

白髭神社に合祀か 東照宮 p216
← 
両像のみ現存 東照宮 11216

本庁データ

本社には徳］1|家光が札領など寄進 神奈川県神社誌p368

← ← 明-冶未年、弥．牛神叶へ移遷合祀か 東照宮 p216

御設跡に祭祀。社殴廃絶、神（象現1午 東照宮 p]67

明治23年、人社を本社に合祀 東照宮 p216

口在不UJJ 東照宮 p21,

＇ 菅原神社に合祀か 東照宮 p217

五隣の東照宮を明浩期に合祀か 東照宮 p217

延元3り、越前藤島で義貞死後に家臣旦早勝が形見をもって当地に下り、里人が形 神奈川県神社誌pl05

見を埋葬し新田大明神と崇める。家康人封後武士か信仰

清和人皇の時、資僻、大納言舟雄の議言により、筑紫の配面に赴く途中当地へ到着。 神奈川県神社誌］）ど96

当地をあらす洵賊を討ち、民政につくしたというし死後住民か川じる

｀川県神社誌p291
＇ 

三戦同時代小田原北条氏に属した武将、間宮悶韮守康俊。当地に＂よ父祖の代から受継
神奈川県神社誌p296

神奈II戌［神社誌p30

いだ佃下城があった

水正15年プ浦義意は北条早雲に敗れ白｝）、首が当山の松柏にかかる。 1件の怨霊の化 全r1lLp337 
導により首はおちた。その松の下に祠をたてる

義春は仮和 1年に鶴岡八幡宮を勧請という 本庁データ．神奈川県

神社誌 pl52

柑校の御家人。大矢祁氏子が祖神・三浦義利を'ilじる 1神余川県神社誌 pl56

千方（近殿ちかた）さまと呼ばれ、はしか病除けの神 神奈川県神ネ1誌pl39

神奈川県神ネ1誌 pl98

閣家降頃の勧話という。「相模七左馬（鯖）」 0）一つ。寛永2年能見松平氏が領して 神余川県神社誌 p92
以降、同氏も｛汀仰しまた地域の鎖守ともなる r 人保6年棟札には松平家と禎民の名

もある

創祀者は当地の郷tで氏神として勧晶という。元禄2年氏子住民が社殿修復 神奈川県神社誌p90

創祀者は伊予訓野氏後裔といし＼‘片地来住に1限し守護神としだという。慶長年中勧 神奈川県神社誌p93

諮という異説あり，．又保6年棟札h

棟札により丸禄3年再建確認。古くは八幡苫薩、 S）J治元年八幡神社と改称。その後 神奈川県神社誌p311

明治42年にいたる間、村内の各神社を合祀して社号を現名

神奈川県神社誌p30

福原氏は後北条氏、のち徳川氏家出。源頼義と合祀。元和 8介徳川家康を合祀して 束照岩 p!71

磁井＝．社権現と称しだという

天正］8年以降、当地を知行した新見氏か関与 神奈川県神社誌p82

首が当地に多トられたというし宝暦2年ft殿再建し坂戸川」糸合鎮守、白旗神社と称した 神奈川県神社品p2]4
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

＊源義経 御霊神社 神奈川茅ヶ崎市南湖

源義朝（左馬頭） 飯田神社 延応 l 飯田能信 神奈川横浜市泉［メ上飯田町

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

源義朝（左馬頭） 鯖社 中世 飯田家義 神奈川横浜市泉区下飯田町

源義朝（左馬頭） 左馬社 神奈川横浜市瀬谷区橋戸

源義朝 鯖神社 元禄15 井上瀬兵衛 神奈川藤沢市今田

源義朝 鯖明神社（七ツ木神社） ＊文禄年中 神奈川藤沢市高倉

源義朝 佐波神社 慶長16頃 神奈川藤沢市石川

源義朝 左馬神社 宝暦14 渡辺兵左衛 神奈川大和市上和田

門小川清

右衛門

源義朝 左馬神社 寛文10 辻忠兵衛 神奈川大和市下和田

源頼朝 浅間神社 神奈川横浜市磯子区森

源頼朝 白旗神社 乾元 l 神奈川横浜市戸塚区平戸町

源頼朝 白旗神社（鶴岡八幡宮境内社） 神奈川鎌倉市雪ノ F

源頼朝 白旗神社 明治 5 神奈川鎌倉市西御門

＊源頼朝 海南神社 神奈川二．浦市＿三崎町城ヶ島

源頼政 頼政神社 元文 1 神奈川足柄上郡lll北町神縄

＊源頼義 壺井宮（壺井三社権現） ＊元和 8 福原家 神奈川藤沢市渡内

村岡良文 五霊神社 元亀2 森義秀 神奈川横浜市戸塚区汲沢町

村岡良文 H枝神社 応永27 福原忠次 神奈川藤沢市渡内

村岡公致 五霊神社 元亀2 森義秀 神奈川横浜市戸塚区汲沢町

村岡致成 五霊神社 元亀2 森義秀 神奈川横浜市巨塚区汲沢町

村上義光（彦四 村上社（鎌倉宮境内社） 神奈川鎌倉市二階堂

郎義光）

和田義盛 白旗神社 弘長 3 和田住民 神奈/II二浦市和田

（新潟）

＊井伊家相霊 井伊神社 新潟こ島郡与板町与板

上杉謙信（景虎） 春日山神社 明治27 小川澄晴な 新潟上越市大豆

ど有志

奥田氏種 住吉神社 新潟中蒲原郡村松町甲

＊風間信昭 安塚神社 正1，心 l 新潟東頸城郡安塚町安塚

＊北畠親房 斐太神社 新潟新井市宮内

北畠親居 霊山神社 新潟新井市両善寺

榊原康政 榊神社 明治9 IH藩士 新潟上越市大手町

＊榊原忠次 榊神社 明治9 旧藩士 新渇 r．越rlik手町
＊榊原政令 榊神社 明治9 旧藩士 新潟上越市大手町

＊榊原政敬 榊神社 明治9 旧藩士 新潟上越市大手町

徳川家康 中屋敷東照宮（春日神社境内末社力） 新潟長岡市中屋敷

徳川家康 東照宮（天宗寺） 寛永2 幕命力 新潟上越市寺町

徳川家康 護念院東照宮 榊原氏 新潟上越市
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源頼朝のタヒは義糸予の怨エとの見方から、 1位雰のため鎌貧景政に合祀 神奈IIIt見神ネt誌 p261

能信は当地の地頭という。寛政l』年、飯田大唄神の神号c 十月模七鯖（左比lの一つ 神奈川県神社誌 pり5

一説に小田原餃北条時代のIll上藤兵衛勧請こも 天正18り、出地を領しt：筵ん春が 神奈川県神社誌 p96
F飯田村鎖すとして崇敬

＇I 神奈Ill県神-社誌 plOO
創祀者は当地仕J、て発起造立 神奈川県神社乱 p立4

人仕年中に渋谷義市の崇敬か1旱か→たとい＇） 、と政9年再建 「相模風 1記」に鯖 神余川県神社i［芦訪
明神ネt 明治初年に七ツ木神社と改称

＇ 相模七佐波のつという 神奈川県神社誌 p213

切祀者は名t．し文化13年には伯侶がIi.穀豊杭の祈願して利丘かあったことから、五 神奈川県神社誌 p34l 
穀翡穣・家内安令の守護神化

創祀者は＇片地の地頭 c 武家・庶民ともに伝仰3 現在、痘疱守護八カ除の祈願がされる 神奈川児神ti誌 p342

---
神奈川胆神刊［志 p44

乾）し 1年勧請-祈訊扁柑模風l叫に記載 神今川県神社此j)84

頼朝の位所を守る法箪土か前身。神仏分離後建立，，頼朝を白旗大明神として祀った

神余川県神社誌[)14け

神奈川県神社誌pl97
のは、応安6年に西御門の報恩寺：こ祠か祀られていたという記録あり

神奈川県神杜誌p291

元文几年建立棟札あり 神奈川県神社乱pllo

福原氏は後北条氏、のち徳川氏家臣う；原義家と合祀。元和 8年他Ill家康を合祀して 東照宮 pl71
壺井三ft権現と称したという c

四地：よ村岡郷に属し、義秀が日岡郷冒前村の御字社勧請。のちに鎌倉権五即贔政合祀 神余川県神社乱 r〕り（］

高望上第5+HIii,1艮文が当地村岡村渡内に届仕する際に 1]枝大神勧請。幅原か社殿 神奈川県神社誌匹：111
を現在地に移した際、良文合祀

当地は村1;(，]祁に属し、義秀が村岡郷冒前村の御霊社勧ぷ 神奈川県神社誌 p90

神在川県神社,;1p90 

鎌貧 南北朝期の信晨の武栢 大塔給護良視Tの身代わりどして吉野蔵 1立1大門 本1rデータ
上て自害

北条氏討滅に失敗しHメJ 1日領民がIH領lを祀る 神奈川射神ft誌p290

JI伊氏（譜代1は牧野氏（諮仕，にかわり丁永」，年以降9」板藩十← 本汀テータ

存11111城址に建設。小川は1Fl高田藩十 名饂． p兵52、神村誌什
上p877

堀村松藩TO)祖先か。村松渚は外様小藩 本庁データ

越後の南東方式打 本社は1乱閲 家の武運丘ク喜 1口］氏没落後も1し々の城 名編p:!62
土：：祀られ、ことに古田英忠は仕殿建立。昭和 s年、諏訪神村、同10年安ぷ神社と
改名

i本庁データ

本庁データ

榊原康政は慶長11年、上州飯林で＼文。当地は寛保元年以降、康政の後裔か祖＋。明 名鉗 p252
;‘i,1,9年城外大手前巳社殿建寸

榊原康政の＋。高田渚榊1原家の相 本庁データ

榊原高F]湘3代藩中 本庁データ

榊原贔田藩6代て闊末の藩t 本庁データ

束照宮 p218

明治初年／発絶 東照宮 p公18

明治維新後、東京榊原邸に神体移遷 東照宮 p218

政
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祭神名 祭祀ネt 創祀時期 創祀者 所在地

徳川家康 称念寺東照宮 新潟上越市寺町

徳川家康 東照宮（長恩寺境内） 新潟南魚沼郡塩沢町塩沢

武士神格化一覧．稿（上・東日本福）

徳川家康 東照宮（蓮華峰寺境内） 正保4 新潟佐渡郡小木町小比叡

徳川家康 東照宮 寛永10 佐渡奉行 新潟佐渡郡相川町下山ノ神

徳川家康 東照宮（正光院） 寛永17 新潟両津市羽吉外羽黒

＊徳川家康 諏訪神社 新潟五泉市土掘

徳川家康 白山神社 新潟見附市栃窪町

＊徳川家康 諏訪神社 新潟栃尼市小向

＊徳川家康 日光神社 新潟栃尾市土ヶ谷

＊虎御前 大和神社 新潟 r．越市今泉
内藤信成 藤基神社 享保 2頃 内藤家 新潟村上Itiこノ町

内藤信敦 藤基神社 新潟村上市三ノ町

内藤信思 藤基神社 新潟村卜叶i三ノ町

新田義貞 八木神社 新潟南蒲原郡下田村北五百川

新田義興 八木神社 新潟南蒲原郡下田村北五百/II

新田義顕 八木神社 新潟南蒲原郡下田村北1i百川

＊日野資朝 大膳神社 新潟佐渡郡真野町竹田

＊日野資朝 慎野宮 新潟佐渡郡真野町真野

藤崎宜明（順左 宜明社（八幡宮境内社） 新潟＿こ条市敦田

衛門）

掘直奇（なおよ 住吉神社 新潟巾蒲原郡村松町甲

り）

掘直央（奥田直 直央神社 文久2 新潟中蒲原郡村松町6435

央）

掘丹波守 神明神社 新潟南蒲原郡ド田村鹿峠

牧野忠辰 蒼柴霊神（蒼柴神杜） 享保7 牧野忠寿 新潟長岡市悠久町

＊溝口秀勝 諏訪神社 新潟新発田市諏訪町

溝口秀勝 豊田神社 新潟新発田市五iクミ野

溝口直諒 豊田神社 新潟新発田市五卜公野

源義家（八幡太 八幡社 新潟南蒲原郡川上町坂田

郎義家）

（富山）

楠木正成 伊勢1,：神社 富山氷見市伊勢大町

徳川家康 東照宮 ＊大正 1 村民 富山黒部市中陳

＊徳川家康 埴生東照宮（護国八幡宮） 村民 富山小矢部市埴牛

＊豊臣秀古（盟 櫛田神社 富山射水郡大門町串田

臣大臣）

中黒六左衛門 中黒大明神（愛宕神社） 江戸期 町人 富山氷見市地蔵てノ甲

前田利家 天神社（屡lll神社） 弘化4 郡奉行 富山富iii市岩瀬梅本町
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価 考 典 拠

明治初年廃絶か 東照宮 p218

廃絶か 東照宮 p218

台徳院廟とも二棟 東照宮 p218

幕命により神像を安附する o I発藩後、相川のK放や奉行所員の産上神ゆえ、明治6 神社誌料1-p900, 

年郷社に列す。昭和31年下巨村の善知鳥神flへ移遷 東照宮 p218

旧羽黒権現別当寺境内 東照宮 pl29

本庁データ

本庁データ

本庁データ

本庁データ

曾我兄弟の兄十郎祐成の恋仲の女性で、柘成死後、尼になったという 本庁データ

江戸内藤家屋敷内に藩祖信成を祀り、藤基神ネtと称す。嘉永2年村上城内八幡宮境 名鑑p254
内に現在の社殿を造常。江戸屋敷の藤桔神杜から信成の分霊を遷座し、在来の八幡

神 稲荷神のこ柱も合祀、藤基神社と称した

内藤村 1：藩6代溜i:→ 名鑑 p254

内藤村t：藩 7代藩主 名鑑p254

南北朝期武将。はじめ鎌倉御家人だかのち南朝方となる 本庁データ

新田義貞次子。主に東日で活動c 多序川矢「l渡しで謀殺されたという 本庁データ

新田義貞嫡子。越前金崎城で自古 本庁データ

正中の変の鎌倉幕府討幕計［側が発覚し佐渡へ配流 本庁データ

本庁データ

本庁データ

掘村松藩祖c‘寛水16年に＿ーリ男直時に遺禎 3)J▲れが分与され村松藩）戎訂 本庁データ

掘村松9代藩 i:「、文政2ー安政4年までの治政につき中興の祖として祀る 村松町史 p924

掘村松6代藩主直教か 本庁データ

牧野長岡藩3代藩「（譜代）、，在位延宝2ーが．保6年の忠辰は神道に関心深かく、 名鑑p251

神道家橘二喜を招いた。長岡城内に祭祀（，古田神祇官より事代下命の故事により、

蒼柴霊神の神号授与。のち蒼柴大明神

初代溝口新発田藩中。大平寺藩から慶長3年に人封。本社はイは濃国から移住した人々 名鑑 p253,

が本国の氏神を勧請したものといい、宝暦5年、藩主溝L1直温が現在の社殿建立 全円上 p371

初代溝口新発田藩じ。秀勝は柴田勝家を討って功があり、加買国大聖寺城に移封の 名鑑p252

慶長3年新発田城に移る

10代溝口新発田藩l: 名鑑p252

本庁データ

本社は神明宮などをへて犬保14年より現札り 富山県神社誌、p621

本村が争いで二村に分離したP祭、‘片社も分けて建立C 大正元年洪水で崩壊、後に再建 富山県神社誌p338

東照宮 p218

本庁データ

氷見町奉行兼今石動奉行の時、地蔵町人なとの難儀救済、奉行在任中に生祠。現在 富山県神社誌 p650

加賀藩前田氏家老中黒氏f孫を招き、 5年ごとに中黒大明神報恩感謝祭

郡奉行が新川郡出役所設置の際に申し出、犬渦犬神に合祀することを仕民と協議し 富山県神社誌 p30

て一決。明治5年尾山神社と変吏
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

前田利家（菅原） 八幡社（雄山神社境内杜） 富山中新川郡立山町岩餅寺

前田利家 天満宮 村民 富山射水郡小杉町塚越

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

前田利次 国玉社（於保多神社） 文化年間 前田利幹 富lil富山市於保多町

前田利常 天満宮 村民 富山射水郡小杉町塚越

＊前田利長 高岡神社（高岡関野神社） 明治期 富山高岡市末広町

＊前田利長 有蟻正八幡宮 富山高岡市横田町

＊前田利長 木町神社 富山高岡市木町

前田利長 天満宮 村民 富山射水郡小杉町塚越

＊前田利保 於保多神社 明治44 富山富山市於保多町

前田治脩 天満宮 江戸期 領民 富山ド新）1|郡宇奈月町愛本新

＊前田正甫（ま 於保多神社 明治44 富山富山市於保多町

さとし）

＊前田正甫 鹿嶋神社 富ll」富山市鹿島町

＊前田正甫 薬祖杜（豊栄稲荷神社境内社） 富Lll富山市茶屋町

＊水野藤兵衛 天満宮（移田神社境内社） 富lll高岡市中田

源義仲（木曾義 天照社（ r.大浦神社） 正治 1 海野道俊 富ill上新川郡大山町 r．大浦
仲）

＊源義将 櫛田神社 富111射水郡大門町串田

（石川）

板屋兵四郎 八幡板屋神社 近批 石川金沢rli袋板屋町

板屋兵四郎（平 板屋神社逝拝所（金沢神社境内社） 石川金沢市兼六町

四郎）

＊織田信長 泉野天神社（泉野菅原神社） 石川金沢市野町

九里（くのり） 弁財犬社（本折H吉神社） 石川小松市本折町

正長

斎藤実盛 多太神社 伍川小松市上本折町

富樫忠頼 護国神社（布市神社） 文治5 富樫泰家 石川石川郡野々市町本町

富樫泰家 関宮（安宅住吉神社） 伍川小松市安宅町

徳川家康 東照宮（尾崎神社） 寛永18 前田利‘常 石川金沢市丸の内

徳川家康（東照 稲荷神社（久心伊奈太技比昨神社 元tll1 能登代官 11111じ尾巾飯川町

神） 境内社） 村民

＊徳川家康 八幡神社 ィ1川；J;J咋郡冨木町豊後名

＊徳川家康 瀬戸比古神社 石川羽咋郡志賀町直海

冨木俊行 城山神社 (H詰彦神社） 石川羽咋郡富来町貝田

冨木斎藤 城山神社 (H詰彦神社） 石川羽咋郡富来町貝田

豊臣秀占 卯辰IIJ王社 卯辰観音（豊国神社） 応和 2（慶 前田利長 石川金沢Ili卯辰ll|
長6とも）

豊臣秀吉 多太神社 石川小松市上本折町

＊新田貞員 城山神社（日詰彦神社境内社） 石川羽咋郡富来町貝田
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備 考 典 拠

本庁データ

富山県神社誌p584

利次は初代富山藩主。 3代加賀藩主前田利常二男。利幹は9代富山藩主。明治6年、 全国上p386, 富山県
天満宮と合祀し於保多神社と合併 神社誌p27

3代加賀藩主。初代富山藩主利次父 富山県神社誌p584

2代加賀藩主。富山・高岡城主も歴任。本社は旧称稲荷社で慶長15年、前田利長が 富山県神社誌p867

本庁データ

富山県神社誌p488

富山城主も歴任し、 2代加賀藩主。利家・利常などと合祀 富山県神社誌p584

lOf切富山藩主 富山県神社誌p27

富山県神社誌p316

2代富山藩主 富山県神社誌p27

本社は越中鎮護、薬神奉斎社として桃山時代の創建という。越中売薬の創始者富山 全国上 p389, 富山県
2代藩主前田正甫当社境内産湯を使用。正甫は産士神・祈願所とし、売薬の振興を 神社誌p21
祈願

富山県神社誌p51

富山藩治水奉行。治水事業の遺徳により藩祖菅原大神と祀る 富山県神社誌p521

道俊は義仲家臣。主君亡き後出家、菩提を弔い天照社を創建し祀る 富山県神社誌pl62

本庁データ

加賀藩算用奉行稲葉左近の配下のt木技術者。寛永年間、辰巳用水を設計・監督 石川県神社誌p47

本庁データ

本庁データ

前田利常が小松在城時代の小姓で絹織物の普及につとめた 本庁データ，本折日吉

神社

加賀篠原の戦いで戦死、屍が蛭になったという伝承あり、虫追いに効能 本庁データ

住吉三神に富樫家先祖忠頼の木像を祀り護国神社と称したという。同家滅亡後衰微 石川県神社誌p227
したが、前田家が保護、明治 1年富樫郷住吉神社

源義経が奥州へ逃れる際に安宅関を通過した時の関守という。義経を見逃したとい 本庁データ

う歌舞伎勧進帳の人物

日光東照宮神霊を利常が勧請｀城内に社殿造営、寛永20年鎮座。別当寺をおいて神 石川県神社誌p35
護寺と称す（明治2年廃止）。明治11年現在地に遷座

天領61村の守護神として稲荷大明神とともに勧請 東照宮pl40

東照宮p218

東照宮p218

本庁データ

本庁データ

2代加賀藩主利長は卯辰山の一峰に秀吉を祀るが、徳川氏をはばかり卯辰山王社と 名鑑p278.
する。卯辰観音院を別当とする。例祭には神事能を奉献するのが例で「観音院」の 全国上p416
神事能と呼ばれ、衆庶が群衆。明治2年、神卯仏辰分離の際、秀吉を主神として豊国神
社。同19年大手町、同40年現在地に移り、 山天満宮を合祀

本庁データ

南北朝期の武将 本庁データ
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 酎在地

長谷部信連 武健神社（長谷部神社） 寛永21 長連頼 I石）1|応．郡穴水町川品

武士神格化一覧．稿（上・束日本編）

長谷音闘信連 瓜建霊神（艮谷音［神社） 明祐 5 石川江沼郡山中町南町

畑時能 畑神社（八幡神社） ＊昭利37 {i Ill加賀市大平＃畑町

＊福富行清 城山神社 (II語彦神社） 石Ill]、J叶郡富釆町貝田

＇ 享保9 石川河北郡車幡町潟瑞前田絹紀 加質神社 村人

--

前田利家 卯辰八幅（厖山神tt) 礼戸期 前田家 石/II金沢市尾山町

＊前田利家 菅原神社 ，ィi!II羽咋郡，も雄町菅原

--
削Ill利常 尼崎神社 石川金沢市丸の内

前IH利常 小松神社 1小松）、満宮） ＊陀和12 石川小松rl」天神町

前田利常 段島神社 江戸期 前Ill家 ゎIll小松市人／II町

削Ill利常 令谷神社（尾山神社） 疫長貼 ＇ 石Ill金沢市弔山町

削田利長 金谷神社（尾山神tt) 石川金沢市屯山町

前出利治
-“+ 

松島神ネt（江沼神社） 明冶 7 {1111加賀市大聖守

l 
前田斉広 大神社（金囚神tt) 石川全沢市兼六町

□田斉泰 天神村（金沢神社） 石川金沢市兼六町

前田歴代藩主 i祖需社（多太神ネI) 石川小松巾 1,本折町

源義粁 関宮（安宅仲吉神社境内叶‘) 石川小松市安宅町

源頼義 高良社（若宮八幡富） fill!松任市若宮

（福井）
＇ 

＊有馬晴侶 ， 御寄社（霞城神社・国神神社 江戸期 有馬系 福井坂井郡丸岡町石城戸

瓜生保 柚山神社

L酒井忠勝 小洪神社 明祐 8
ーロ旧面領有二、としr門

福井小戊巾竹原御本丸

酒井忠勝 墳餃明神（小讃岐神社） 寛文期 福井小瓜l|i下中井湿谷

酒井忠勝（源） 白石神社 村民 井遠敷郡上中町熊Ill

酒井忠棚 絢山神社 UJ]治38 福井故賀市鞠山

柴Ill勝家 柴田神社 明治 6 福井幅井市中央

鈴木重栄 恒道神社（福井神社培1村社） 昭和18 福井福井市大手

鈴木重栄（七税） 世直神社 昭和 2 hふ ＇福井福井市みのり 3
--・・ 

鈴木直栄（主税） 軋直神社 江戸期 地域民 福井福廿市みのり 1
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備 考 典 拠

に連は後白氾I犬皇に仕え、鳳至郡大屋庄穴水に居住し、建久り中nu買の平定など忠 名鑑 p293, 石川県神
節。寛永cl年にに連自作という H像を尺水大町村束迎寺塙内に影堂をたて安料し＇宕 社誌p4応
暦5年式令t神叶と称したが、 ll)J;'i;(i年視社号に改称 7月の例祭は穴水町祭 創司
者は倍連や能合哀族長氏の後裔て1J[［賀藩家老

信連は建久年巾加賀の平定により源頼朝より当地の）糸谷楳を加領という 山中温泉 石川県神rl誌 pllc¥
再興ぱ信連によるといい、古くより当地侶エ、］に肖像を祀り武建噺神とされた。明

冶5介現称

1打朝｝」新田義貞の家臣＾大平寺城を攻める，-木ヤ十は畑時能の崇敬が厚かったという c h111県神社誌pl04

昭和37年巳木it，ご合祀

織田信長の能合攻略の際、当地口木におかれた 本庁デ` ―夕

5代加賀芯上ぅ厄禄年間綱紀かこの地を開墾し、臼村を1#1点、守護神として諏誌ネ車 全国上］）4（）ふ石川県

社を剖成。新閲の業が完成したため村民相議し綱杞を合祀 神社誌p218

慶長4年利家死亡後、了弟等は、当時の法をはばかり越中国射氷郡寄山海老坂烏杞 名裟μ275, 石川児神
f(/)八幡大神を遷I'i'．すると称して、加賀I司、可北郡卯辰山麓に祀り、 JJII辰八幡と称すこ rl誌 p26
以来、前田家累代祭祀。明治4年前田氏東宜へ移るに際し、前Ill氏圧敷跡に移し、
同6年尾山神社と改称

本社は大悟4年京都北野から勧請 文正］0年利家社殿造宮 慶長10年からぷi年日ご 全国上p113

とに行われる間研大祭には藩 iの代参あり。菅原氏ぱMiilll氏祖という

3代加貨藩＋ー。束照宮を寛J卜18年4こ勧請 石川県神社,1p33 
利常が小松隠居・在城中の明1行3年、北野天神造営。昭和］2年．金沢市尾山神社よ 石川脱神杜誌pl56

り小松神社遠鎖

党永16年隠居後に小松イI城 本社は利常が寛水］9年建立3 利常も早くから祀られた 石川県神社誌pl51

という 小松領は万治 1年利常死去後消滅

利常像か卯灰八幡社に安置C UIIm6年／も山神社。明ぼ35年金谷神社として分¥ 尾山神社誌

2代加賀藩土。利長自身が自己（象作成、城内に安置 炭k]［1年以降は真五宗波着守、 尾山神ft誌
明泊元年に卯辰社へ合祀、明治6年屋JIJ神社、叫冶35年金谷神社として分霊

初代人聖寺藩主。初め松島神社、明治 7年利治祭祀。期治10年現社号に改称 全r"ll. p403, 石川県
神tt誌p96

12代加賀品＿上 竹沢殿の鎮'、]'こして城内に祀る。明冶5年大神社、同 7年金沢神社 名鑑p2言

1と3改代称加買，蕃十 名鑑p277

本庁データ

奥州に逃れる際、安も関を迎ったという 本Itデータ

fL年の役で安1名氏平定ー．本社を建立という 石Ill県憚社誌pl98

有馬晴1丘0)行孫泊純が元禄8年越後糸気川より入封＾，晴1口は御霊社（天保8介丸両 本庁データ，国神神社
城下絵図て確認，として祀られ、これが霞城神社の前身という。霞城神叶は福井｝：

震災後、国神神社に合祀

保は南朝方の武将 咄Ill城 t、検非違使判官机lり司ご新田義氏を応援するも樫曲村 神社名鑑 p312, 仝[kj

に戦死と伝える。落城の伯かに霊を奉斎 上p441

小浜藩酒井家初代,Ill本丸iJ)一部に一tiを建守り城中守護神の天1卸中主を合祀 福井県神社誌p335

杜伝では色勝が富田伝右衛r月に耕地を与え開発口党文年間に 礼創建 福井県神杜註p342

寛永11年に人部した忠勝を村民が奉点という 本庁データ□賤が岳の加 1It上が移遷し改称しだ＂年、小浜酒井家分知の怜山藩初代藩主忠桐を合祀 福井県神杜誌 p265

戦い後、北の庄城―Fの人々 か雁」を行1J建という。明冶6年、祠が神引格となっ 福井県神社誌p]70

た 柴田神社碑の額字は松平慶永によった

松‘/e慶永側近として維新＂菜に参画。「＇恒道」は「続日本紀」からとったもの 福井児神社誌pll4

1 松-キ-I姿・永側近として維新事菜に参画 福井県神社誌p233

天保8年、類焼していた当地免町を、同13年福井町不行就任後に救済。生祀として 福井県神村誌 p2:l2

まつられる
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網
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祭神名 祭祀吐 創祀時期 創祀者 所イ！地

鈴木準道 三社神社］巾明神社境内社） 明治期 伽井武生市北町

瓜士神格化一覧．稿（上・束日本絹）

平維盛 ＊明治42 ：福井足；J;J郡美山町赤谷

1＇軍盛 小松社（剣神社） ，福井）1生郡織田町織田

武田耕雲斎 松原神れ 明治7 根本弥七郎 福井敦賀市松島

＊土屋正明土 佐佳枝廼社 明治21

馬助）

土井利忠 柳廼（やなぎの｝ ft 川治15 郷民 ， 福井大野市亀Iii

徳Ill家康 I 越前束煎宮（佐佳枝廼ネt) 寛永5 松平忠昌 福井福井市大手

＊徳川家康 正八幡宮（琵琶神社） 寛文3カ 松T光通カ 福井鯖；エ巾神明町
徳川家康 敦賀東照宮（天満宮境内社力） 福井敦賀市栄新町

徳川家康 源嫡神社［人塩八幡宮境内社） 福井武生市国収町
... 

徳川家康 丸岡東照宮 111占神仕境内社力） 福井武牛市丸1沿l

＇ 徳川家康（東照 稲荷神ft（神明神社境内社） 江戸期 福井勝111,I,元町

大神）

徳山）1/1定 二社神社（神明神社境内ネじ 明治期 福井武叶市北町

中根師質 恒道神社（福井神rl壌内社） 昭和18 福井福井市大手

＊永見長次 佐佳枝廼社 明治24 福サ福井市大手

＊新田義顕 藤島神社 明治11 リ）J治政府 福井佃井市E矢

＊新田義興 藤島神ネ1 明治11 間］治政府 福井福井市毛矢

新田義白 新田塚（藤品神fI¥ 方治3 松平光通 罹井福井市毛矢

＊新田義ぶ 藤島神社 明治 9 明治政府 福井福井市［矢

橋本左内 恒道神社（福井神社境内社） 昭和18 福井福井巾大手

藤原利1―▲ 天満神社 福井牧買市公文名

本多富正 藤垣神社 唄泊15 旧藩 1民 福井武牛市本多

松キ--茂昭 .. 11神11（神明神社培If、Jネii 明治期 福井此牛市北町

松平戊昭 神明神社 1栃原神t+1 剛治8 村民 福井ら田郡水アか町栃原

； 

，正八幡宮 I琵琶神社） 廷'i:I 幅井鯖江市神町111J

松平慶永 佐佳枝廼社 明治21 ，福井福井市大「

松平慶永 福井神社 ！昭和18 福井福井rh・大手
松、『慶永 木立神社（ご国神社袴内ネI) i| 明治24 氏f 福井坂井郡三同町山王

松平吉品（昌親，9 霊宮（吉江神社 正徳 1 旧領民 饂井鯖江市吉江町

間祁詮母 ；松阜（まつがおか 神社 天l判年間 士民 福井鯖江市旭町

| 
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備 考 典拠

工こ維盛が当地に来て）、，附1利l建。明治4_2年て「神杜を天満社に合祀

手盛は源平争乱の頃、荒廃した緩神社に対し社殿造営
l --

砒人の勤王の志士i¥.Ill以 I‘ 、400名を祀る

結城秀康家臣で殉疋

UJJ治2年の水争いに関し赦免請顧を用水掛とともに藩主松平戊昭に行い、これが認 今立郡神社誌 p]59,
められだ恩による 1武生市史責杜編人物・

系譜・金石文 p423

福井県神社誌 p454

福井県神社誌 p693

価井県神社誌 p264

福井原神社誌pll3

稿

武
上
神
格
化
一
覧

息昌、越前藩祖にあたる家康の逍業をたたえ、福井城内に社殿建立、越削束昭宮と 1名鑑p298、全国 p437
称する。明治7年、 i/'佳枝廼社に合祀
l -

正八幡宮に合祀。昧肌は克永3年とも。のち琵琶神社と公称 福井県神社誌p429

束照宮 p219

本庁データ

上
・
東
日
本
掘

勝山藩t小衿l見氏の邸内社て附,!il5年保食神と合祀
東照宮 p219

福井県神杜誌p415

明治2年の水争いに1月し赦免請願を郡奉1」とともに藩主松平茂昭に行い、これが認 今立郡神社誌 pl59,
められた恩による 武止市史資料絹人物・

系譜・金石文p423

福井県神社誌pll4
--

福井県神社誌:_p113
I 
福井県神刊誌pl40

福井県神社誌p140

訟噂水1HI」近として維新事業に参即

三康家出て殉死

新田義貞嫡了．＾越前拿崎城て門沓 一

新田義貞次了・
l 

義貞は延元3年越前円占Ill郡西藤島村灼明、'r認で戦死。期暦年間この地に古兜を発 I名鑑p::97,全国上p448
剤、／j治3年3代福井藩丁松平光通は1汀1111趾に義貞戦死の石碑をたて、「新田塚」

l 
というー1町治3年福井藩知事一祀をおこす。明治9り藤島神社の社号
新Ill義貞．男。藤島神社社名が与えられた際｀新田義貞に配祠が命じられる I名鑑p29,,全国 I・ p448, 

福井県神1十誌p140

口 福井県神社誌 p429

祭神は16代細也倫主で幕末期に公瓜合休を推進し、幕制改革し全藩統率 福井県神且己：、pll4
I 

明冶 7年、慶永がビ分のタヒ後「越の国」を守りたいと析願し、月分の寿｛象を祭神と一十言祠祠五略縁起、家遭

して、後に創建。寿像はIYJ沿7年三国の名から寄付願いがあった

祭神（はじめ昌親）は止保2年福井藩より分封され吉江藩成す 昌税か福井宗家の 福井県呻社誌p442

5代藩tに就くと廃藩。昌親タヒ」、に開刈御舘跡に霊宮建立c 昭和15年占江神社
汀竺エ藩祖（初代詮言の心ゆえ立を営み報も 明冶1り年当社建設、杉、早神社 1福井県神社晶 p-l18
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祭神名 1 祭祀村

間部詮冒 ，松阜神社

創祀時期 Iolj祀者［ 所在地

切，合15 鯖江町民 福井鯖江市旭町

ネ廼枝佳佐T
 
公す
9

¥

 K
 

T
Iャ秀

）

城

康

ト
結
秀

武
士
神
格
化

間部詮勝

山内筑後守

9
1
1
]
 

F
Iノ

松阜神社

字計神村（角原神社壕内社：

明冶15

昭和29

ll)Ji立6

i鯖江Ill]民 ＇ネ届 Jt鯖江市旭町

ロ井如井:角原町

松平臀永 ，福井福井市大手

古
同手
＊結城秀康〈松 I正八幡宮 1琵琶神ft)
平秀康！

克文＿3 |松平光通 福井鯖江市刊叫町

上 I ＊占田善寛 1佐11枝廻社
＊脇圧義助 藤島神社

明治24 1 --＋壁井伽Jt巾大手
明治 9 期治政府 福／「福井巾毛矢

東

木
日 （山梨）

編 卜面五□八幡神社
三□

-t---- -
IU梨北巨摩郡人泉廿谷戸

嘉禎 2以降 I I 山梨麻士占1BrIi大明見

加藤泊止 1消正神社
| 

＊桑原安貞 l桑原稲荷神札

ニ佐藤忠信 奥平天h月神（鼓楽社！

＊文久4

｝ごりj2 

承久 l

I I[）梨南巨摩郡早川町巾畑

二巴立直いJ見
山梨甲府市小佃阻

| 

III梨北都留郡上野原町[llj})津

佐藤継信 奥1人明神（鼓楽社----]＿承久］ I山梨北前淵郡｝野原町四方ボ

又応］ 山梨西八代郡下部町大炊平

・人応 l 1山梨西八代郡下部町人炊平

文治2 ‘|'頁能 山梨人JJrIi染川町

I江戸初期― 倍川家康 山梨韮崎巾中田町

8 官民-+"梨甲府巾占『『巾町

ーロ／h梨:い摩郡及弟町竜地

曾我祐成 曾我神社

三‘l'重盛改（小松） 曾我神社小松神刊

武Ill勝頼 藤武糾1/t

武田晴1ら1口玄I 武田神社

武Ill貼信（信玄） 武田仕

*I．墨昌山 八幡神社

徳川家康 東照宮（八幡神社 寛文介中

山梨中1r1生郡敷島町島L条
I 山梨甲府市宮叫町

l徳川家康 1御嶽東照百 1金i女神社境内社） I*文化9
二神社＇,富士浅間神什培 I}、jネti

束町神rl（冨士浅間神社境内社）
東照宮（松尾神社培内HI

＊徳川家IJ 正八幡神ll

徳川家康

徳川家康

徳川家康

徳川家康

徳川家康

谷村東照宮

東照宮（穂見神叶境内社）

I 

山梨甲府市餌ぶ町

I lil梨塩山1ij小尼敷
Ilj梨都留市卜谷一村□麿翌□：翌111
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明治15年鯖江町制が施行されるのに際し、間部家の別館松阜仙窟跡地に一社建立し 福井県神社誌 p418

詮村とともに祭祀。詮言は享保6年越後村上より入封した初代鯖江藩主

間部鯖江藩 7代藩主詮勝は幕末の藩主で幕政の要職にも就任。明治15年詮言ととも 福井県神社誌p418

に合祀

鎌倉より土着した山内が主計郷の治水事業 福井県神社誌pl71

明治6年、福井市民の要請をうけ、慶永が初代福井藩主秀康の遺業をたたえ、一社 福井県神社誌 pll3

を創建し佐佳枝廼社と称した。当社前身は藩主菩提寺の瑠璃光寺

3代松平福井藩主の光通が正八幡宮に合祀。のち琵琶神社と公称 福井県神社誌 p429

祭神は福井城築城総監 福井県神社誌pll3

藤島神社社名が与えられた際、新田義貞に配祠が命じられる 名鑑 p297、全国上 p

448、福井神社誌 pl40

甲斐源氏の祖新羅＿一三郎義光の孫で逸見黒源太清光。当地は居城谷戸城があった。本 本庁データ

杜は同城本丸址に鎮座。清光が当地に居城の時本社祭祀。のち里民が信仰。清光配

祠時期不詳

鎌倉時代初期武将。当地加賀美を拠点として、源頼朝に仕え平家討伐に戦功。彪禎 山梨県神社誌 p349

2年以降の合祀

老平 馬場地区の氏神。棟札に文久4年本殿造営とあり 山梨県神社誌pl85

天明2年、菅原道真とともに合祀、現社名となる 本庁データ

山梨県神社誌p36

平泉の藤原秀衡のもと、信夫、伊達、白河あたりまでを支配していた豪族 佐藤基 山梨県神社誌 p414

治の息＋

陸奥出身平安末期の武士源義経の四天tの一人で、陸奥の人佐藤忠信の兄。延享2 山梨県神社誌 p414
年19L)方津村絵図には奥‘F大明神と叫す

山梨県神社誌pl52

山梨県神社誌pl52

「甲斐国志」に文水 文明年間の古棟札の記述あり。宝永年中修復、延享年中再営 山梨県神社誌p406

（北都留郡誌）

勝頻が築城した新府城跡にあり「お新府さん」と呼ばれる。藤井庄と武田庄とを前 山梨県神社誌 p272

後に見渡すところにあるので藤武神社といわれる（文化3年拝殿改築の棟札）。天

正年間勝頼築城の際、城内に祀る。落城後、改めて家康が再建し藤武神社と称した

大正4年大正犬皇即位に際し、従二．位を追贈、これを機に官民協力 神社名鑑 p318, 全国

上 p468

信玄が要路にあたる竜地新町を開き、貞諸役免許としたことに報いるため、武田不 山梨県神社誌p285

動尊にまつる

祭神は武田氏家臣。本社は神護景雲2年勧請の古社 山梨県神社誌p226

本社の八幡神社は天正年中徳川家康が入国社参 神社誌料中 p24, 本庁

データ

東照宮 p220

本社の冨上浅間神社はもと浅間大明神。徳治年代以前の成立か 神社誌料中 p21, 東照

宮 p220

三神社と同一化か 本庁データ

本社の松尾神社は延喜の小社。古来松尾郷の鎮守 神社誌料中 p92

長牛寺東照宮（東照宮 p220) と同一か 本庁データ

谷村から城lll山頂に移遷 東照宮 pl74 

本社の穂見神社は逸見諸郷の祖稲を納める官庫の鎮守神という 神社誌料中 p61

武
士
神
格
化
一
覧
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（
上
・
東
日
本
緬
）
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所打地

徳川家康 駒井東II且宮（当麻戸神社境内社） 山梨韮崎市藤井駒井
-―, 

徳川家康 束照‘呂，（大井俣神社） 山梨山梨市小原I均

武士神格化．屁．稿（上・東日本編）

徳川家），K 井尻家束照宮 寛政頃 井尻氏 山梨山梨rli|、井尻

徳川家康 東叫宮（諏訪神社） 山梨東山梨郡牧丘町隼

徳川家康 宮東照宮（浅間神社境内社が 山梨東八代郡宮町

徳川家康 日光社 寛永4 l [1［梨酉八代郡下部町常葉

徳川家康 東照宮（弓削神社瑳I)、JA、ネ士’ 山梨西八代郡市川大門町

徳1||＇ネ康 東照宮（穂見神礼境内社1 111梨中1_]字郡櫛形町高尾

徳川家康 龍王東照宮！窪八幡百境内f|i 文化9 l|［梨中［エ中郡龍E町

他Ill家康 西野東照岱 i，西野八輻宮境内村） ILL梨中戸摩郡白根町西久保

徳川家康 大井東照宮（浅間神社境内t1, ILL梨中戸1_j;郡甲西町大井

東照宮（当麻戸神社）
•~ ↑ 

徳川家tk 且」梨北巨摩郡煩予m1r;神了9
徳川家釈 東照宮（建岡神社境内社： 山梨北巨摩郡艮坂町大八Ill

徳川家限 東照宮（逸見神杜） 山梨北い歴郡人呆村谷戸

徳川家康 白須束照宮（若宮八幡神社境内社）
＇ 

山梨北巨摩郡□11i町白須
徳Ill家康 束間宮（若宮八幡神社） 山梨南巨摩郡巾富町矢細工

中井消人夫 神明神ft ii戸中期 塩部村民 山梨甲Hhli塩部

i 
| 

新田義貞 報国神社 延元 l 勝俣氏了孫 山梨‘/,； 1古田市小明見

＊恨［弾正 諏訪神社 山梨匹八代郡下部町根子猪畑

波木井実長 山城神社 元久2カ 山梨南仁摩郡南部町南部

了岡治郎左衛門 平岡社（人幡神ネ1況内朴！ 山梨甲府巾富竹

平岡勘左衛ー「り 平岡社（八幡神社境内社） 山梨甲府市頁川

藤原光親 金ill神ネ1 大福 1 [[j梨富士吉Ill,Ii)頂l見

藤原光親 天神社 i山梨南都留郡ill化財J平野
不動坂

源為朝 乃朝神社 山梨韮崎市神lll町

峠経甚 六社神社 明l村1以前 山梨叩「摩郡岸川町雨畑

昂八r村 義清神社 久安 1 止梨中L,-1が郡昭和町西条

諒義尤（新羅三 新羅神社 建中年中 南部ん1」 山梨臣戸摩郡南部町南部

郎！

＊原義光（新羅 愛宕神社 慶長 l

三郎）
源義光 ----

辛燈神仕 文保年間 武田家 lll梨北巨麿郡式Ill村ill社，

＊源頼義 礼再地神社 嘉祖 2 加賀見信濃 lll梨富上吉田巾｝直）I見

守迫光子孫

安田義定 神甲神ft 山梨東山梨郡牧丘町牧‘l'

安田義定 想揺神（若宮八幡神社） 義定死後 山梨束lll梨郡牧I,~J 1Jlj保中
I 

（長野）

安倍れ任 安部神社 ＇ 長野）』「I巾平

！ 
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備 考 典 拠

東照宮p220

本社の大井俣神社は貞観元年字佐八幡三神を勧請。武田氏が崇敬。徳川家光も朱印 神社誌料中 p86
地を宛う

邸内社。井尻家は戦国期以来の在地土豪。「浪人」（郷士）身分獲得を祈馳して勧請か 東照宮pl87

本社の諏訪神社はもとこの地域の産上神 神社誌料中 p90

東照宮 p220

建久2年常築村領主常葉光季勧請の若宮八幡宮跡地に建立 山梨県神社誌pl51

弓削神社は古来□ノ宮を称す 神社誌料中 p37

本社の穂見神社は延喜式内社 神社誌料中 pl29

東照宮p220

東照宮p220

東照宮p220

本社の9片麻戸（たまべ）神社は笠宿の神事があったという諏訪神社の下社 神社誌料中 p41

本社の建岡神社に武田氏は社領を与える 神社誌料中 p70

本社の逸見（へみ）神社は逸見氏代々の崇敬をうける。国印地があった 神社誌料中 p72

東照宮p220

本社の若宮八幡神社は社殿が文政4年類焼 神社誌料中 p74

甲府代官。文禄年間の甲府城築城の際、塩部全戸は城郭内に強制移住させられ、農 山梨県神社誌p24

耕に不便。安永6年甲府に来任した中井によりようやく復帰顧が認可。塩部繁栄の
祖として祀る

勝俣氏は義貞家臣。義貞から拝領のJJをまつったという 山梨県神社誌p351

本社は創建不詳だが嘉永4年社殿改築 山梨県神社誌pl59

祭神は南部光行の実子。創建は「建仁乙丑」というが元久2 （乙仕）年か 山梨県神社誌p209

元禄頃の代官。本社の八幡神社は慶長8年黒印神領3斗8升 本庁データ、山梨県神

社誌p25

本庁データ

鎌倉前期の公卿。藤原光雅の子。貞享3年明見村大明見へ移遷。承久の乱に荷担し 山梨県神社誌p349

たとして斬首

菅原道真と合祀。承久年間長池地区に身を隠し、学問 武芸を伝授し、建暦 1年北 山梨県神社誌p377

条方に殺され、村人が現在地に葬ったと伝承

武田八幡宮（祭神は日本武尊の子の武田武大神）の境内社 本庁データ

天和元年に現在地に社殿創建 山梨県神社誌pl84

祭神は甲斐源氏租。 50年ごとの大年祭を寛政6年、弘化4年、明治32年、昭和25年 山梨県神社誌p233

（八百年祭）に実施

祭神は甲斐源氏。義満4代孫の南部光行が南部の城主の時、まつったという 山梨県神社誌p208

慶長元年合祀、天和2年現社地に移遷 山梨県神社誌p349

義光の新羅の名によって唐上の祠と号す。のち幸燈大神を合祀 山梨県神社誌p326

甲斐源氏中祖としてまつる 山梨県神社誌p349

鎌倉前期の武将。清和源氏、義清の四男。兄清光の養子。本拠地は甲斐。治承4年 本庁データ

平氏追討の挙兵。のちに誅殺

若宮八幡神社は寿永元年安田義定の勧請という。死去後に配祠し想覚神といい、毎 山梨県神社誌p67

年七月晦日夜相撲を行い、義定亡霊を慰めるという

前九年の役を起こし、陸奥守源頼義らに抵抗した奥朴1の豪族。純枠な史実としてより 本庁データ

も、弟の宗任とともに、浄瑠璃や歌舞伎「奥朴1安達ヶ原」の主人公として知られる
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

安倍宗任 安部神社 長野大町市平

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

一色義遠 片宮八幡宮（五社、松本神社） 江戸期 戸田家 長野松本市丸の内

今井兼平（若宮 兼平神社（績麻神社境内社） 長野松本市今井

兼平）

＊碓井貞光（定 神明宮 長野松本市並柳

光）

＊卜部季武 神明宮 長野松本市並柳

＊海野広道 白烏神社 長野小県郡東部町本海野

海野幸氏（小太 愛宕神社 長野小県郡丸子町御嶽堂

郎幸氏）

大妻兼澄（太郎 大妻神社 長野南安曇郡梓川村倭

兼澄）

大日方長利（弾 小川古跡神社（古山神社境内社） 長野卜水内郡小川村瀬戸川

正）

大日方直経（金 小川古跡神社（古山神社境内社） 長野上水内郡小川村瀬戸/II
吾）

大日方直経（金 金吾社（小川八幡宮境内社） 長野上水内郡小川村高府

吾大膳）

加藤道光（道向） 道光神社 長野小県郡貞田町長

＊鎌倉景政（権 田中八幡宮 長野下伊那郡上郷町飯沼

五郎景政）

木曽義仲（源義 旗挙八幡宮 長野木曽郡H義村宮ノ原

仲）

木曽義重（冠者 冠者社 鎌倉初期力 義童家臣 長野北佐久郡立科町芦田

義重）

＊木曽家霊 八幡宮 長野木曽郡H義村3432-1

楠木正成（楠正 楠神社（大宮諏訪神社境内社） 長野飯田市宮ノ前

成）

＊坂田金時（坂 神明宮 長野松本市並柳

田公時）

佐久間象山 象山神社 昭和 6 長野長野市松代町

真田幸隆 真田神社（山家神社境内社） 長野小県郡真田町長

真田昌幸 貞田神社（山家神社境内社） 長野小県郡真田町長

真田昌幸 上田神社（慎田神社） 昭和28 氏＋ 長野上田市_._の丸

真田信之 景徳大明神（武靖大神、白鳥神社） 文化10 真田幸専 長野長野市松代町

真田信之 真田神社 (lll家神社境内社） 長野小県郡真田町長

真田信之 上田神社（慎田神社） 昭和28 氏子 長野上田市二の丸

真田幸村 真田神社（山家神社境内社） 長野小県郡貞田町長

良田幸村（信繁） 上田神社（慎田神社） 昭和28 氏子 長野上田市二の丸
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備 考

、F安中期、奥六郡（現在の岩手県）を未ねた蔽族，「伴囚長」であった安倍頼時の
三男。刊九年の役では父・粕町、兄・貞任らと共に成うか、敗戦。康平7年、伊予

国に流され、さらに大宰府に移されだ
I 

戸m氏：氾1在1土時の先任の地姐

l -

孔宮兼平は木曽義11|l四大上の一人で今井兼平。謡曲「兼平」あり

ピ・

平安時代中期の武将。源頼光に集う四天王の一人

平安時代中期の武将。源頼光i旦梨う IILl天モの一人 一

用人が日本武尊を祀り、洵野氏代々尊栄 同氏は真田氏に改姓し浚丘 5年信，之の朱

印状を献じる

海野氏は真田氏の祖Q 平氏は鶴岡八幡宮て流鏑馬の射手を勤め、弓男の名手として、

その，＇，り名は天下に知られる様になる
l --
三浦胤義配 1、'1）｛口1晨武士

典 拠

本）ヤデータ

武

信州郷 1史研究公編寺 士
と神社 p234 ［ 本庁データ

本庁データ 覧

本庁デ・ータ
稿

神ネ1名鑑 p356, 全国 上
『p494

本庁データ 東
H 

本庁データ
本
紺

当地は室町期、小/II左右衛門貞綱り）匡城小川城があったが、牧野島城主香坂氏の尭 本庁データ

臼 II方長利に攻略竺れ、ー！やわって長利か城丁となり小川殿と呼ばflか

｀期の小川城の家老 ］本riデータ

l 

金吾大膳は戦国期の小川城の家老の大II方直経か 本庁データ

I加藤清止の 族という ーエータ
本庁データ

当什地は木曽義仲か‘|'家を討つため挙兵したところという 4ヽ庁データ

義重はオぐ議仲の嫡＋。義仲か木因に 1；され、のち愛士ヶ 1泉に於いて戦死後、義市故 I本庁データ
郷に隠れ予1し、という。義重家比か地域守護神として祀ったとされる。義的とも

本庁データ

！本1『データ

湘頼光の郎党で四人＋の一人とされる 本庁データ
！ 

三□三旦I立許可、 13年創建r 象ll」生誕地に当社は 1森接 --」竺塑竺竺l)182
海野小人郎棟網の次男弾正忠平陸か、信濃国小県郡，旬野郷＇,現在の上田巾 (J卓 恰 本庁データ

から真Ill郷に拠・って真田氏を称しだという

十降そ男。真田家21し'i主 木庁データ

松平神社に真田家 桧も仙石歴代とともに合祠され、松平神社が卜田神社と改称。

餡fll38年に直田神社に改称

真田松代藩初代藩t。幸専は 71し松代藩主

本庁データ・上田市立

博物館

個州郷士史研究会編寺

と神社 pど()3

真田松代藩初仇藩主。昌幸嫡男 沼Ill・ 上田を経て松代に入封。関ヶ原合戦に際し I本庁データ
て徳川力として父晶ナ・巾幸村と戦う

三男。沼田を経て 1田に一時入部。のち松代転封

呂キ次男。豊臣家と近く、閃ヶ原合戦に際して豊臣方として父呂中とともに兄信之 1:：:：□： 
と戦う 合戦後上田改易。大坂り）［中でも豊臣力として見り）陣て戦死
l -

昌幸次男 應l:i力として父昌幸ことも 1こ兄信之と蔽う 合戟後上田改易っ松平神社 1本庁データ
に仙石家 族とともに合祀
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祭神名 祭祀社 創祀時期，創祀者 所在地

真Illキ呂 I Ill神rJ(憤|II神H・, ---------------t-l -昭利祁 氏 j’ 長野 1111市―の丸

頁111に政 臼鳥神社 昭相26 神礼 k野長野市松代町

頁m幸道 ＇白鳥神社 昭利加 祉lf i k野長野市松代町
： 

頁1111己弘 ＇＇ 白鳥神社 i廿什相旦6 祉lf l_ K野長野市松代廿IJ
I 

貫Ill仙安 白鳥神社 昭利26 祉1/j k野長野市松代l!J

I i昭和26貞田幸弘 白鳥神社 神社 長野長野市松代軋J

--- --------- -

貞Ill幸告 白鳥神社 昭和加 神社

--------
貞IIJ幸貫 昭和21i 神社 長野長野市松代圃J

真rn幸教 白鳥神il. 昭相必 神社 共野反野巾松代町

--ー一――-- ----- —-4----—-—-
真田幸民 白鳥神社 昭和祁 神社 長野長野市松代1l1T

ー.,---- ---- ・-
下条頼氏 1伊豆 与尾社 長野下伊那郡下條村閣皐

守l

I長野ifi1那郡1虹J南町富草古城・------- ---

下条頼氏 八幡神社

諏訪和忠 高島神社！点誌人社培白社） i長野諏訪巾九州

I i 

諏訪和水 高島神社 I諏幼人社境内社i 長野諏訪巾巾洲

仙石政和 田神仕（箕田神1士〉
----------1 
附和28 l i氏＋ 長野r．田巾＿．り）丸

＇ 
仙石患政 I上田神社｛屁田神刊 附和28 氏チ

： l 

： 

仙仁政俊 上Ill神仕（箕Ill神社） 廿什｛甘'.;8 氏 j’ k野上[n巾-―-の丸
， 

仙石政明 l田神ネII憤田神ii¥ n:i和2X 氏了・ l l 長野 1111市の_＿丸＿ 

乎維戌 | ＿一神オt,（i冊神社境内社1 艮野 1．水内郡1祁色村栃原

武田伯盟 長野下伊那郡1吋智H智甲

--------- - - - ------ ---------
武田家祖神 矢（乍ネ士武田八幡社合殿 長野茅：野市 1、Ill

遠山娯油，十佐 遠山叶 I巾場神社境1}、Jft, 江戸期 | i ＇ 長野ド伊那郡）＜1化＋11/1c/,恰
之守）

遠山氏祖器＇＼遠 人殿 i遠山氏祖ギ村， 八幡杜， 江戸闊 Il民 i長野下伊那郡内信農村八附吋杯i

山崇直i

i : 
遠山景車 若殿 ！ ；工戸期 村民 i k野下{JI那郡附信，農村八重河I'、J

遠山氏祖霊 遠山氏祖咆社（八幡神社境内社＼ ，江戸期 村民； 長野下伊那郡怜j1m農村木沢
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備 芳 典 拠

幸村「 大坂の陣て戦死 本1-）一データ

真田松八藩 2代藩主。松代藩上ぶ代辛貰没後白年繁，ごあたり、信之以後の真田1[l品 信州の神'j:fpl81 

主を祀る

真田松iい落 3仇藩t。松代藩l:8代幸貫没後百年祭にあたり、信之以後の真田Ill藩 信州の神'Jiplbl 
iを祀る

印II松代藩4代藩｝。松代藩i・.8代幸闘没後fi年祭にあたり、 1a之以後の真田旧藩， 1；；州の神事pl81
トを祀る

真田松代藩5代落t。松代藩．j｝1代中貫没後百年緊：口あだり、信之以後り）真田Ill藩 信州の神'J/p]8]
主を祀る

真田松仕陥 6代藩主。松代藩i-8代辛貫没後白年祭にあた，）、信之以後の真田In藩 信川の神'),pl81 
主を祀る

貞III松代藩7代藩・し松代藩上8代幸l'［没後白年祭にあたり、 1声と以後の真田旧藩： ｛；；ー』卜1、1の神事pl81

土を祀る

真Ill松代藩8代藩L。辛貰没後百年祭にあにり、倍之以後の真田III1晶十を祀る

真田松fい藩 Q代藩主。松代藩↑ 8代亨貫没後百年祭にあだり、信之以後の真田1日陥 信州の神半pl81
主を祀る

真田松代藩11-1イい藩主。松代藩t.8仕幸貫没後百年祭にあだり、信之以後の呉田旧藩 信川の利叫 plSl
王を祀る

下条j)I豆‘,rは甲斐から大沢（下条）に移ったとされる下条頼氏か 本庁テータ

甲斐から大，I{，下条）に移っピとされる 本庁データ

諌訪上社の｝、オ見徳川家康傘下となり、天iEl8年、徳川氏とともに関東へ移り此蔵・ 本庁データ

上野と動〈 ＋〇頼水が諏訪，こ出月

粕忠の＋。上野より II根野氏のあとに諏訪へ再11。初代諏訪高島藩 iー 以後幕末ま 本「『データ

て諏誌氏が定着

矢点に分知された 6代，松キ神社（のち IIll神れを経て慎田神社と改称）に真m- 本庁テータ・上田市守
族とともに合祀 博物館

信濃小諸から当地上田に元利18年人月。初代仙石上Ill藩土 2代後に但馬出石こ転 本庁データ・上rn市立
封となるか、 0召和28年に真田氏・｝全とともに、藤廿松平家を祀った松平神rtこ合暉l博物館
して t田神社、附和38年に置II神社に改称
2代仙石上田藩主 本／jデータ・上田rl」立

i専物館

3代1山石上田藩主 ',;’永3年、但薪出石沸へ転封 木庁データ・上田市立

博物館

平安巾朋瓜将 繁盛の子、将l"Iを，］tった叔父平貞盛の森壬となる。信濃守、 l廿J:J介、 本庁データ
鎖西府将半を歴任。維茂が鬼女を倒す，謡曲『紅業升-グ）舞台は当地戸隠

武出肱頼の従兄弟・武田｛言繁の長男。永杯4年父の戦死後に家督を継く．信玄・勝頼 本庁テータ
に什えて親族衆として伍i農小諸城を守る c 人ifI(）年3月織田信長の武田氏攻略に院
して，城代の下曾根＇立雲点に誅殺という

本庁データ

当地域・恰の領 i．．で和田城主遠山氏2代。大坂の陣に出陣したという。累直以後、 本庁データ

相続争いが起こ i)同氏は改易される のちに大殿と称して祀られたという

本庁データ・竜淵在盛

は鎌倉後期に当地荘官として入部、在地領＋化したともいわれ、八幡社は遠山氏の 文雄氏聞取

勧日打という

景直のf・柄骨て早世。これが開因で家督争い後、改易 冦淵寺盛文雄氏間取

当地域 ，伯の領土で和田城主 凰由佼、相続争いがおこり改易され、大領となる 本庁データ 竜淵寺盛

文雄氏側取

瓜
士
神
格
化
一
饂
竺
稿
（
上
・
東
日
本
輻

--83-



祭神名 祭祀杜 創祀時期 創祀者 所在地

遠山氏祖霊 遠山氏祖霊社（八幡社境内社） 江戸期 村民 長野下伊那郡l．．村字754

徳川家康 川合東照宮 長野長野市真島町川合

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

徳川家康 勝弦東照宮 村民 長野塩尻市北小野勝弦

徳川家康 有尾東照宮（飯笠山神社境内社） 長野飯山市飯lll

徳川家康 杭瀬下束照宮 長野更科市杭瀬下

徳川家康 八幡東照宮（武水別神社未杜） 長野更科市八幡

徳川家康 福島合社 長野伊那市福島

徳川家康 秋葉東照宮（荒神社境内社） 長野東筑摩郡四賀村中川

徳川家康 東照宮（板場諏訪社境内村） 長野東筑摩郡四賀村板場

徳川家康 東照社（神明宮境内社） 長野東筑磨郡明科町東川手

徳川家康 東照大権現社（飯田郷元神社境内社） 長野上，訂井郡小布施町飯田

徳］1|松姫 五杜（松本神社） 犬保2 松平光年 長野松本市丸の内

戸田宗光 今宮八幡宮（五社、松本神社） 江戸期 戸田家 長野松本市丸の内

中原兼氏 鎮神社 鎌倉初期力 長野木曽郡楢川村奈良井

仁科盛遠 仁科神社 長野大町市平

野田正満（野田 野田杜（七面社） 長野iこ水内郡二水村赤束
喜左衛門）

野田化満（野田 記念碑（水神社） 昭和初頃 長野卜水内郡豊野町盟野

克左衛門）

化井古成（遠江守） 花井神ネt 長野長野市篠ノ井小松原

花井義雄(i:水正） 花井神社 長野長野市篠ノ井小松原

樋口兼光 祖霊社 明治4 香蓮か檀家 長野）：伊那郡辰野町樋U

常陸坊海尊 青麻神社（美和神社境内社） 長野長野市：輪

＊平井保昌 神明宮 長野松本市牝柳

堀秀政（久太郎 艮姫神社 江戸期 堀視貞 長野飯rl-1市追手町
秀政）

堀親良（美作守 長姫神社 江戸期 堀親貞 長野飯田市追手町

親良）

堀親昌（美作守 長姫神ti 江戸期 堀親貞 長野飯田巾追丁^ 町町

親昌）

掘直重（淡路守） 奥田神社 長野須坂市須坂

掘直虎（内蔵頭） 奥田神杜 長野須坂市須坂

本多広孝 葵神札 長野飯山市飯111

牧野氏歴代 懐古神社 明治13 旧小諸藩七 長野小議市丁本丸跡

松平忠晴 松平神村（上田神村 慎田神社） 明治12 In臣 長野上田市．の丸

松平忠昭 松平神社（上田神社 慎田神朴） 明治12 旧臣 長野tlflrliーの丸

-84-



備 考 典 拠

本庁データ

ILL合神杜か 東照宮 p221

勝弦村の鎮守杜 東照宮 pl55

東照宮 p221

高原神ネ1相殿か 東照宮 p221

束照宮 p221

本庁データ

本庁データ

本庁データ

本庁データ

本庁データ

一色義遠 ） i田‘ぷ光を合,1iじしていた賜谷大神社に合,tiじ松姫は初代松本藩上松平 神朴名鑑 p344、全国
（戸田）康長の室ぐ，光年は第り次松平 ()-Illl)松本藩の 7代藩―t j--_ p502 

松平（戸[fl)松本湘い乃祖 ｛記州郷土史研究公編、乍

と神社 p234

はしめ鳥居糾に祀ったが人lL10年に焼失後、奈良井義高が現在地に移したという 信小I・!郷上史研究公編か

と神社 p245

｛―：科（森）城土。木曽義仲にしたがったでまた承久の乱にも成方として関わったと 本庁データ
しヽう

松平（桜井）飯111藩堰奉行 新田間発にIミ｝』元緑9年死去 本庁データ

松平飯山藩堰奉行野田喜左衛門。昭和の初め頃追贈され碑建守 本庁データ，盟野町役場

松平忠輝時代の松代湘城代。裾花川などを改修，_忠輝により菫用されるもこれが原 本庁データ

因で内紛発生

吉成の［→ 本庁データ

木曽四犬玉の・人。 中／泉兼辿の[・ヽ ，伊那の樋l_lに館を構え、樋口氏と称した C 木 本庁データ 辰野町教

酋義仲か拳兵して以来、弟 今井兼‘I'とともにこれを助け各地転戦という 廃仏毀 コ目女ラ貝に-，Lz、, 

釈で廃寺になる香蓮寺に兼光の雌があったとされる

源義経の郎党。 もとは園城寺の俯という 本庁データ

源頼光の郎党で］人此者と呼ばれ、 [IL]人［とともに柑名 本庁データ

掘飯田藩2代藩主親貞の時、堀家の祖＿：代（秀政 親良 視畠）を祀る。秀政は織 神社名鑑 p346, 全l*l

田仏長 豊臣秀古に仕え越前北庄城t。2代後が初代飯田藩主親昌。明治13年城趾 r. p49o 
ー］の丸に祠をたて遷I人卜、この地の1日名長姫にちなみ長姫神杜 同34年現在地に遷I坐

秀政次男で寛永4年 F野月lll城i' 神社名鑑 p316, 仝国

上p490

親昌は堀親良fて掘飯田藩初代藩「 神社名鑑 p346,'!':国

l: p490 

掘須坂藩初代藩上 本庁データ

掘煩坂藩13代藩i- 本庁データ

本多飯IIj藩主の祖で徳川家康家臣 C 本多家は糸魚川から助芳が人封、緋末にいたる 本庁データ

歴代小諸藩主。明治13年小諸藩の1日1：族により本丸跡に創建0 本丸の東北に城の鎮 本庁データ
守神として祀られていた天満宮、火魂（荒神）杜の 2ネtと藩t牧野氏歴代の富を合
祀。藩主牧野氏は几保15年越後与板藩tから小諸藩土として入封
初代藤井松平氏0 3代忠1古］が仙石家にかわり上田藩人部．‘片初、藤井松平家 3代が 本庁データ 上田市立

祭祀され、松平（しょうへい）神社。 li{｛和28年4代以降と ‘1,'地上田のlfl上であった 博物館

真田

本庁データ 上田市立

t専物館

-85-



祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

松平忠周 松平神社（上田神社 慎田神社） 明治12 旧臣 長野上田市二の丸

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

松平忠愛 上田神社（慎田神社） 昭和28 氏f 長野上田市”＾の丸

松平忠順 上田神社（慎田神社） 昭和28 氏＋ 長野卜.田市ー．の丸

松平忠済 上田神社（箕田神社） 昭和28 氏子 長野上田市二の丸

松平忠学 上田神社（慎田神社） 昭和28 氏子 長野上田市二の丸

松平忠優 上田神社（慎田神社） 昭和28 氏＋ 長野上田市―．の丸

松平忠礼 上田神社（慎田神社） 昭和28 氏f 長野上田市二の丸

松平忠厚 上田神社（憤田神社） 昭和28 氏f 長野卜田市―¢の丸

松平永兼（戸田 賜谷大明神（五社、松本神社） 寛永13 松‘「光重 長野松本市丸の内

永兼）

松平康長（戸田 五社（松本神社） 犬保 2 松平光年 長野松本市丸の内

康長）

三木秀綱 秀綱社（梓水社境内社） 長野南安曇郡安曇村大野川

源為朝（鎮西為 為朝社（大山田神杜） 永］E3以前カ 長野 F伊那郡下條村陽皐
朝）

源義光（新羅三 諏訪神社 長野南安曇郡三郷村明盛

郎源義光）

源義光（新羅三 三柱神社 長野南安曇郡＿：郷村明盛

郎源義光）

＊源頼光 神明宮 長野松本市並柳

村上義光 自在神社 長野埴科郡坂城町上平

森義隆 亘理神社 長野松本市大手

＊渡辺綱 神明宮 長野松本市牝柳

（岐阜）

＊姉小路基綱＾ 諏訪神社 鼓阜占城郡古川町杉崎

族

市右衛門 薩摩堰治水神社 昭和55 町老人クラプ 岐序安八郡輪之内町大藪

江馬輝経 江馬神社（加茂若宮神社境内社） 鎌倉期力 地域民 岐阜古城郡神岡町殿

＊加藤景廉 八幡神社 延応年間 岐阜恵那郡岩村町大路

＊加藤景朝（遠 武並神社 岐阜恵那郡岩村町一色

山景朝）

加藤清il・・・ 清正神社（松森神社） 弘化4 加藤家家臣 岐阜高山市上野町

金森長近 金龍神社（東照宮境内社） 岐I]高山市西之．f色町
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備 考 典 拠

3代藤井松平氏。忠周が仙石家にかわり上田藩入部。初代松平上田藩主。以後幕末 本庁データ 上田市立
までこの藤井松平家が上田藩定着 博物館

2代松平上田藩主で4代藤井松平氏。忠愛以降の松平上田藩主と当地の旧主の真田 本庁データ・上田市立
家・仙石家の歴代一族とともに、藤井松平家3代まで祀った松平神社に合祀され上 博物館
田神社と改称。昭和38年慎田神社と改称

3代松平上田藩主 本庁データ・上田市立

博物館

4代松平上田藩主 本庁データ 上田市立

博物館

5代松平上田藩主 本庁データ 上田市立

博物館

6代松平上田藩主 本庁データ・上田市立

博物館

7代松平上田藩主 本庁データ 上田市立

博物館

7代松‘ド上田藩主忠礼の弟 本庁データ 上田市立

博物館

松平（戸田）康長長子。享保11年松本移封後、五社として他の松平（戸田）氏一族 神社名鑑 p344, 全国
とともに合祀。光重は康長の孫で2代松平（戸田）明石藩主 p502 

松平（戸田）松本藩初代藩主。一色義遠 戸田宗光を合祀していた賜谷大神社に合 神社名鑑 p344, 全国
祀。昭和28年若宮八幡社を合祀して松本神社に改称。光年は第二次松平（戸田）松 p502 
本藩7代藩主

戦国時代の松倉城城主で飛騨一円を治めた。豊臣秀吉に攻略され、信濃に敗走という 本庁データ

社殿は永正3年頃、吉岡城主下条氏により建立 信J‘11郷土史研究会編寺

と神社p295

平安後期の武将。新羅明神の前で尤服したので新羅三郎と呼ばれた。父は頼義。義 本庁データ

家の同母弟

平安後期の武将。父は頼義。弓馬の名人 本庁データ

源満仲の長子。藤原摂関家に接近した。酒呑童子伝説などあり 本庁データ

義光は信J廿埴科の武士で、護良親王に従って討幕活動をおこなっていたが、元弘3 本庁データ
年吉野が落ちた時に護良親王の身代わりとなって蔵王堂前二天門で自害。首は吉野

に里人が葬ったという

源義家6男森義隆か。義隆は鎌倉の森（毛利荘）拝領を機に森氏を称する 本庁データ

平安中期の武将。源氏の一族。坂田公時、平貞道、平季武とならんで源頼光の郎党 本庁データ

で強者の四天王と称された

基綱は室町中期の飛騨国司。永正元年、 64歳で死去。歌人としても著名 本庁データ

薩摩藩士。宝暦治水工事に際し責任をとり宝暦4年自刃という 本庁データ

江馬氏初代。飛騨国高原郷に諏訪城（現神岡町）を築く。輝経は、平経盛末子で清 岐阜県神社要覧p304,
盛の甥。平氏滅亡後に北条時政の養子となり、時政没後に執権となった実子義時に 飛騨の神社p938
追われ当地にきた（承久3年）という。のち地域民は殿村と称し祭祀と伝える

承久年間岩村城守護神として八幡神社を造営され、延応年間に岩村城 当地域の創 神社名鑑 p376, 全国
始者景廉を配神とした。景廉は源頼朝の臣で当地遠山庄の地頭に任じられ、子の景 上p539
朝は遠山氏を名乗る。明治4年現在地に移遷

加藤景廉の子。領した地域名の遠山に改姓 本庁データ

加藤清正の孫光正が罪により高山に配流、 2年で死去。その後当地に入植した家臣 飛騨の神社p561

が創立。明治41年松森神社に合祀

戦国期武将。豊臣秀吉に美濃地方を与えられ高山城築城 飛騨の神社p471
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

鎌倉景政（権五 青阪神社 岐阜不破郡関ヶ原町今須

郎景政）

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

木曽義仲（源義仲） 木曽神社 岐阜養老郡上石津町牧田

喜田吉右衛門 堰神社（春日神社境内社） 岐阜関市巾町

喜田吉右衛門 堰神社（貴船神社境内社） 岐阜関市貴船町

喜田吉右衛門 井神社 岐阜関市下有知

楠木正成 楠神社（伊奈波神社境内社） 岐阜岐阜市伊奈波通り

楠木正成 御旅所祠（桜ヶ岡八幡神社境内社） 岐阜高山市山口町

楠木正成 楠神社 岐阜揖斐郡谷汲村岐礼

羅網縫之助 糊細神社 岐阜可児郡御嵩町中

郷田喜八 薩摩堰治水神社 昭和55 町老人クラブ 岐阜安八郡輪之内町大藪

＊酒井七左衛門 畑繋大神宮（畑繋神明神社） 文政2 松枝輪中 岐阜羽島郡柳津町丸野

平将門 御首神社 岐阜大垣rif荒尾町

土岐頓兼 土岐神社 岐阜瑞浪市七岐町

徳川家康 東照宮神社（伊奈波神社境内社） 岐阜岐阜巾伊奈波山

徳川家康 峯本宮（伊奈波神社境内社） 岐阜岐阜市伊奈波通

徳川家康 加納東照宮 明治9 町民 岐阜岐阜市加納

徳川家康 宮茂登東照宮 明治9 岐阜岐阜市富茂登

徳川家康 飛騨東照宮 元和 5 金森重頼 岐阜高llJ市西之一色町

徳川家康 大名田東照宮 元和 5 岐早高llj市

徳川家康 東照宮（南宮神社境内社） 岐阜不破郡垂井町宮代

徳川家康 東照神社（阿夫志奈神社境内社） 岐阜加茂郡河辺町上川辺

戸田氏鉄 常葉神社 大正5 岐阜大垣市郭町

戸田一西 常葉大神（常葉神社） 嘉永 5 岐阜大垣市郭町

永田杢左衛門 薩摩堰治水神社 昭和55 町老人クラブ 岐阜安八郡輪之内町大藪

永山盛次（市左 薩摩堰治水神社 昭和55 町老人クラブ 岐皐安八郡輪之内町大藪

衛門）

西尾道永（式部 刈安神社 岐阜瑞浪市釜戸町

道永）

新田義貞（仁田 烏山神社（徳山神社境内社） 岐阜本巣郡本巣町文殊

四郎由定）

根尾右京亮 根尾神社 岐阜本巣郡根尾村神所

八郎左衛門 薩摩堰治水神社 昭和55 町老人クラブ 岐阜安八郡輪之内町大薮

浜島紋右衛門 薩摩堰治水神社 昭和55 町老人クラブ 岐阜安八郡輪之内町大藪

林幽閑 堰神社（春日神社境内社） 岐阜関市巾町

林幽閑 堰神社（貴船神社境内社） 岐阜関市貴船町

林幽閣 井神社 岐阜関市下有知

平田正輔（靱負） 治水神社 昭和13 岐阜海津郡海津町油島

平田正輔（靱負） 平田神杜（今尾神社境内社） 岐阜海津郡海津町今尼
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備 考 典 拠

本庁データ

源義賢の丘父が源義‘ドに討たれたため乳母夫の中原兼遠のもと木曾で育つ 本庁データ

尾張藩浪人で寛文期に私財を投し弟の林幽閑らとともに曾代用水をつくる 本庁データ

本庁データ

本庁データ

岐阜県神社要覧pl2

飛騨の神社 p542

本庁データ

当地域の旧領tか。細細は花房（はなふさ）とも 本庁データ

薩摩藩士。宝暦治水l-．事に際し責任をとり宝麻4年自刃という 本庁データ

／む張藩北方代官廉Ill亜奉行。文化2年畑繋堤の建設を許可。堤普請を訴え獄死した 本庁データ，柳津町役場
松枝輪中農民4人とともに祭祀

将門の首が都の獄門を脱し、関東に下ろうとするところを、射落とされここに祀ら 神社名鑑 p365, 全国

れ、首宮と称される。首より l：の諸病が祈顧により治癒という。参詣者多く回復の 上 p543
後は穴のあいた石を奉賽。旧村社

室町時代初代の美濃守護職となった頼貞の10男で、兄頻遠が家督を継いで長森城 本庁データ
（岐阜市）に移った後、鶴ヶ城tになった。正中の変で戦死

岐阜県神社要覧pl2

本庁データ

加納城跡 東照宮 pl63

伊奈波神社摂社丸山神社相殿か 東照宮 p221

高山 3代藩主金森重頼が城内にまつり、寛永 5年鴻巣山上に創建。文化15年当国郡 飛騨の神社 p471, 東

代芝正盛再共。江戸期は松泰寺が別'li 照宮 p61

飛騨東照宮のことか 東照宮 p221

岐阜県神社要覧p3

岐阜県神社要覧 p236

戸田一西のfo寛永12年大坦城t。大止 5年ー西に合祀。 岐阜県神社要覧pl7

ー西は大垣藩主戸田氏の中興の祖。徳川家康等に仕え戦功。嘉水 5年ー西の250年 岐阜県神社要覧pl7

忌に際し城内に祭祀、常葉大神と称す。大1E5年氏鉄合祀

本庁データ

薩摩藩七。宝I杵治水工事に際し責任をとり宝暦4年自刃という。当社はこの宝暦治 本庁データ

水事業で犠牲になった薩摩藩士のうち、町内の寺に葬られている 8人を祭祀

％地の萩之島城 大久手城の城t 本庁データ

仁田四郎由定は新田義貞 本庁データ

根尼谷を中心とした当地域の領主で織田信長とも関係した 本庁データ

薩摩藩上。宝麻治水―［事に際し責任をとり宝暦4年自刃という。当社はこの宝暦治 本庁データ

水事業で犠牲になった薩摩藩七のうち、町内の寺に葬られている 8人を祭祀

薩摩藩士。宝暦治水工事に際し責任をとり宝暦4年自刃という 本庁データ

尾張藩浪人の兄喜田吉右衛門らとともに寛文期に私財を投じ曾代用水をつくる 本庁データ

本庁データ

本庁データ

藷摩藩家老で、宝暦3年の同藩による木曾 揖斐 長良の治水手伝い普請の責任者。 神社名鑑 p379, 全国

難l-．事で犠牲者が正輔他80余名でた（正輔は自害ーとも） 上 p530

本庁データ
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

藤原信能 岩村神社 村人 岐阜恵那郡岩村町若宮

武士神格化一覧．稿（上・東日本蝙）

升屋伊兵衛 薩摩堰治水神社 昭和55 町老人クラブ 岐阜安八郡輪之内町大藪

＊宮島平左衛門 黄金神社 寛永18 金森氏 岐阜高山市堀端町

宮島平左衛門 白山神社 岐阜大野郡清見村池本

＊茂住宗貞 黄金神社 寛永18 金森氏 岐阜高山市堀端町

籾木稲右衛門 薩摩堰治水神社 昭和55 町老人クラブ 岐阜安八郡輪之内町大藪

安江基政（中務 光庵神社（大山白山神社境内社） 明治15 岐阜加茂郡白川町水戸野

尉）

吉村改元 吉村神社（白山神社境内社） 岐阜吉城郡上宝村蔵柱

（静岡）

井伊道政 井伊社（井伊谷宮境内社） 明治期力 静岡引佐郡引佐町井伊谷

井伊高顕 井伊社（井伊谷宮境内社） 明治期力 静岡引佐郡引佐町井伊谷

伊奈忠順（半左 伊奈神社 領民 静岡駿東郡小山町須走

衛門源忠順）

伊奈忠順（半左 伊奈神社（水神社境内社） 静岡駿東郡小山町吉久保

衛門源忠)II&)

＊井堀玄蕃 小嶽天神社 鎌倉期力 静岡榛原郡中川根町下泉

＊織田倍長 久能山東照宮 静岡静岡市根古屋

加藤清正 五柱神社（八幡神社境内社） 静岡浜松市東若林町

楠木正成 楠（くすのき）社 静岡清水市

楠木正成 脇宮楠神社（天神社境内社） 静岡掛川市倖石

近藤用随（縫殿 蘭草神社（細江神社境内社） 静岡引佐郡細江町気賀

助）

曽我祐成(+郎） 曽我八幡宮 静岡富上市厚原

＊） 曽我祐成 (t・ 八幡宮 静岡富士宮市猪之頭
郎

曽我祐成（十郎） 曽我八幡宮 静岡富十宮市上井手

＊曽我祐成(+ 曽我八幡宮 静岡富七宮市北山

郎）

曽我時致（五郎） 曾我八幡宮 静岡富士市厚原

＊曽我時致（五 八幡宮 静岡富士宮市猪之頭

郎）

曽我時致（五郎） 曽我八幡宮 静岡富t宮市上井手
＊曽我時致（五 曽我八幡宮 静岡富士宮市北山

郎）

＊平兼隆 皇大神社 静岡田方郡韮山町山木

平璽衡 中将宮（鷲頭神社境内社） 静岡沼津市大平

＊平将門 丸子神社 静岡沼津市浅間町

土岐山城守 徳山神社 静岡榛原郡中川根町徳山
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備 考 典 拠

承久の変で宮力として捕らえられ、当地の速山（加藤．I景朝に預けられ処刊 村J、 本庁データ
が祭祀という

薩摩藩に宝肝治水工事に際し責任をとり宝暦4年自メ）という。当社はこの宝村冶 本庁データ

もと）Jn賀藩士。寛永6年金森氏に仕え｀金山本行に登用。同15年、同僚の議訴によ I飛騨の神社 p419
り死罪。のち城中に枠巽かあり、鉱山も衰退したため本社に合祀

本）ナデータ

近世初期、初代高山藩主金森長近に金山奉行として仕えた鉱山開発。長近の夕t」、した 飛騨の神社］）cJl9
慶長13年頃飛騨を立ち退き、教賀に行き打も宗貞また糸屋茂次祁と称した商I、となる

薩摩藩上-ヽ上歴冶水工事に際し買仔をとり宝暦4年自メJという。当社はこの＇上暦冶 本庁データ

水事業で犠牲になった薩准藩上のうち、町内のかに葬られている 8人を祭祀

本社は、文明12年野原城ギ女江基政が神殿を再判して以来、安江氏が維持 本Itデータ

祭神は江男氏家杓 飛騨の神社pl078

藤原冬細j}、世の孫遠江国司共資の『共保が当地井伊谷に十芥し井伊氏を称した 南 本庁データ
北朝時代、南朝方に属した井伊逍政は、宗良親王を片地に拓きいれ当地は南朝方の

れ拠点となる。本社は1lj治初年建立

:Iti}［道政子 本庁データ

“+11Iの宝永4年哨火に際し、復興に尽力したが、米を難民に分配したとして店刃 本庁データ

した関東郡代

本庁データ

平安木期頃、玄審賄井堀某か都から菅原道貞像を背負って家来と共に当地に潜1品、 和田庫て家人苫 i小竹天
, 自ら-嗣を建てたという L.J碑あり 満宮歴史」，本庁データ

静岡県神杜要覧p6

本庁データ

草薙神ii（廷百式名帳に記された古仕 夭正17年徳｝1|家衷社殿造営）の末ネt 神社誌和上 pl765 

静岡県小筈支部神吐誌

p]86 

ii戸期の当地の領t気賀近藤家6代9月i・・。用随は、宝永の大地震(/)荒田に、 七島 本庁データ
蘭を植え、領民を救ったという。

いわゆる曽我兄弟（祐成が兄）が父祐重の敵を討った事件は着我物語という軍記物 本庁データ

として後枇流布

本庁データ

本庁データ

本庁データ

いわゆる柑我兄弟 本庁データ

タ
. --

本庁データ

本Irデータ

III本判官と呼ばれ、治承4年平家打倒に脊兵した源頼朝方に腺繋される 全国上 p569

平清盛 5男 本庁データ

本庁データ

中世の打地域；；直上の土岐氏ー放か 本庁データ
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

徳川家康 東照社（久能山東照宮） 元和 2 選‘屯＝日 静岡静岡市根占屋

徳川家康 徳音院東照宮（徳音院境内社） 慶安 l 悟岡静岡市根占屋

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

徳川家康 松平家東照宮 明治 5 静岡静岡市二番町（のち宮

ヶ崎町へ移遷）

＊徳川家康（東 神部神社 静岡静岡市宮ヶ崎

照神）

徳川家康 東雲神社 Jじ和8 徳川氏 静岡静岡市丸山町

徳川家康 宝台院東照宮 天保頃 静岡静岡市常葉町

徳川家康 臨済寺東照宮 静岡静岡市大岩町

徳川家康 蓮永寺東照宮 尤和 4 静岡静岡市沓谷

徳川家康 幕ヶ谷神社 寛永8 静岡静岡市瀬名幕ヶ谷

徳川家康 東照宮（八幡宮境内社） 正徳4 静岡浜松市八幡町

徳川家康 東照宮（元城神社。三方原神社） 明治初 堀口勘蔵等 静岡浜松市リ方原町

徳川家康 葵東照宮 静岡浜松市葵

＊徳川家康 松尾（まつのお）神社 静岡浜松市元魚町

＊徳川家康 東照宮（五社神社 諏訪神社） 寛永11 徳川家光 静岡浜松市利町

徳川家康 東照宮 明治 9 井 1｛延陵， 静岡浜松rli元城町
田村弘蔵

＊徳川家康 八百神社 宝暦11 静岡浜松市寺島町

＊徳川家康（東 亀山神社 静岡浜松市鹿谷町

照宮）

徳川家康 東照宮（亀山神社境内社） 静岡浜松市竜光町

＊徳川家康 伊雑宮神社（津毛利神社境内社） 静岡浜松市参野町

＊徳川家康 八幡宮 静岡浜松市志都呂

徳川家康 成子束照宮 静岡浜松市て組町

徳川家康 池野家東照宮 池野氏 静岡浜松市伊佐地

徳川家康 和地山東照宮 昭和20頃 静岡浜松市和地山

徳川家康 宗円堂東照宮 静岡浜松市名残町

＊徳川家康（東 稲荷神社（城岡神社） 明治 7 旧幕臣 静岡沼津市大手町

照大権現）

徳川家康（源家 東照宮 宝暦5 静岡富t宮市麓
康）

＊徳川家康 浅間神社 寛永4 静岡富士宮市人穴

＊徳川家康 浅間神社 江戸初期 静岡富士宮市根原

＊徳川家康 村山浅間神杜 元禄10 静岡富七宮市村lll

＊徳川家康（東 東照宮（吾妻神村） 元和 2 静岡御殿場市御殿場
照宮）

徳川家康 牧之原東照宮 明治10 lll幕臣 静岡島田市初倉坂本

徳川家康 小島家東照宮 小島氏 静岡島田市初倉坂本

徳川家康 島田東照宮 昭和44 静岡島田市船木

＊徳川家康 智満寺東照宮 静岡島田市

徳川家康 八幡宮 静岡島田市伊久美
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正保2年以降東照宮 静岡県神社要覧p6

徳音院は久能山東照宮別当 静岡県神社要覧p6

養国寺東照宮を移遷。さらに明治30年静岡浅間神社境内社八千文神社に合祀 東照宮 p222

松平東照宮と関係か 本庁データ

もと駿府城内にあった東照宮を現在地である府中浅間神社（現 静岡浅間神社）の 本庁データ

別当、惣持院境内に移したと伝える。惣持院は明治元年の神仏分離令によって廃寺。

東照宮は、明治8年村杜、同33年に村内の八雲神社を合祀して現称

廃絶 東照宮 p222

位牌をまつるか 東照宮 p222

東照宮 p222

東照宮 p222

八幡宮は延喜式内社。徳川将軍家祈顧所 静岡県神社要覧p215

創祀者は旧幕臣。はじめ浜松城鎮守の五社神社跡地。明治34年家光を合祀し元城神 東照宮 pl63

札と改称。大正12年現在地へ移遷し現称

本庁データ

もと浜松宿の総鎮守として白髭神を祀る。天正年間、家康が浜松城内の松尾神社を 神社名鑑 p401, 全国

現在地に移す。その後城主より黒印領 朱印領をうけ、祈顧所として代々崇敬 上 p589

五社神社は浜松城中に創建。永禄11年徳川家康が浜松城に入り城中に創設し産土神 神社誌料上 pl759

として崇敬。歴代徳川氏も同様。寛永11年家光上洛時に東照宮勧請。大正8年現在

地移遷

井卜． 田村とも旧延岡藩七。二人の申請により浜松城跡に明治19年竣工 東照宮 pl62

東照宮 p222

本庁データ

本庁データ

本庁データ

東照宮 p222

浜松町成子町東照宮を神明宮に合祀 東照宮 p222

厄亀3年、三方ヶ原の戦に敗れた家康が身を隠し、その礼に朱印地拝領という。邸内社 東照宮 pl49

公園内小祠 東照宮 p222

東照宮 p223

沼津藩主水野忠成の室が城内に祀った稲荷神社に、旧幕臣が合祀。明治34年社名現 東照宮 p223

称

東照宮 p223

東照宮 p223

東照宮 p223

東照宮 p223

吾妻神社に合祀 東照宮 p223

開墾にあたって勧請。昭和40年廃絶、大肛神社に合祀 東照宮 pl61

邸内社 東照宮 pl61

ゴルフ場内 東照宮 pl61

旧山王権現相殿 東照宮 p223

境内末社 東照宮 p223

武
士
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化
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編
）
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

徳川家康 東照宮（東光寺内） 静岡島田市東光が

徳川家康 東照宮（府八幡宮境内社） 静岡磐田市中泉

武士神格化一覧．稿（上・東日本組）

徳川家康 東照宮（大井八幡宮境内社）

徳川家康 田尻東照宮（和田神社境内社） 静岡焼津市田尻

徳川家康（東照 五社神社（事任八幡宮境内社） 江戸初期 静岡掛川市八坂
大権現）

徳川家康 龍華院東照宮 静岡掛川市

徳川家康 田中神社 明治8 竹沼定・, 静岡藤枝市田中

加藤菫威

徳川家康 可睡斎東照宮 静岡袋井市久能

徳川家康 八幡神社 静岡浜北市竜南

徳川家康 於呂東照宮 静岡浜北市於呂

徳川家康 新野東照宮 静岡浜北市新野

＊徳川家康 白須賀東照宮（火鎮神社） 正保年中 静岡湖西市白須賀元町

徳川家康 権現山東照宮 ＊明治8 静岡湖西市白須賀

徳川家康 吉見東照宮 静岡湖西市吉見

徳川家康 下田東照宮 静岡下田市 j•H 

徳川家康（東照 八幡神社 静岡天竜市芦窪
権現）

徳川家康 西伊豆東照宮 (0多胡神社境内社） ＊寛政11 伊奈氏カ

徳川家康 東照宮遥拝所（東照宮） 明治3 旧幕臣 静岡駿東郡長泉町下長窪

徳川家康 東照宮（大井八幡宮境内社） 江戸初期 旧幕臣 静岡志太郡大井川町藤守

徳川家康 池谷家東照宮 池谷氏 静岡志太郡大井川町宗高

徳川家康 牧之原神社 明治 2 中条景昭 静岡榛原郡榛原町静谷

徳川家康 本川根久能社 安永10 静岡榛原郡本川根町千頭

徳川家康 東照宮（軍神社境内社） 明治11 旧幕臣 静岡小笠郡大須賀町軍全

徳川家康 東照宮（関田院内） 静岡小笠郡浜岡町池田新

＊徳川家康 若宮八幡神社 静岡｝吉］智郡森町薄場

徳川家康 森東照宮 静岡周智郡森町森

徳川家康 大鳥居東照宮（八幡宮境内社） 江戸初期 静岡周智郡森町大鳥居

徳川家康 東照宮（山住神社境内社） 江戸初期 静岡磐田郡水窪町山住

徳川家康 東照宮 明治17 士族 静岡磐田郡竜洋町掛塚

徳川家康 東照宮（諏訪神社境内社） 延享2 静岡浜名郡新居町中野

徳川家康 雄踏東照宮（白山神社境内社） 静岡浜名郡雄踏町布見

徳川家康 浅馬東照宮（八幡宮境内社） 静岡浜名郡浅馬村八幡

徳川家康 中之郷東照宮（浮見八幡宮境内社） 静岡引佐郡ジrH町―_乃．ヶ H

徳川家康 東照宮（方広寺境内社） 静岡引佐郡引佐町奥山

徳川家康 四所神社（細江神社境内杜） 静岡引位郡細江町気賀

＊徳川秀忠 東照宮（元城神社。ご）方原神社） 明治初 堀L]勘蔵等 静岡浜松市ニカ原町

徳川家光 元城神社（三方原神社） 明治34

＊豊臣秀吉 久能山東照宮 静岡静岡市根古屋

虎御前 玉渡神社 静岡富七市厚原

虎御前 曽我八幡宮 静岡富七宮Ilit井手

＊虎御前 曽我八幡宮 静岡富士宮市北山
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のちに日吉神社境内社に合祀 東照宮 p223

府八幡宮は聖武天皇の時、国府に勧請。徳川氏の保護をうける 静岡県神社要覧p40

本庁データ

東照宮 p223

本庁データ

廃絶 東照宮 p223

旧田中城内稲荷神社に東照宮画像合祀。創祀者は当地に移住した旧幕臣 東照宮 pl60

東照宮 p223

本庁データ

大正6年、於呂神社境内末社を本社に合祀 東照宮 p223

明治42年、八幡神社に移遷合祀 東照宮 p223

火鎮神社相殿 東照宮 p223

明治8年、神明宮境内末社に合祀 東照宮 p224

熱田神社境内末社に合祀 東照宮 p224

八幡神社相殿か 東照宮 p224

本庁データ

寛政11年再建 東照宮 p224

はじめ遥拝所として設立。明治19年、改築して東照宮と称する 東照宮 pl60

東照宮 p224

池谷家は疫長6年遠朴1代官就任という。邸内社 東照宮 pl50

旧幕臣の中条氏が当地に移住し、当家守護の神体を祭祀、のち村社。明治40年、八 東照宮 pl62

幡宮に移遷合祀

明治9年、敬満大井神社境内末社に合祀 東照宮 p224

東照宮 p224

旧境内社を同寺に移遷 東照宮 p224

本庁データ

金森神社境内末社に合祀 東照宮 p224

束照宮 p224

静岡県神社要覧p35

貴船神社（室町時代以前の創立）の末社 神社誌料上 pl904

諏訪神社は延喜式所載。江戸幕府朱印地あり 神社誌料上 pl918

東照宮 p224

東照宮 p224

のちに浜名惣社神明宮境内社に合祀。細江町の四所神社と関係か 東照宮 p224

東照宮 p224

浜名総社神明宮（古代、この地を領した県氏の社。豊臣 徳川は上地寄進）の末社 神社誌料上 pl950

はじめ五社神社跡地東照宮の相殿。明治34年家光も合祀、元城神社。大正12年、現 東照宮 pl63

在地へ移遷し現称

明治34年旧五社神社跡地の東照宮に家光が合祀され元城神社。大正12年現在地に移 東照宮pl63

遷し現称

静岡県神社要覧p6

いわゆる曽我兄弟兄十郎祐成の恋仲の女性とされる 本庁データ

本庁データ

本庁データ
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

二条為冬 白旗神社 静岡駿東郡小1l1町竹之下

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

＊二条為冬（藤 熊野神社 静岡駿東郡小山町藤曲

原為冬）

＊二条為冬（左 佐野原神社 静岡裾野市平松

近衛中将）

新田義貞（源義 熊野神社 静岡駿東郡小山町藤曲

貞）

日置弾正 弓矢八幡神社（御嶽神社境内社） 静岡周智郡森町天宮

本間氏清（八郎 祖霊社（高天神社境内社） 静岡小笠郡大東町峯向

三郎）

丸尾義清（修理 祖霊社（高天神社境内社） 静岡小笠郡大東町峯向

亮）

源為朝 御嶽神社 静岡三島市青木

源義光（新羅．：：： 新羅神社 静岡浜松市江之島町

郎）

源頼家 八幡神社 静岡田方郡修善寺町修善寺

＊源頼朝 音無神社 静岡伊東市音無町

結城秀康 天神社 静岡浜名郡雄踏町字布見

（愛知）

旭形亀太郎 昇龍大明神社（玉鉾神社境内社） 近代 愛知知武豊町向陽

足助璽範（次郎 足助神社 明治35 地域民 愛知東加茂郡足助町足助

童範）

加藤菊女 玉津浦神社（大濱熊野大神社） 愛知的南市宮町

加藤清正 清正公社（豊国神社境内社） 近代 愛知名古屋市中村区中村町

加藤清正 熊本社（神明社境内社） 明治12 渡辺徳蔵 愛知西春日井郡西枇杷島町

小田井

鎌倉景政（権五 権五郎殿神社（那古野神社） 愛知名古屋市中区丸の内

郎景政）

楠木正成 楠社（泥江縣神社境内社） 愛知名古屋市中区錦

楠木正成 湊川社（神明社境内社） 愛知名古屋市東区徳川

楠木正成 楠公碑（加具土神社内） 愛知宝飯郡小坂井町伊奈

楠木正俄（楠正 楠公神社（三法神社境内社） 野田家 愛知葉栗郡木曽川町二．ツ法寺

儀）

児島高徳 児島社（巳江神社） 文化12 三宅康和 愛知渥美郡田原町田原

＊児島高徳 広瀬神社 安水 9 愛知豊田市東広瀬町

佐久間家勝 佐久間社（御器所八幡宮境内社） 佐久間家 愛知名古屋市昭和悩御器所

＊柴田勝家 勝淵神社 寛政期 柴田出雲守 愛知岡崎市福岡町

平景清 景清杜 寿永 l 愛知名古屋市熱田区神戸町

為守重長（右馬 重長神社（素鳶嗚神社境内社） 愛知豊橋市石巻本町

允）

徳川家康 東照宮 ）じ和 5 徳川義直 愛知名占屋市中区丸のI付
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尊良親王の臣下で南朝に仕え、建武2年、尊良親王を奉じて足利尊氏追討の軍に従 本庁データ
い、箱根竹の下（当地）で戦死

藤原為冬は二条為冬のこと 本庁データ

本庁データ

足利尊氏離反後、箱根竹のF （当地小山町）の戦いで敗れる 本庁データ

弓道日置流の祖 本庁データ

徳川家康に属する小笠原与八郎長忠（氏助）のもとで弟丸尾義清などとともに高天 本庁データ

神城守護。武田勝頼により天正2年落城するがその合戦で戦死

兄本111l氏消などとともに高天神城守護。武田勝頼により天正2年落城、その合戦で 本庁データ
載死

鎮西八郎とも。保元の乱で崇徳上泉方に加わるが敗北、伊豆大島配流 本庁データ

平安後期武将。源頼義の子。後三年合戦で兄義家の救援に下向 本庁データ

鎌倉幕府2代将軍。のちに伊豆修善寺に幽閉、北条氏により殺害 本庁データ

本庁データ

本庁データ

禁門の変に殉じた力士出身の旭形亀之助の遺品を受け継いだ力士隊長。本社創建、 愛知県神社名鑑pl55
本社には天皇家関係者参拝

足助城主で南朝方武将。のち東国へ去る 愛知県神社名鑑p617

旗本代官である父親の代わりに流罪となった夫のために写経し手紙を書き流す。こ 本庁データ

れが夫の島につき、夫は許される

本庁データ

大正3年に本社（神明社）へ合祀 愛知県神社名鑑p2]4

本社の那古野（なごの）神社ははじめ天王社。織出信長復興 神社誌料上pl526

本社の泥江縣（ひじえあがた）神社は宇佐八幡宮勧請 本庁データ

本社の神明社は吉見家訓により、赤塚町創建の際、元和2年氏神としたと記される 神社誌料上pl556

本庁データ

祭神は楠木正成の＋で、その子孫という野田家が邸内に祀っていた。三ツ法寺村の 愛知県神社名鑑pl40
分村を契機に一部地域の村民が氏神とした

田原藩主三宅氏遠祖。文化12年江戸麹町本邸に祭祀。明治2年、東京より二の丸社 愛知県神社名鑑p773
（三宅康貞）に合祀、現社名に改称

本社は安永9年勧請という。社地は南朝方武将児島の居城広瀬城跡 愛知県神社名鑑p587

嘉吉 1年当地の領主佐久間家勝が本社（八所大明神）を修造という（尾張志） 愛知県神社名鑑p46

武州仙JII郷の勝淵神社を勧請という。寛政頃領主柴田出雲守（勝家玄孫）が本殿再 愛知県神社名鑑p554
建。この時、勝家合祀か

景清は芝居・謡曲にでてくる平家の臣で、源頼朝を討つためねらっていたが、失敗 全国上p611
し日向へ流されたという。熱田大宮司と血縁があり潜伏していた宅跡と伝える。眼

病に霊験ありという

本社棟札に為守が永享9年に本社を造営したという。為守は当時馬の越の領主とも 愛知県神社名鑑p659
考えられる

城郭内三の丸に創建。名護屋鎮台創設により現在地に移す 愛知県神社名鑑p37
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祭神名 祭祀杜 創祀時期 創祀者 所在地

徳川家康 東照宮遥拝所（鳴海神社） 愛知名古屋市緑区鳴海町

徳川家康 正及社（正及神社） 享保 l 徳川継友 愛知名古屋市瑞穂区田辺通

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

徳川家康 東照宮（龍城神社） 寛永期 本多忠政 愛知岡崎市康生町

＊徳川家康 菅生天王（菅生神社） 愛知岡崎市康牛町

徳川家康 大樹寺東照宮 正保 1 徳川家光 愛知岡崎市鴨田町

徳川家康 松応寺東照宮 ＊万治3 愛知岡崎市松本町

徳川家康 法蔵寺束照宮 ＊安政2 愛知岡崎市本宿町

徳川家康 大聖寺東照宮 愛知岡崎市中之郷町

徳川家康 伊賀八幡宮 寛永13 徳川家光 愛知岡崎市伊賀町

＊徳川家康 八幡宮 愛知岡崎市六供町

＊徳川家康 山中八幡宮 愛知岡崎市舞木町

徳川家康 瀧山東照宮 正保2 徳川家光 愛知岡崎市滝町

徳川家康 東照宮遥拝所（針綱神社境内社） 愛知犬山市犬山

徳川家康（源） 吉野社（神明社，現在那迦島神社） ＊大正6 愛知尾西市小信中島

＊徳川家康 東照宮（納江神社） 愛知尾西市明地字納

徳川家康（徳川 大将軍社（八幡神杜） 愛知應田市配津町

大権現）

＊徳川家康（東 寿恵野神社 明治16 徳川茂昭 愛知豊田市竹元町

照公）

徳川家康 東照宮（八幡神社松平東照宮） 元和 4 松平尚栄 愛知豊田市松平町

＊徳川家康 白山媛神社 愛知安城市上城町

＊徳川家康 田戸社 愛知裔浜市田戸町

＊徳川家康 玉津浦神社（大濱熊野大神社） 愛知碧南市宮町

＊徳川家康 八幡社 愛知西尾市寺津町

徳川家康 鳳来山東照宮 慶安4 徳川家光 愛知南設楽郡鳳来町門谷

徳川家綱

徳川家康 大恩寺東照宮 愛知宝飯郡御津町

徳川家康 東照社（神明社境内社） 愛知渥美郡田原町田原

徳川家康 東照宮（八幡社境内社） 愛知渥美郡渥美町八玉子

徳川綱誠 稲荷神社 尾張徳川家 愛知名古屋市中区正木

徳川綱誠 牛頭天王ノ社（川島神社） 宝永5 愛知江南市宮田町

徳川信康（岡崎 岡崎三郎信康公首塚（若宮八幡宮） 愛知岡崎市朝H町

三郎信康）

徳川光友 稲荷神社 愛知名古屋市中区正木

徳川光友 牛頭天モノ社（川島神社） 宝永5 愛知江南市宮田町

徳川慶勝 東照宮（尾I湯神社） 明治31 愛知名占屋市昭和区御器所

徳川義直 東照宮（尾陽神社） 明治8 愛知名占屋市昭和区御器所

徳川義直 稲荷神社 愛知名古屋市中区正木
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本社の鳴海神社は延喜式内社 pl563 

創祠者は 6代尼張藩主。代々の藩主は祭礼に奉幣あり 愛知県神社名鑑p41

家康岡崎城（龍ヶ城）に生まれ、産湯井の場所に鎮祭。慶長15年本多忠勝が伊勢桑 愛知県神社名鑑 p424,

名で卒し、忠政姫路在城の時祭祀。明和 7年忠粛岡崎に転じる。明治9年、映世明 神社名鑑 p443, 全国

神と合祀し龍城神社と改称 上 p630

本社は播磨より祇園牛頭犬王の勧請という。永禄9年家康が社殿再建 愛知県神社名鑑p427

大樹寺は徳川家祖の松平家菩提寺 東照宮 p28

Jj治3年修築 東照宮 p225

安政2年再建 東照宮 p225

東照宮 p225

本社は文明 2年松平親忠が一湘．河額田郡下Jt田村に勧請。寛永13年家光社殿を造営し 神社名鑑 p443, 全国

て東照宮合祀 上 p603

本社は安城の城内鎮守として松‘ド忠親が勧講。清康が岡崎に遷座 愛知県神社名鑑p443

愛知県神社名鑑p558

幕府は朱印地を与え数度にわたり修理 愛知県神社名鑑p561

本社の針絹神社は延喜式内社。濃）も開拓の尾張氏の祖神をまつる 神社誌料上 pl532

大正6年に神明杜に合祀し現社名に改称 愛知県神社名鑑p294

東照宮 p225

明治41年、大将軍社に八幡札合祀 愛知県神社名鑑p483

持統天皇と 本庁データ

ともに合祀

松平親氏も合祀 愛知県神社名鑑 p595

本社は養老2年｝Ju賀国白山よりの勧請という。家康社領50伍寄進 愛知県神社名鑑p435

本社の創建は応永6年という 愛知県神社名鑑 p449

本社には慶安元年幕府朱印地が寄進される 愛知県神社名鑑 p455,

本庁データ

本社の八幡社はこの地域の古社で本殿を家康再興 愛知県神社名鑑 p499,

本庁データ

広忠が鳳来寺峯薬師に祈顧して得たのが家康と伝えられていたので、家光はこのlll 愛知県神社名鑑p739

に東照宮創設の下をおこし、家綱の時、慶安4年創嗣

東照宮 p225

本社の新明社は大坂の陣で加護を得た本多康紀が保護 神社誌料上 pl712, 愛

知県神社名鑑p775

本庁データ

3代尾張藩t。 1代・ 2代藩主とともに本社（稲荷神）へ合祀 愛知県神社名鑑p33

3代Ii張藩主。 1代義直 2代光友とともに本杜（牛頭天王ノ社）に合祀 愛知県神社名鑑p248

徳川家康嫡男。天正 7年1印康が遠州：股城で自害。その後岡崎城中に異変があり、 愛知県神社名鑑p430
慰霊のため祭祀（消水氏由緒書）

2代尾張藩主。 1代 3代藩主とともに本社（稲荷神）へ合祀 愛知県神社名鑑p33

2代尾張藩主。 1代義直 3代綱誠とともに本社（牛頭天玉ノ社）に合祀 愛知県神社名鑑p248

14代尾張藩主。明治8年東照宮（中区）に合祀されたが、伺43年名古屋開府300年 愛知県神社名鑑p45

を記念し、別に社殿造営（尾賜神社）

初代尾張藩主。明治8年東照宮（中区）に合祀されたが、同43年名古屋開府300年を 愛知県神社名鑑p45

記念し、別に社殿造営（尾陽神社）

初代尾張藩主。 2代 3代藩上と合祀 愛知県神社名鑑p33
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祭神名 繁祀 t1 創祀時期 創祀者 11斥在地

i色111.iい有 牛頭夭玉ノFI III島神社， 宝永 5 営令II'［南市宮田町

武卜神格化．覧．稿（上・束H本欄

い出実興 老津神社 愛知巴怜市老津町

戸田兄忠 老津神社 愛知塁橋由老津町

豊巳秀吉 豊国神社 明治16 同貞廉「 愛知名凸歴市中村区中村町
l.I戎 相生社（犬1甘神甘l 正徳 6 成瀬lii’― 菱tu人111,したlll

新田義甫 新田』111官 (IL]山神社） 永ネ，Jし9 徳川家康 愛知岡崎市康f罪 I

万仁 秋原大明神（萩原神社） 人永 2 今嵐助右衛門 愛知宝飯郡御ホIll]か恨

本多忠勝 映jtl:}(I川神（龍城神社） 明fll7 本多忠粛 愛知岡崎市康牛囮1

ト

削田利家 冨十犬満社

松f視氏 八幡神社松平束昭呂. 夏知牌l廿巾松平町

' 
松Ti，瀦岡 盟城神社 明治45 ,‘要'.kII應低市東川町

松1訊1』，長 八下子神社 愛知瀬戸巾後[H城屋敷町

源為朝＇鎖酉八
呪 9̂官：津島ft} t＇ , 愛知海部郡八耕l村 ［ 

郎源為且／11

源頓政 偲城ネ,1,n 1;期 占]I]藩 t 愛知豊橋市束lli町

＇ 二．宅康貞 ーーの丸村 （巳江（ともえ）神社） 化6 ぞむ康和 愛知渥美郡田原町田原

渡辺畢IlI 印 11神社 附禾Il l l 介、土， 愛矧i犀美郡[TJI以町1111恥

腹辺＇＇［綱 守綱神rl 明治］3 旧藩 I・ 要知豊刊l巾与部町

（三重）
ー・ー上

笈けIll札孝 小宮社（若‘,'り）翡番祉I杜芯I1、Iii I；泉1，,手|刈 | -'F ，と郡芙杉村Ill上

い！1|義純 真激（ますみI刊I/1'亀山神名J.: 石川系 ：市亀山市Inj丸町

ィ，111哀成 貞激（ますみI神ネ1'亀山神f1, 廷享 l fil| |ぷ I ：・吊危lll巾西丸町

＊板倉家祖先 椿大神社

＊大内jll馬、j K|1、]神村（八柱神杜） ＊明，合1(1 ：^厘1文会郡人内111村1130

頭之宮I[ll)j神ネl ー召．．重度会郡大内IInt3314ーど

:＊加宣藤i青止
t』島神杜 Ai北牟婁郡紀情KI.,1町艮1,、↓；

胄止 、ド泉神礼 こ屯津市分部

＇ 枷納直盛 肌納神rl（て村神礼、現在美波多 哀心 3 ＿こ盾名張rii新田

神ネt)

＊泊生氏郷 小宮社（若冨八1孟神引塙内rl ．：吊 →t.1利）こ中多本す川 I. 

浦牛氏郷 大山祇神廿 御 fり］神11境内社 こ重松恥11本町

北昌閑釘能 北畠八幡宮 北畠神tt1 襄永20 鈴木家次 ー｝［ ふ郡だ杉村上多気

＊北畠親房 北畠八幡宮 1じ閏ネl|lfll 寛永20 鈴木禾次 9 

＊北昂顕家 北吊八幡宮 北岳神11, 寛永20 鈴木永欠 ー：・手 む郡だ杉村 1一多気
------

北畠具竹 醤魂礼 北吊神社境内社） ：．凧ごと：郡美杉村 1多気

三雅 留塊社 北吊神朴境内社） 三重志郡芙1外11多気

北畠顕雅 I、,n［内神Ii r,I I 'I';, i^[松阪1litl瀬町
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”山＂ 考 卯拠

初代尾枷湘L 2代尤友． 3代綱誠．とともに本社(、'1g[1 }く七ノfI）こ合祀

・・;-111-'Iの古Ill,典柏，から渥芙I J9 4予はのち徳11;'［家臣 Iい」・"9ータ

ド］・-rータ

創祠者はし＼［令。秀吉品生地を此念，ー川］冶16年創立叶uJ、18年社殿完I収 全にll p63S 

明治16年現{1地に移され、現名に改称 愛知県神社名迄 p243

｀叫J白山宮と杓され、 HJJ恥．Ii枡にいたるまて1刈崎竜ヶ政緯、＇「として J成1J」，こ潰座＿＿ 1全日 1p639 

叫したもの

又明年中、 り地の領 Iてあ 9 た芳1,，はi［名に殺害 11月f四郎は今呆糸に養われそら 笈知県神ti名溢p768
f助右衛1"1か建立
没艮l:1年本多也勝か伊勢桑名で亨 H/]禾117 ]'i粛（後本多］）岡崎藩初代篤 1 、f-i 受灯国神社名筵 pに1
見ふ,lliより岡崎しこ転じる際に'IIE，:, 明治9,：1、束照宮と合止し池城神社レー改和 神11：柘鑑 pH3. 全f-fl

1-_ p630 

利家は｀1・1地の領i:．で弘印隼、祖神1,:!lit氾真を1|iじるfI祉；修造 ）く］1]越削府中ヽベの 愛知県ネ町1名鑑p64

1月替こ際し本村は残る

ビ1'戌氏か松I叡城l|lにr,-，ー・八幡：匂勧＂竹 仁i尚栄かI日」打を慶長18q」一成1l1Jピり現 I豆i|,lt，―l車ff名筵 p叫う
在地＼遷座し、）しf114年束胆：直古「親氏飢如時期など1よ不叶

Ill古田藩 i松平氏：｝訊I|}、J!の粗， 1ii1期の庶！｛f名Iヤ 愛知県神仕名鑑 p670

・り地尼張今村城tの松原Ijい疇5.q本村（八「I一カ車ft)創建 I愛知県神ネ1名鑑pl竺
祭神は鬼頭家り）祖＇んとされる 笈知厨ネ車ff名鑑叫7〉

平安後期氏Ii。消flltI息J¥ ・時、 1'(I,1,，，ドカ 愛知県神社名沿 p670

田原藩止興の祖，康和か田原藩 iーとな＿＿ーって建心叫｛i2年、東京の児島杜と合化、 愛知県ネ,1,11名濫 p773

現社名に改称

111111！が藩家老，、い1の獄で絨，片、；りち1'1}J 廿,i!lll5年の汀Iビを契機に11!折を紆て 麦叫□籾名乳］）｀
創設

徳川家康の系Ihで、その嫡龍：i）蒻噂，1|ぷ巫臣 I妥知原神社名饂 p578

凡
上
神
格
化

虹

古
回禾

｛
上
・
東

H
本
和

影，応＂創始。 1月は綱ば惟ギり） 本庁子ータ

玉県ネ車tt誌p1幻

―-―屯屎判lfI直p58,

寛文期以降、亀山藩「として人封した板貧車常から［三代にかけ本刊修繕・祭化出 Iー：屯県判Iネ1心、1̀五
判 枚倉氏は出）、］［も果たしだか応卒 1年以1イは石川氏定ぷ

い i.一．：杵神11', ：土lKr'i:.:3り莉Iii間発と1nJI|+1:「|9しられ、 1}il兌，こ功があっc:い」／JU納
を境内社に9liじったという

)、Ill：年、氏郷ば松阪城築城、い1：を城郭k『完に移す

樹1能は親房のf 公lillll・武将 北晶氏・族凸坂！「Iい政の後径鉗木家次の創立と、ヽう。
UJI治14年、現ネ［名

南朝方公削

親房長男。公卿・武将

通i県御ネ1誌p267

→．屯県神ibtcp316 

印り陣fI誌p屈1)

：手呪呻社誌p:,言

鎌紅li十代後期0)公卿で後醍醐）、げに抜擢へ刷付：―斬殺

本庁データ

本月7ータ

罰吊呻社誌pl'iQ

ー：重恨神/t;;fpl99

二重児神ll試．p19q

[F I門呻社誌 p]OCi

顕膨')倍馴、仰勢国1fl 1 ,rfIり明t,"もpl叩
満雅羞 1、し永22年北畠氏の乱に際し）＜in]内城を守り以i文ー1心城 大I卜1年、北畠氏，威 ぞ玉県神ネ1,；tp467 
亡の際、＇ I'人が大河I)、1/i代どして本t1へ合祀
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祭神名 祭祀社 創祀時期 創祀者 所在地

北畠親郷 大河内神杜 天正4 里人 =-:重松阪市桂瀬町

北畠親忠 大河内神社 犬正4 里人 ニ．璽松阪市桂瀬町

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

北畠親泰 大河内神社 天正4 里人 こ厘松阪市桂瀬町

北畠具教 大河内神社 天正4 里人 三重松阪市桂瀬町

北畠具教 留魂社（北畠神社境内社） ：：：．重一志郡美杉村上多気

北畠具教 国司堂（北畠神社） 慶長 1 三重多気郡大台町上三瀬

北畠家祖霊 小宮杜（若宮八幡神社境内社） ---::iii.志郡芙杉村川上

北畠一族郎党 留魂社（北畠神社境内社）

家臣農民

北畠国百］歴代 北畠神社 明治28 て重多気郡大台町l-／吋頼

一族

九鬼澄隆（弥五 九鬼神社（九鬼宕倉神社） ＊明治42 ：屯烏羽市岩倉町

郎）

＊楠木1［成（楠 雲出神社 ．．．軍沖市雲出本郷町

正成）

＊楠木正成（楠 崇忠神村（宇治神社） ＊明治41 て爪伊勢,ti'字治今在家町
正成）

小泉太郎左衛門 猪田神社 三璽上野市下郡

佐々木高綱 三神社（丸山神社） ＊江戸期 ：重員弁郡北勢町川原

須藤経俊 多賀津島神社（菅原大邊神札境内社） ；．重上野市大野木

曽我神 波瀬神社

平景清 豊富稲荷神社 ロ：重四日市市采女町

田原忠秀（俵） 御霊社（鵜森神社） 疫長・万治期 田原家ILI臣 二重lIL田市市鵜の森

田原藤綱（俵） 御霊村（鵜森神社） 慶長・）j治期 田原家IH臣 汀．重四Hiiiti剃の森

田原元絹（俵） 御霊杜（鵜森神社） 慶長・万治期 田原家旧臣 二重四fl市市鵜の森

田原菫綱（俵） 御霊社（鵜森神社） 江戸期 田原家1H臣 三軍[TI.JIf市市鵜の森

塚原卜伝 小宮社（若宮八幡神社境内社） て危足志郡芙杉村川上

藤堂高虎 高山神社 明治11 藤堂家 こ重沖市丸之内

＊藤堂高虎 八幡神社（沖八幡宮） 寛永 9 藤堂高次 五．重津市藤方

藤堂高通 高通神社（久居神社、現在野邊野 明治12 旧藩七 ー^．．重．久居1ti_＿こノ町

神社）

藤堂高通 久居神社（野邊野神社） 明治期 ：重久居市鷹跡町

藤堂高吉 寿栄神社 寛文10 藤堂家 ：．直名張市）L之内

藤堂家祖霊 小宮社（店宮八幡神社境内社）

徳川家康 津東照宮（寒松院境内） 藤党家 ヨ宜津市幸町

徳川家康 F弁財東照宮 ：．重沖市 F弁財町

徳川家康 八柱神社（城田神社） ＊明治42 ：直伊勢rti上地町

＊徳川家康 伊賀東照宮 昭禾廿52 坂野氏 ぞ重名賀郡青ll1町老川

徳川頼宜 豊御崎神社（伊奈冨神社境内社） 三重鈴鹿市稲生内・

徳川頼宜 花岡神社 ＊明治41 ーて重松阪市大黒田町

豊臣秀吉 椿岸神社 ニ凩四日市市智積町
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備 考 典 拠

大河内五代 三重県神社誌p467

大河内五代 三重県神社誌p467

大河内五代。星合 三重県神社誌p467

織田信長軍に大河内城を落とされた。大河内五代 三重県神社誌p467

戦国期武将、伊勢国司。織田信長に攻略され自刃 三重県神社誌pl99

明治7年八幡神社境内へ移し国司神社。同28年現社名 三重県神社誌p233

本庁データ

本庁データ

国司神社を現社名に改称する際に、顕能より信雄まで祭祀 三重県神社誌p233

織田水軍の中核をなした九鬼嘉隆の甥。澄隆は嘉隆のために横死し祟ったため霊を 三重県神社誌p577
祀ったという（志賜略誌）

三重県神社誌p363

崇忠神社には菅原道真 和気清麿などと合祀。明治41年に本社へ合祀 三重県神社誌p427

藤堂家家臣 三重県神社誌p492

員弁雑誌に佐々木大明神として記載 三重県神社誌p88

源頼朝臣で当国の守護 三重県神社誌p477

曾我兄弟か 三璽県神社誌p213

平安末期の平家方武将。目の神 三菫県神社誌p388

初代浜田城主。浜田城は文明2年築城。後に領主の忌詭にふれ、御霊社を創祠して 三重県神社誌p337
こちらに移し、本社には天照大御神などを祀る

2代浜田城主 三重県神社誌p337

3代浜田城主。天正3年、織田信長家臣滝川一益により落城 三重県神社誌p337

田原一族 三重県神社誌p337

戦国期の剣術家。 卜伝流を創始し伊勢国司北畠具教に極意伝授という 本庁データ

旧津藩主藤堂家において高虎を津城内に祭祀、許可を得て、明治11年神嗣を津市下 三重県神社誌p353

部田に建立。津城趾への仮遷宮（同34年）

建武年中、山城国男山八幡宮より勧請。藤堂家二代高次の崇敬あつく、寛永9年、 神社誌料上pl411

藤方村結城で社殿建立、高虎の霊合祀。神領300石を与える。寛永12年8月大祭挙
行。永世祭礼のため本社宝前の備金を津市中各町へ貸し渡す。 8月の祭礼には神輿
が城内と市中各町を渡御。この時、各町役々の者に至るまで供奉。藩よりも警固。

各町より練物を出す。廃藩置県後に市の産上神

津藩支藩でその初代藩主。旧藩士の願いで高通を祀る高通神社が本社の八幡宮境内 三重県神社誌p613

に建立。明治13年久居神社、同41年現社名

明治41年本社へ合祀 三重県神社誌p615

若狭の丹羽長秀の子で藤堂高虎養子。名張藤堂家初代。寛文10年死後すぐに邸内に 三重県神社誌p549

一祠建立。社名は法号に因む

本庁データ

寒松院は天台宗で藤堂氏菩提寺。廃絶。下弁財東照宮に合祀か 東照宮p74

明治40年市好島姫神社に合祀 東照宮p75

明治42年、城田神社に合祀 三重県神社誌p440

坂野氏が日光東照宮より分霊勧請 東照宮pl86

初代紀朴I藩主 本庁データ

初代紀州藩主。源頼信と混同の可能性あり（本庁データ） 三重県神社誌p456

豊国神 三重県神社誌p398

武
士
神
格
化
一
覧
．
稿
（
上
・
東
日
本
編
）
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祭神名 祭祀杜 創祀時期 創祀者 所在地

＊西島之友 小宮社（若宮八幡神社境内社） ＿：』重一志郡美杉村川上

西島之友（八兵 水分神社（高茶屋神社） ぞ重津市翡茶屋小森町

武士神格化一覧．稿（上・東日本編）

衛）

野呂春房 五箇大明神（五箇谷神社） 天正2 北畠具教 ご重多気郡勢和村朝柄

野呂春房 古殿神社 三重多気郡勢和村朝柄

士方雄氏 菰野神社（広幡神社） 三重三重郡菰野町菰野

土方雄永 菰野神社（広幡神社） 明治期 ー：．重二．重郡菰野町菰野

日野資朝 小宮社（若宮八幡神社境内社）

藤原秀郷 鵜森神社 慶長・万治期 田原家旧臣 ー：：重四H市市鵜の森

本多忠統 本多神社（神館飯野高市本多神社） ：＾重鈴鹿市神戸

松平定綱 鎮国神社（鎖国 守国神社） 天明 4 松平定信 ご翫桑名市占之丸

松平定綱 御霊大明神（平野神社） 承応明麻期 松平定良 ：重員弁郡北勢町‘i’野新田

松平定侶 守国神社（鎮国 守国神社） 天保4 松‘I'一定永 -----:棺桑名市古之丸

源家宗 波瀬神社 三重飯南郡飯高町波瀬

源為朝（八郎為 多賀津島神社（菅原大邊神社境内杜） 三重上野市大野木

朝）

源範頼（蒲冠者 御曹子神社（大木神社境内社） 三重鈴鹿市石薬師町

範頼）

＊源満仲 宇都nI神社（波多岐神社境内社） 芝軍上野市上橋

＊源義家 宇都可神社（波多岐神社境内社） 二．重l-．野rlil：橋

源義家以下数代 真激（ますみ）神社（亀山神社） 延享 l 石川家 一三重亀山市西丸町

源義時 真激（ますみ）神社（亀山神社） 延享 l 石川家 二．重亀山市西丸町

＊源頼信 宇都可神社（波多岐神社境内社） 三重J-．野市十．橋

源頼信 花岡神社 ＊明治41 三重松阪市大黒田町

＊源頻政 勝手神社 て重名張市黒田

＊源頼光 宇都可神社（波多岐神社境内社） ：盾上野市上橋

＊源頼義 宇都可神社（波多岐神社境内社） ：重卜野市土橋

＊山中為綱 高岡神社 ご．重見、も郡一志町高野

結城親光 結城明神（結城神社） 三重津市藤方

結城宗広 結城明神（結城神社） 中世 二重津市藤方
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備 考 典 拠

171廿紀前‘「の藤‘;;:家家臣0 t木粋品などで伊勢 讃岐で只）J 本庁データ

2代津藩i:．藤堂高次の命により、高茶屋村など14ヶ村を対象に灌漑普請、飢饉より 二重県神社誌p357
農民を救う

篠山城し咸忠を称え ‘11地にIlIじったという。当地の産土神となった 二重県神社誌p231

五箇谷神社より分霊 て重県神社誌p231

初代菰野藩主c‘寛永 7年雄氏は八幡神を勧晶して本社創建、上方家の総鎮守となった ＝＾重県神社誌 pl39

12代の最後の菰野藩i: 三重県神社誌 pl39

公卿。後醍醐犬兒とふl・・幕計側を立てるが発詑（正中の変） 本庁データ

田原忠秀などとともに祭祀。しかし後に領主の忌詭にふれ、別に御霊ネtを創祠、主 ーり重県神社誌p377
祭神には改めて天照大御神などを祀る

近江膳所藩の分家出身、本多神戸藩初代、享保17年人部、譜代。以後維新期まで定着 三重県神社誌p505

定綱は寛永11年に桑名藩t。鎖国神朴は松平定信が初め藩祖として白河城中に祭祀 全国fpl9, 神杜誌料
（桑名のあと越後高田、陸奥白河、再び桑名）、文政6年定永桑名再封に際し、同地 トpl415

桑名城内本丸へ遷座

桑名藩主定綱は用水を引かせて‘り地を開墾。定良（次藩主）は御殿に霊を祭祀。後 二重県神社誌p94

に村人の顧いで氏神とし、御霊大明神と称した。「御領内控記」 （犬明 4年）など

に記載

定には陸拠白河から人封した桑名藩主定水の父であるため祭祀か。鎮国神社境内に 神社誌料上 pl416, 
祀る =:龍県神社誌 p50

ご璽県神社誌p213

平安後期の武将。源為義八男 三重県神社誌p477

源頼朝の異母弟く）東負朝との関係悪化で伊豆幽閉 二重県神杜誌p526

平安中期の武将］越1iij 武蔵なとの13'.li-』 本庁データ

1'安時代後期の政将 頼義長 J'□八幡太郎 本庁データ

亀111藩上い川氏始祖。い川氏が廷i；)じ年人封後に城内1日館趾に祭祀。明治41年亀llJ こ重県神社誌 p587
神社と改称

亀llj藩主ゎ川家の祖源義家の1i男として祭祀 て重県神社誌 p587

満仲のf、{u［内源氏相。平の忠常の乱平定 本庁データ

明治41年、本社に合祀 本庁データ

平安時代末期の武将、歌人。清和源氏だが—時‘「清盛方につく。以仁王の挙兵に呼 本庁データ

応するも自害

満仲嫡男 本庁データ

平安時代後期の武将c頼信嫡fo父とともに平忠常の乱平定。前九年の役平定。鎌 本庁データ

倉にい消水八幡宮勧閲

津藩七、 見志郡郡奉行。地誌の勢陽雑叫を著わす 本庁データ

宗広―一刀男。南朝側武将 二重県神杜誌p362

京広は南朝側の武将。東国で活躍したが、伊勢に戻り没。没後、墓傍に祠がたてら 名鑑p478
れ結城明神と称される。病難に利益をもたらしたので結城医［大明神ともいう。文

政7年、藩主藤党商兌は社殿を改築し規模を大きくする
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